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1 ． この報告書は、北海道縦貫自動車道室蘭東インターチェンジ建設予定地の昭和55, 57年度

の発掘調査に関するものである。

2 ．本書の作成は、調査貝全員の討議のもとに次のように分担執筆した。 1－1～4畑宏明、

III-1越田賢一郎、Ⅲ－2遠藤香澄、Ⅳ－1～4西田茂、 V－1～4熊谷仁志、Ⅵ 1～4

三浦正人、Ⅶ－1～4、Ⅷ－1～3遠藤香澄、Ⅸ－1～3佐藤計||敏､X－1～4越田賢一郎、

Ⅲ－1畑宏明、Ⅲ－2三浦正人、Ⅲ 3越田賢一郎、Ⅲ 4大橋秀規、m－5熊谷仁志。

編集は畑宏明が担当した。

3 ． II章の執筆は次の方がたに依頼した。 II-1花岡正光・福田正巳、 II 2山田悟郎。

4 ．遺構・遺物の写真は、立川トマス・伊野正之・三浦正人、測量、は大利俊男が担当した。

5 ．本文・図表中では以下の略号を使用した。

遺構-H:住居跡、 P :ピット、 S :石組み炉、 F:住居跡に付属しない焼土、 Y:配

石遺構。

岩質 Aga. :めのう、And. ：安山岩、 Ba. :玄武岩、BI-Sch. :黒色片岩、 Che. :硅岩、

Gr-Mud. :緑色泥岩、 Gr-Sch. :緑色片岩､Ha-Sh. ：硬質頁岩、Mud. :泥岩、

Obs. ：黒曜石、 Per. :かんらん岩、 Phy. ：片麻岩、 Pum. :軽石、 Sa. :砂岩、

Ser. :蛇紋岩、 Sh. :頁岩、 S1. :粘板岩、 ′Ih. ：滑石。

6 ． アルファベットと数字の組み合わせで表現した10m四方の発掘区を5m四方に4等分し、

それを南西隅から左まわりにa、 b、 c、 dの記号をつけて呼称した。 （例:M 91-b)

7 ．遺構の規模は、確認面における長径×短径×深さ、単位mで示した。
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l 調査の概要

I 調査の概要

3

1 調査要項

、

＄ 事業名 北海道縦貫自動車道登別地区及び白老地区埋蔵文化財発掘調査業務

事業委託者 日本道路公団札|幌建設局

事業受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名 川上B遺跡（道教委登載番号: J-03-6)

地区名・所在地・調査面積及び調査期間

地区名

A地区

C地区

D地区

E地区

F地区

G地区

地

番

地

地

地

地
哩
崎
罐
地
地
鋤番

５

’

、

、

番

番

、

７

８

９

８

５

５

在
叩
町
皿
睡
唾
皿

葉

葉

葉

葉

葉

葉

所
峠
峠
糯
啼
峠
蠕

月

月

月

：

月

月

登

登

登

登

登

登

２

と

ｚ

積
伽
麺
伽

０

７

１

０

６

１

面

ａ

９

ａ

調 査 期 間

昭和55年4月1日～昭和56年3月31日

昭和57年4月1日～昭和58年3月31日3,485m

~1,400m
1,535m

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター理事長

業務部長

〃

調査部長

〃

調査第一班長

調査第三班長

文化財保護主事

〃

浅井理一郎

馬場治夫

皆川富三

高橋稀一

藤本英夫

中村福彦

畑 宏明

越田賢一郎

西田 茂

遠藤香澄

立川トマス

中村英重

大利俊男

伊野正之

(昭和55年度）

(昭和57年度）

(昭和55年度）

(昭和57年度）

(昭和55年度発掘担当者）

(昭和57年度発掘担当者）

(昭和57年度）

(昭和55 ．57年度）

(昭和57年度）

(昭和55年度）

（ 〃 ）

(昭和57年度）

（ 〃 ）

p

●

Ⅳ

臨時職貝（調査補助貝）

〃

〃

〃
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I 調査の概要

臨時職貝（調査補助貝） 佐藤訓敏 （昭和57年度）

〃 熊谷仁志 （ 〃 ）

〃 大橋秀規 （ 〃 ）

〃 三浦正人 （ 〃 ）

調査にあたっては、文化庁、奈良国立文化財研究所および北海道教育委員会の指導をいただ

いた。 また、つぎの機関及び人びとの協力を得た。

登別市教育委員会、登別市役所、北海道開拓記念館、北海道登別南高等学校、登別市立青葉

小学校、登別市立幌別小学校、登別市立図書館、登別市立郷土資料館、室蘭市民俗資料館、虻

田町教育委員会、東京大学文学部藤本強、北海道大学理学部勝井義雄同輿水達司、同福田

正巳、同山本博、同花岡正光、北海道開拓記念館野村崇、同赤松守雄、同山田悟郎、北海道登

別高等学校宮武紳一、北海道登別南高等学校街道重昭、室蘭市民俗資料館久末進一、陶芸研究

家茎田由雄、 白老民俗資料館伊藤裕満、旭川市教育委員会斉藤傑、北見市教育委員会久保勝範、

宮宏明（順不同敬称略）

●

‘

3 調査の経緯

日本道路公団が建設を進めている北海道縦貫自動車道（函館～稚内）のうち、室蘭～苫小牧

の分布調査は、北海道教育委員会が昭和51年度に行った。その結果、川上B遺跡が、室蘭東イ

ンターチェンジ予定地に該当していることが判明した。昭和54年度にA･B地区の事前発掘調

査（試掘） を行い、翌昭和55年度にA地区の発掘調査を行うとともに、 C･D･E･F． G地

区の事前発掘調査を行った。 A地区については、昭和56年3月にその概要を報告してある。

今年度の調査は、昭和55年度の事前発掘調査の結果に基づいて設計したものである。現地調

査は、昭和57年5月12日～10月29日に行った。

D･E･F･G地区は、全域発掘完了。 A・B･ C地区で合計約9,000m'の調査予定地が残

っている。 また、 A地区の北側とC地区の西側については、用地問題未解決のため事前発掘調

査を行っていない。 け

4 調査の概要
み~

発掘区の設定

現地調査の基本図は、 HOKKAIDO EXPRESS WAY PLAN (NOBOR

IBETSU－TOMAKOMAI)縮尺1 : 1 ,000のNO. 49-3と4を使用した。

A地区の発掘区の設定は以下のとおl)である。

まず、 STA22 (直角平面座標系第皿系、X= 177440.161, Y= 95967459) とSTA

24 （同、X=-177247.628、 Y= 95913951 ) を見通し、それをM列とする。 STA22の南

脇をM－lとし、 STA24がM-21となるように10m単位に区切る。そして、M列に平行する

－6



I 調査の概要

3
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オ

今

図1-1 遺跡の位置（この図は国土地理院発行の5万分の1地形図登別淵泉を複製したものである）
1 ． 川上B遺跡

2 ，千歳5遺跡 4， 片倉遺跡 6 ， 山木2遺跡 8 、帷別遺跡 10，富岸遺跡 12,富岸小学校遺跡
3 ，来馬チヤシ 5 ，今田遺跡 7 ， 山木1遺跡 11, 川_ |一.A遺跡 11,富岸神社遺跡 13,亀田公園遺跡

司
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l 調査の概要

線を10mごとに引き、東へ向かってN、 O、 P……、西へ向かってL、 K、 J……の各列を設

定する。 このようにして区画された10m四方の区域は、それぞれ南西隅の列記号で呼称する。

5m四方の小発掘区は、例言に示したとおl)である。昭和54年度の事前発掘調査では、 10m四

方の各区画の中央を2m四方発掘した。 しかし、 このことが、翌55年度には5m四方の小発掘

区を設定する上で障害となったため、全体の区画を、北と束へそれぞれ2m移動させて発掘し

た。発掘区の南北軸は、座標系に対して15｡ 31' 53″である。

C、 D、 E、 F、 G地区の発掘区は、 インターチェンジの北と南で路線がカーブ、しているた

め、 A地区の区画とは別に設定した。

STA22をM-80とし、 STA21が川の中に位置するため、その見出し杭を見通してM列を

設定した。方位は、 202｡ 24' 01′ である。あとは、 A地区と同様の方法で10m四方の区画を

設定した。ただし、昭和55年度の事前発掘調査は、前回の経験から、区画の南西隅を発掘した

ため、本発掘では、区画の移動をしなかった。

位置と環境

川上B遺跡は、登別市il'晃別市街の南西約2.5kmに位置する。 カムイヌフ．リ （標高750m)の南
（1）

束山麓にあたり、ヤンケシノ | |とその支流に面した緩斜面（標高10～25m)上にある。遺跡の前

面には、繩文海進の痕跡とみられる低湿地が広がり、約1kmで海岸に到達する。

登別付近は、年間2,000mmを越える全道一の豪雨地帯で特に7～9月の夏季に集中している。

一方、冬季の積雪は、 50～60cnlと少なく 、年間を通じて温暖な気候である。 このことは、遺跡

の周辺に、 トチ、 クリ、サンショウなどが生育していることからもいえる。

また、動物では、時折キタキ､ソネが発掘現場に出没していた。ほかに目立った動物はないが

かっては、多種の動物が生息していたことであろう。

土層

I層表土層。黒色腐植土。灰白色や灰褐色の火山灰の薄層が、 2～4層挾在している。最

下層の火山灰層までをI層とした｡断面を放置しておくと中間に苔の生える層がある。

II層火山灰層下の黒色土層。 I層より粒径小さく 、乾燥するとクラックができる。 F地区

では、 この層の中間に水成砂礫層が挾在する。ヤンケシ川第3支流の氾濫によるもの

だろう。繩文時代中～後期の遺物包含層。

111層シルト質降下軽石層及び腐植がかったシルト層。降下軽石層は、沢や竪穴住居跡など

の凹地に堆積している。繩文時代早～前期の遺物包含層。昭和55年度の発掘調査では

次のⅣ層と一括して扱っている。

Ⅳ層角礫及び黄褐色シルト層。本層の中に、N,Us-c火山灰の二次堆積物が挾在する。遺

物は出土していない。

■

』

U

＄
一

昭和55年度概報では､｢フレペ､ｿ川」の名で記載したが、その後、河川名は「ヤンケシ川」 とその支流（北から第
1 、第2、第3と呼ばれる）であることが判明したので訂正する。
昭和29年版仮製五万分の一地形図では､「トンケシ川」 となっている｡｢ヤンケシ｣は「トンケシ｣の;化とみられる。
また、現在の「富岸川」は､｢ワシベ､ソライハ川」 と記されている。

（ 1 ）
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I 調査の概要
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図1－2 発掘区の土居

A地区

ヤンケシ川とその第1支流の右岸の緩斜面。標高14～20m･繩文時代早期のピット5、同中

期の住居跡4及びピット10を確認した。遺物は、繩文時代早期と中期の土器、石器などが13,7

32点出土した。

早期の土器には、東釧路Ⅳ式土器とコッタロ式土器が多い。円孔をもつ条痕文土器や魚骨回

転文土器も少量ある。中期の土器には、サイベ沢V、Ⅵ、Ⅶ式土器、見晴町式土器､柏木川式、

大安在B式土器、静狩式土器、 レンガ台式土器などがある。サイベ沢Ⅵ式と思われる土器の内

容物のd4測定では、 5,170±90y. B. P. (KSU-376)の年代が示されている。

石器は、各種の石錐、やり先、 ドリル、つまみ付きナイフ、各種のスクレイパー、石斧、す

り石、北海道式石冠、たたき石、砥石、石錘、石皿などのほか、石炭礫も出土している。

C地区

ヤンケシ川第2支流の左岸、崖錐斜面。標高16～26m･発掘区の南部には、第2支流とほぼ

平行する埋没谷が発見された。降下軽石層の堆積状態からみると、 この谷は、繩文前期以降に

ロ

づ
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図1－3 遺跡周辺の地形
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I 調査の概要

埋没したものである。つまり、繩文海進のピーク以降に埋没し、花粉分析の結果と一致する。

また、埋没谷と第2支流に挾まれた区域や発掘区ナンバー95ライン以北には広汎に角礫が分

布している。 これは、ヴ､ユルム氷期最寒期の周氷河環境下で、岩盤の剥離作用やソリフラクシ

ョンによって生成・運搬された岩海堆積物と考えられている。角礫の一部は、黒色土層の中に

も存在し、礫と礫の間に遺物が挾まっている。

遺構は、繩文時代中期末～後期初の住居跡11、 ピット3、配石遺構1 、焼土9を確認した。

住居跡はほとんどが石組み炉をもち、重複遺構もある。中でもCH-2は、長径12m以上もあ

り、柱穴の配置から増・改築の可能性が考えられている。 これは、繩文時代中期末のいわゆる

大形住居跡に属する。これらの住居跡から出土した木炭の年代測定結果は、次のとおり。

CH－2覆土(L-93-a-152、 13.969) 3,530±20y. B. P. (KSU-586)

CH-2床面(L 93-b 376、 1.729) 3,040±100y. B. P. (KSU-584)

CH-4床面(J-92-d-570、 1.289) 3,200±120y. B. P. (KSU-585)

遺物は、繩文時代早期、中期、後期の土器、石器などが64,918点出土した。土器は、貝殼条

痕文土器をはじめとする早期の一群を除くと、ほとんどが中期末～後期初のものである。中で

も、余市式、入江式土器に相当するものが大半を占める。石器は、石鍍、石Ⅲ、台石などが多

い。特に石雛の比率の高さが目につく．ほとんどのものが、中期～後期初の土器に共伴するも

のと思われる。 また、有舌尖頭器と思われるものが1点出土している。その他、土製円盤9

(IIIa類、 IIIb-3類、 Ⅳa類土器など）や垂飾2が出土している。

、地区

ヤンケシ川本流と第2支流に挾まれた区域。 C地区の裾部にあたる。標高9～14m｡ C地区

の埋没谷の続きがD地区を縦貫する。最下流のY-83-a北壁の泥炭や泥炭質シルト等のサン

フ°ルを用いて花粉分析を行った。樹木花粉構成は、 RIⅡ花粉帯に相当し、繩文海進以後の堆積

物である。また、 Ko e ？火山灰層を境にそれより上層では、 ミズバショウが優占するなど微

地形と対応する結果が出ている。遺構、遺物は、 これらのサンプルを採取した層より下から出

土している。

遺構は、住居跡9、 ピット7、焼土2を確認した。すべて繩文時代早期のものである。住居

跡は、長円形で地床炉をもつものが多い。住居跡の凹地には、降下軽石層が堆積しており、遺

構発見の手がかりとなった。 この降下軽石層の起源は不明であるが、直上から繩文時代前期の

土器が出土していることから、堆積年代は6,000y、B.P.頃と推定される。

遺物は、繩文時代早期、前期、中期の土器・石器などが21,345点出土した。土器は、繩文時

代早期の束釧路III式、 コッタロ式、中茶路式土器が主体を占め、他に繩文時代前期、中期のも

のが若干含まれる。早期の土器は、住居跡の外からも出土しており、中には40mほど離れて出

土したものが接合した例もある。石器は、つまみ付きナイフ、擦り切り磨製石斧など早期の土器

に共伴するものが多い。ほかに、細石刃石核と思われるものや瑛状耳飾、土製円盤（東釧路1I1

式～中茶路式土器)､底部内面に突起や文様のある土器などが出土している。

『
ぜ

心

も

■
洲

こり
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l 調査の概要

また、昭和期に埋設されたとみられる大小2個の木箱が発見されている。中から三平皿、 ラ

ンプ°のほやなどが出土した。付近には陶磁器片が散乱している。

E地区

ヤンケシ川第2支流と第3支流に挾まれた傾斜のゆるやかな舌状台地。標高10～16m･第3

支流に面する南側斜面は傾斜がゆるやかで、礫が分布している。発掘区の南端には、第3支流

の|日河道がある。発掘直前まで牧草畑として使用されていた所で、高所には不陸ならしの影響

を受けている所もある。

遺構は、 ピット2、焼土4を確認した。いずれも、繩文時代早期のものと推定している。

遺物は､8,110点出土。繩文時代早期のものが大部分を占め、発掘区の北側、東側、南側に集

中区がある。土器は、東釧路1I1式、 コッタロ式、中茶路式、束釧路Ⅳ式土器が出土している。

D地区と同じ底部に突起のある土器の小片がある。石器は、つまみ付きナイフ、擦切り磨製石

斧、断面三角形すり石などが目立つ。

F地区

ヤンケシ川第3支流の右岸斜面。標高10～16m・発掘区の東側に向かう3本の埋没谷が発見

された。 C地区の埋没谷同様、降下軽石層の堆積以後に埋没が進行している。 ここでは、 II層

の腐植土層堆積中に、表面流出水による小規模な崩壊が度々あり、その堆積物が挾在している。

繩文時代中期中葉の土器(見晴町式土器並行)は、 この土石流による二次堆積物中からも出土し

ている。

遺構は確認されていない。遺物は、 2,165点出土。繩文時代早期末の東釧路Ⅳ式土器が多い。

集中区は3か所ある。高位の集中区では、繩文中期中葉の土器が出土している｡石器は、E地区

心

金

の組成とよく似る。つまみ付きナイフ、石雛、石斧、断面三角形すり石が目立つ。北海道式石

冠もあるが、 これは、中期の土器に共伴するものだろう。

G地区

カムイヌプリ東南綾の末端に位置し、川上B遺跡の南はずれにある。標高14～22m･発掘区

の上と下に2か所の湧水がある。

遺構は、焼土1を確認した。繩文時代早期のものだろう。

遺物は､703点出土。繩文時代早期の円孔文、沈線文土器、東釧路Ⅲ式土器が多く 、中期の柏

木川式土器を若干含んでいる。円孔文土器は、類例が少なく時代は明確でないが条痕文土器群

の末に位置づけられる可能性がある。A地区出土品と同類。石器は、石錘、擦切り磨製石斧、

断面三角形すり石などが目につく。スクレイパーは、不定形のものが多く 、他地区の石器とは

若干様相を異にする。円孔文士器には、大形スクレイパー、スクレイパー、石斧が共伴してい

る。

ぴ

●
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II 遺跡の環境と堆積物

11.遺跡の環境と堆積物

1 ． 川上B遣跡周辺の地形・堆積物と斜面の地史口

＊＊

福田正巳
＊

花岡正光
＝

応

I . はじめに

本遺跡内及びその周辺には、緩傾斜の波状の地形と、径lmにも及ぶ巨礫堆積物が分布する

ことが注目された。発掘の進展につれて巨礫の分布や堆積構造が捉えられるようになった。そ

れらの観察によれば、地形や巨礫層の特徴は、寒冷環境下におけるソリフラクション ( solif-

luCtiOn)によって形成されたことを推定させる。

ここでは、遺跡内の堆積物の記載を行なうとともに、地形と巨礫堆積物の成因・形成環境及

びに斜面の地史について考察する。なお、火山灰については本遺跡外のものについても若干触

れている。

11 .遺跡を含む周辺の地質・地形の概要

登別市の位置する北海道南西部は、地質構造的

にみれば東北日本弧内帯の北方への延長部に当た

っており、中新世から更新世にかけての火山噴出

物で特色づけられている。

遺跡周辺は、 カムイヌフ・り （ |幌別市街から北西

へ6.5kmの標高750.1mの峰）一帯の安山岩類や倶

多楽火山噴出物の軽石流堆積物が広く分布してい

る。周辺の地質・地形はl幌別川を境として大きく

分けられる。左岸側では、倶多楽火山噴出物の軽

石流がつくる非常に緩やかな、標高100～300m

の台地が拡がる。右岸側では、 カムイヌプリ ・室

蘭岳を中心とする比較的解析の進んだ、標高100

~900mの火山岩山地から成り、標高300m以下

では段丘や山麓の緩斜面が分布する。 また断片的

に、輝石に頗る富む赤榿色の降下軽石(N,Us-

c－佐々木， 1973-）が分布する （図II-1 )。

日
ご
Ｐ

今

同沖積低地 陶山潔舗面
團砂 丘 四壜多零石霧

F万引N,Us-c降下軽石In山地斜面

F詞段丘堆積物 鳫罰川上B遺跡

図II-1 遺跡周辺の地形学図＊北海道大学大学院環境科学研究科＊＊北海道大学低温科学研究所

－13



II 遺跡の環境と堆積物

遺跡内では、鮮新世の室蘭層の凝灰岩・頁岩を基盤として、巨角礫･ iL|｣積層・腐植土・降下

火山灰が分布する。地形は、全体に起伏の小さい波状の緩斜面をなしており、発掘範囲の全域

にわたって巨角礫が分布する。標高約1Om以下にはi中積低地が拡がる。 また、巨角礫層堆積面

上には数本の旧河谷があって、基底には亜円～円の中礫か認められる。 この旧河谷は腐柚土に

よって埋犢されている。 F地区では、腐植士と指交する ( interfinger)小規模な崩壊性堆積物

も認められる。

■

４
－

III .堆積物の記載

1 ． ｜､レンチにみられる地質断面

発掘最終面（巨角礫層堆積面）以上の堆積物は、 C地区･D地区･E地区と、 F地区･ G地

区とでは若干異なっている。それぞれの代表的な地質断面として、 L-89-c (C地区） とT

-66-a (F地区）のトレンチ|新面のスケッチを図11-3及び図Ⅱ－4に示す（位置は図II-

2を参照)｡また、他地点での地質柱状図及び火山灰の対比については図II-5に示す。

各層の内容は下記の通りである。

L 89-c (図11-3 ･図II-5)

l 黒色(7. 5YR2/1)シル|､～中粒砂質腐植土、 2cI]1･植物根を含む。本層の上部1cI11は草

本の根系層である。

2 灰白色(2.5Y8/2)中粒砂質降下火山灰、 1cm･本層は現在の地表面下数Cl,,の位置で比較

的よく追跡される。見かけの色調・鉱物組成（軽鉱物に富む）は第5層に似るが、粒径か小

さく (0.5'ni,,>) 、層厚も薄い。

ヤ

図II-2 断面作成位置

14－



Ⅱ遺跡の環境と堆積物

3 黒色(7. 5YR2/1)砂質腐植土、 34(! In．径l(Ⅷ±の軽石礫・植物根を含む。断面表面には

コケが附着し易く 、本層相当層の他のトレンチ断面でも同様で､ある。

4 にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト質降下火山灰、 2(' 111・本層は連続性が悪く 、 このグリ

ッドやE地区とF地区の間の小川の断面に認められる程度である。

5 灰白色(2.5Y8/2)粗粒砂質降下火山灰、 2cIn・粒径がほぼ1 '1''11でよくそろっている。軽

鉱物に富む。他のトレンチ断面では径1cIn以下の白色の軽石礫を含むことがある。本層は連

続的によく追跡され、遺跡の周辺にも分布する。

6 黒褐色(5YR2/1)シルト質腐植土、 1.5('''。本層は比較的連続性がよく 、炭化植物片を含

むのが特徴である。

7 褐色(7. 5YR4/3.5)シルト質降下火山灰、 4cm・本層は第5層とともに最もよく連続的

に追跡され、遺跡周辺にも広く分布する。

8 クラ‘ソク入り赤黒色(2.5YR1 .7/1 )シルト質腐柿土､34(､I11･輝石安山岩の巨角礫を含む。

第9 ･ 10層に漸変する。

9 明褐色(7. 5YR5/8)シルト質降下軽石、 10(･111． レンズ状に堆積している。上下の層との

境界は漸変する。本層と同じ軽石は、遺跡内で発掘最終面上の凹地に、厚さ10cm±、径数十

〔'nのレンズ状に散在して堆積している。 D地区では繩文時代早期の住居跡内に堆積している

のが認められる。

10 巨角礫、 50cIn+・本層は径数十〔‘､～1mの輝石安山岩の角礫と火山灰起源の黄褐色(10YR

5／6）粘土質シルトのマ|､ リックスから成る。本層は遺跡内全域に分布する特異な堆積物

で、遺跡背後の緩斜面上にも広く分布する。 この巨角礫層の成因や形成環境についての詳細

は後述する。

3

』
１
巳

１

２

３

７

８

０

ロへ
世

1
今

１

１

“

Ｉ

、

困巨角礫 ［．凝灰岩

国砂岩 画クラック

[四壜多審石溺 ［．粘土質風化帯

巨ヨ泥炭

[画水成砂礫

目粘土質シル’

F詞黒色腐植土函礫質降下軽石

B砂質降下火山灰区ヨシルト質降下軽石

F~mｼﾙﾄ醗下火u収属司炭化植物片

図II-3 グリッドL-89-cにおける地質断面
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II遺跡の環境と堆積物

T-66-a (図Ⅱ－4 ･図II-5)

1 黒色(7.5YR2/1)粘土～シルト質腐植土、 4cIno植物根を含む。上部は根系層となって

いる。

2 灰褐色（7. 5YR5/2)シルト質降下火山灰、 0.3cm･本層は第7層に似るが､不連続で層厚

は非常に薄く 、遺跡内の他の|新面ではほとんど認められない。

3 灰白色(2.5Y8/2)中粒砂質降下火山灰、 0.7cm・本層は第6層に似るが層厚は薄い。 L

-89-cの第2層に対比される。

4 水成角～亜円礫、 21(･m･安山岩の径1cIn±の礫を主体として最大径15cmの礫を含む。礫は

一般に榿色を帯び、 くさり礫化しているものもある。

5 黒色(5YR1.7/1)粘土～シルト質腐植土、 18cIn・本層には所どころに径lcInの軽石礫を

含む。断面表面にはコケが附着し易い。本層はL 89-cの第3層相当層である。

6 灰白色(2.5Y8/2)中粒砂質降下火山灰、 lcm･粒径がほぼ1minでよくそろった軽鉱物

に富む火山灰である。基底には長さ1cm未満の炭化木片を含む。本層はL-89-cの第5層

に対比される。

7 灰褐色(75YR4/2.5)シル|､質降下火山灰、 2cIn。本層は第6層とともに、最もよく

連続的に追跡される。 L－89-cの第7層に対比される。

8 クラック入り黒色(7. 5YR1. 7/1)粘土～シルト質腐植土、 45cIn｡ L-89-cの第8層相

当層である。

9 水成砂礫、 20cln・径lcmの軽石の亜角～亜円礫を主体として最大径3.7cI11の礫を含む｡礫の

表面は榿色を帯びている。厚さlcm未満の腐植質シルトを挾む。

10黒色(N1.5/0)粘土質腐植土、 14cm。 まれに輝石安山岩の角礫を含む。本層はL-89-

cの第8層相当層である。

1l 礫、 50cm+・輝石安山岩の径20cm±の角礫を主体とし、径1(･nl±のくさり礫化した凝灰岩

の亜円礫を含む。マトリックスは砂まじり粘土。本層はL-89-cの第10層に対比され、遺

跡内及びその周辺に広く分布する角礫層である。亜円礫を含む点については後述する。

吟

〃

b

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

~

~

書

ロ

［

。

’

、0

図II-4 グIノッドT-66-aにおける地質断面（凡例は図11-3参照）
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11 遺跡の環境と堆積物
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図11-5 地質柱状図（凡例は国II-3参照）

これら両断面に認められる降下火山灰は、図II-5から、 L-89-cの第9層を除いて有珠

山b降下軽石(Us-b－横山他､1973-､北海道火山灰命名委貝会､1982のUs-cに同じ） よりも

上位の火山灰であることは明らかである。 L 89-cの第7層とT 66 aの第7層は、Us -

bに整合的にのることや色調・粒度からUs b5に対比される。その年代は1663年と考えられて

いる （横山他、 1973)｡その他の火山灰の噴出源・年代については目下のところ未詳であるが、

L-89-cの第4層は有珠山Ⅳa火山灰あるいは同ⅡIa火山灰(それぞれUs－Ⅳa-1822年一、

Us－Ⅲa-1853年一、横山他、 1973)に対比されると考えられる。 L-89-cの第2層やT－

66 aの第2 ･ 3層についても有珠山起源と考えられる。 L-89-cの第5層やT-66-aの

第6層は駒ヶ岳起源の可能性がある （北海道火

山灰命名委員会、 1982の「Ko-c相当層」 ？ )。 標高
25

＆

m
72

〃

､▲

L-89-cの第9層については、 この層直上・

直下の遺物との関係から年代的には繩文時代早

期から同中期までの間と考えられるが、噴出源

は不明である。

q 『－
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5

0 50m

図II-6 72-72-に沿う断面（凡例は図II 3参照）
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11 遺跡の環境と堆積物

2 ． その他の堆積物

D地区･E地区及びF地区の標高約10m以下で､はi中積層が分布し、沖積低地を形成している。

粘土・砂・径数cInの亜角～円礫から成}) 、泥炭を挾む｡このI中横層は巨角礫層堆植而を覆う （図

11 6)。

巨角礫層よ')も下位の地層（基盤）は、巨角礫層を切る小川の断面で認めることができる。

その基盤は吉灰色の撒灰岩で、砂・径数〔､lnの安山岩や緑色凝灰岩の礫を含み、部分的に頁岩を

挾む。層厚不明。小川の断面でみると、本基盤は地表下約2mの所に認められる。そこでは巨

角礫層の厚さは2m程であって、巨角礫層基底面の形態もおそらく巨角礫層堆積面に平行的で

あることが予想される｡(図II-7)。

b

抄

Ⅳ． 巨角礫層について

1 ．現在の気象環境

北海道のような寒冷地域では、地形形成や斜･面堆積物の生産には内的要因にも増して、地盤

に働きかける外的要因としての気象条件が大きく効いてくると考えられる。そこでまず、現在

の気象環境とそれに関連する地盤の凍結深を明らかにして、地盤や一度生産された斜面堆積物

の不安定さに及ぼす効果を考えることにより、巨角礫層の成因を考察する手だてとする。

1974～1975年の積算寒度値の分布を図II-8に示す。この図から登別市附近では約400℃･days

で､道内ではかなり趾H愛な地域となっている。図II-9に1941～1970年の平均最深積雪の分布を

示す｡登別市附近では50cI11以下で､道内では最も積雪量の小さい地域となっている。図II 10に

は､1975年の除雪条件下での最深凍結深の分布を示す｡登別市附近では30～40(:Inと推定される。

以上の気象条件や凍結深から、登別市附近では、現在は比較的温暖ながらも無積雪期には地

盤の凍結を受けてお') 、過去の寒冷期にはより寒冷な気候環境下での凍結を茨むったことが予

想される。

2 ． 巨角礫層の成因

結論的に言えば、遺跡内全域及びその背後の斜面にわたって広く分布する巨角礫は、寒冷環
I ）

境下で生産・運搬された岩海(Washburn, 1979)堆積物と考えられる。その理由は以下の通り

心

曇

３

標高

－35m

■7月~~

卜15
0m

図II-7 0-0に沿う断面（凡例は[XI II 3参服）
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11 遺跡の環境と堆積物

である。

地形から見ると、遺跡ののる斜面（巨角礫層堆積面）は、縦|断方II'I｣には8～10.の緩傾斜で

遺跡背後の斜面へ連続しており、横断方向には小起伏の波状の地形を呈している （図II-6 ･

図11-7)。この小起伏波状の緩斜面には深い谷の切れ込みもなく 、遺跡背後に向かって広く浅

い凹地状斜面へと連続している。それらの斜面はカムイヌプリから延びてきている支尾根へ連

続していて、崩壊地形を認めることができない。

次に堆積物の特徴からみると、 まず、本巨角礫層を描成する礫は輝石安山岩で、本層下位の

凝灰岩と岩種が異なっており、基盤岩の原地性の風化物で､はな〈て明らかに他所から供給され

たものである。次に、平面的な拡がりをもって分布している点が注目される （付図参照)｡本巨

角礫が崩壊性の堆積物であるならば、その平面的分布形態は舌状あるいは線状となるであろう

が、そのような分布を示さない。堆積物の粒度糺|成の点からみると、本巨角礫層は、径数'一cm

~1mの巨礫から一気にシルトの粒度に急変し、それらの中間の粒度の物質に極めて乏しい。

崩壊性や流水の堆積物であれば、淘汰不良の様々な粒度の物質が含まれるが、そのような性質

がない。 さらに、マ|、 リックスの粘土質シルトの間で、長軸をほぼ垂直にして立ち上がりを示

している礫もある。 （写真V－1 2 ．Ⅵ－5 1 ･Ⅷ－1 1)｡凍上はシルト質土で最も起

こ')易いことが知られている。以上の地形や堆積物の特徴から、本巨角礫層は、前述したよう

な過去のより寒冷な気候環境下（周氷河環境下）での岩盤の剥離作用、及びソリフラクション

によって斜面を面的拡か､りをもって運搬されてきた岩海堆積物だと考えられる。

召

し

a

▲
一

『

図II-8 北海道における積算寒度値の分布(1974年11月1日～1975年2月28日， ℃･days)
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11 遺跡の環境と堆積物

3 ． 巨角礫層の時代

時代を決定する確実な証拠はないが、図II-6でも明らかなように、巨角礫層堆積面がi中積層に

覆われることから、完新世よりも古い。 また寒冷期の堆積物であるので、現在よりもはるかに

寒冷な一氷期、おそらくヴュルム氷期の最寒期であると推定される。
一
Ｆ
Ⅱ

V.斜面の地史

以上述べてきた堆積物の特徴や遺構・遺物から、遺跡ののる斜面の地史は以下のように考え

られる。

l 巨角礫層は過去の寒冷期に形成されたものである。 この巨角礫の生産・運搬と同時ある

いは遅れて、火山灰起源の粘土質シルト (L 89-cの第10層、 T-66-aの第11層）が堆積

した。 この粘土質シルトは、亜円～円の細礫を含んだりすることから火山灰の二次堆積物であ

る。周氷河環境下で、礫は凍上によって立ち上がりを示すものもあった。

2 次いで、巨角礫層堆積面上には小川が流れるようになり、その流路には径数cmの亜円～

円礫を薄く堆積させた。 また巨角礫間の隙間をも埋めた（例えば、 J-90からM-89方向への

凹状地内やT-66 aの第ll層の亜円礫)｡また、流水の作用によって粘土質シルトが洗い流さ

れ、 E地区でみられるように直線状に巨角礫が露出する場所もできた。

3 繩文時代早期と中期の間にシルト質の降下軽石の堆積をみた(L-89-cの第9層)｡こ

の軽石は、表面流出水によって洗い流されて、巨角礫層堆積面の凹地や繩文時代早期の住居内

にレンズ状に残っているにすぎない。

5 この軽石堆積後からシルト質物質の堆積が盛んにな') 、巨角礫層堆積面上の旧河谷を埋

積し腐植を集積させ(L－89-cの第8層、 T 66-aの第8 ･ 10層)､また、それに先行して

沖積層が巨角礫層堆積面を覆った。 これらの堆積期は､おそらく繩文海進による高海水準期で、

附近一帯は湿地の環境であったと考えられる。 F地区では、表面流出水で運ばれてきた小規模

な崩壊起源の堆積物をこの腐植土中に挾んでいる (T-66-aの第9層)。

6 次いで、有珠山起源の火山灰(L-89-cとT-66-aの第7層、 1663年）の堆積をみ

た。 この火山灰は、その上位の砂質火山灰(L-89-cの第5層、 T 66-aの第6層） とと

もに巨角礫層と黒色腐植土(L 89-cとT-66-aの第8層）の直上をほとんど途切れるこ

となく覆っている。 したがって、 これらの火山灰堆積後は巨角礫層の移動は起こっていないと

考えられる。

7 ~ さらに、表面流出水によって移動してきた物質を母体とする腐植土(L-89 cの第3

層、 T-66-aの第5層、 多分に耕作の影響を受けている）の形成、 F地区ではこの腐植土層

の上位に、流水による小規模な崩壊性堆積物(T 66 aの第4層） をみ、 よl)新期の火山灰

薄層(L-89 cの第2層、 T 66-aの第2･3層） に覆われて現在に至っている。

末筆ながら、現地で火山灰に関して御教示頂いた北海道教育大学春日井昭教授、調査の機会

を与えられた北海道埋蔵文化財センターの諸氏に深く感謝します。

℃
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△
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II 遺跡の環境と堆積物

注

l )Washbur''(1979)によれば、岩海(block field) とは、中～大の角張った岩塊によって地

表の50％以上が種われたかなり広い平坦地またはごく緩やかな斜面(10°以下） を指す。そ

のような岩塊の堆積は周氷河状態を記録したものであって、角張った堆積物は凍結作用を強

く示唆している。

、

差
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Ⅱ遺跡の環境と堆積物

2． 繩文海進以降の古植生について

山田悟郎*

1 ．試料

ここで取扱った試料は、昭和57年度の発掘調査期間中に地質調査を兼ね現地を訪れた際に、

D地区Y-83-a北壁より採取したものである。

試料採取地点は扇状地の末端が沖積低地と接する付近で、採取した試料は繩文海進によって

高くなった海水面が低下し、海岸線が後退する際に形成された低湿地に堆積した泥炭・泥炭質

シルト ・泥炭質砂・シルI、 ．火山灰の22点で､ある。

層序は上位より 、 l層、 ボ｢|粒砂を多量に含む泥炭質シルト (23cm). 2層、泥炭(6cIn). 3層、

火山灰(1 .5cm). 4層、泥炭(4.5cIn) . 5層、外来礫を含む水磨された軽石(4c'n)． 6層、泥炭

(3(m). 7層、軽石(2.5cin) . 8層、軽石を含む泥炭(0.5(･m). 9層､火山灰(4cin). 10層、泥

炭質シルト (4c'n).11層、 シルト (25cm) . 12層、火山灰(Ko-e層？2Clll).13層､泥炭(18cIn).

14層､泥炭質緑灰色机粒砂(2()cI'')に細分され、以下は地下水面下となるため詳細は不明である。

r

、

2 ．試料処理および表示について

1） 処理方法

試料処理にあたって、泥炭は乾燥重量59、泥炭質シルト ・砂・シルト ・火山灰については

logを50c.c遠沈管にとり分析に供した。

アルカリ処理→水洗→比重分離→水洗→アセトリシス処理→時計Ⅱ処理→HF処理→水洗の

111頁に物理・化学処理を行い、 グリセリンゼリーで封入し、マニキュア液でシールして各3枚の

プレパラートを作成した。

2） 表示方法

検鏡にあたっては樹木花粉力罫200個以上になるまでに出現した花粉･胞子を無作為に同定し計

数した。

表示にあたっては、樹木花粉については樹木花粉総数を基数とした百分率で､、草本花粉・胞

子については総花粉・胞子数を基数とした百分率で花粉ダイヤグラムに表示した。

また、樹木・草本花粉・胞子のそれぞれの構成比も百分率で表示した。

セ

必

3 ．検出された花粉・胞子

22点の試料から樹木花粉31g2科、草本花粉2属22科、胞子4科を検出した。

その内訳および想定される母植物は下記のとおりである。

針葉樹:Pzcea ( トウヒ属：エゾマツ)、 A仇es (モミ属： トドマツ)、Pj""s (マツ属：ゴ

ョウマツ・ハイマツ)、Cγyptome"a(スギ属：スギ)、 CupressaCeae(ヒノキ科:アスナロ）

＊北海道開拓記念館
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11 遺跡の環境と堆積物

広葉樹:AIn"s (ハンノキ属：ハンノキ・ヤマハンノキ)、Be"/a (カバノキ属： シラカン

バ・ウダイカンバ)、 cas""ea (クリ属：クリ）、P/je"ode""o" (キハダ属：キハダ)、 Sｫyγa”

（エゴノキ属：ハクウンボク)、Fa"s (ブナ属：ブナ)、 J"9la"s (クルミ属：オニグルミ） 、

Carpj""s (クマシテ属：サワシバ)、 Coryl"s (ハシバミ属：ツノハシバミ ）、Fγ“加us ( }

ネリコ属：ヤチダモ・アオダモ) 、 Acer (カエテ属：エゾイタヤ・ハウチワカエテ． ・ヤマモ

ミジ等)、 Aesc"I"s (トチノキ属： トチノキ) 、 Q"erc"s (コナラ属： コナラ． ミズナラ）、

E"o"j,S (ニシキギ属：オオツリバナ・ヅリバナ等)、 U""s (ニレ属：ハルニレ ・オヒョ

ウニレ）、 Cor""S (ミズキ属： ミズキ)、Ma9"o"a (モクレン属：ホウノキ．キタコブシ）、

Sa〃兆-Pop"J"s (ヤナギーハコヤナギ属： ドロノキ・オノエヤナギ・バツコヤナギ・ネコヤナ

ギ等)、 T"ja (シナノキ属：シナノキ・オオバボダイジ1)、 Soγ“s (ナナカマド属：ナナカ

マド・アズキナシ)、RIzzJs (ウルシ属：ヤマウルン・ツタウルシ)、〃e" (モチノキ属：ハイ

イヌツケ)、Aral iaceae (ウコギ科：ハリギリ ・コシアブラ．タラノキ)､Ce7cjd"/W""汎(カ

ツラ属：カツラ)、 Sam6Mc"s (ニワトコ属：エゾニワトコ） 、Hyd7a"9ea (アジサイ属： ノリ

ウツギ・ツルアジサイ）、Mor"s (クワ属：ヤマグワ) 、 V"s (ブドウ属：ヤマブドウ・エビ
づく､】，、
ヘノレノ

草本:Chloranthaceae (センリョウ科： ヒトリシズカ・フタリシズカ)、 Polygonaceae

（タテ科：エソ‐ノギシギシ・オオミゾソバ・オオイタドリ等)、Chenopodiaceae (アカザ科：

シロザ．ハマアカザ等)、 Caryophyllaceae (ナデシコ科：エゾカワラナデシコ．タチハコベ．

ミミナグサ等)、Ranunculaceae (キンポウケ科：ニリンソウ・アキカラマツ．カラマヅソウ．

キツネノボタン等)、 Rosaceae (バラ科：ヤマブキショウマ．オオタ,イコンソウ・オニンモツ

ケ・キンミズヒキ等) 、 Labiatae (シソ科：イヌゴマ・カワミドリ等)、 Leguminosae(マメ科

：キンミズヒキ・クサフジ・ヌスビトハギ)、Haloragaceae (アリノトウグサ科：アリノトウ

グサ)、 Umbelliferae(セリ科：セリ ・エゾ．ニュウ)、 Plantaginaceae (オオバコ科：オオバ

コ）、Carduoideae (キク科：アキタブキ・ヨヅバヒヨドリ ・ ヨブスマソウ・コウソ．リナ・エ

ゾノサワアザミ等)、Arｵe"!jsja (ヨモギ属：オオヨモギ)、Potamogetonaceae (ヒルムシロ科

： ヒルムシロ）、 Lysic/Wo"(ミズバショウ属： ミズバショウ)、 Liliaceae (ユリ科：オオウ

バュリ ・バイケイソウ・ユキザサ・マイズルソウ等)、 Iridaceae (アヤメ科：ヒオウギアヤメ・

ノハナショウブ)、 Commelinaceae (ツユクサ科：ツユクサ)、 Geraniaceae (フウロウソウ科：

チシマフウロウ)、 Cruciferae (アブ．ラナ科：タネツケバナ．コンロンソウ．ヤマガラシ等)、

Hypericaceae (オトギリソウ科： トモエソウ・オトギリソウ等)、Typhaceae(ガマ科：ガマ)、

Cyperaceae (カヤツリグサ科：アブラガヤ・オクノカンスケ等)、 Gramineae (イネ科：イワ
、

ノガリヤス・ヨシ・ススキ等）

胞子:Osmundaceae (ゼンマイ科：ゼンマイ ・ヤマドリゼンマイ等)、 Lycopodiaceae (ヒ

カケノカズラ科：ヒカケノカズラ・ ミズスギ等)、Monolote type spore (シダ類：オシダ・

メシダ、 、ヒメシダ等)、 Pteridaceae (ワラビ科：ワラビ・クジヤクシダ等）
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11 遺跡の環境と堆積物

2） 出現傾向

樹木花粉では、 AJ冗似8･Qug7cus･Uj汎usの広葉樹が優勢で、次いで針葉樹のA62es・P加泓s

と広葉樹のPhe〃ode"dγo"･Be虹ja・Fa”s･』“ja"s・Caγp恥us･F7a"航側s･Sa〃兆-PoptMMs･

Acer･Araliaceaeが多く出現する。

全般に針葉樹は低率であるが、 13～11層下半部にかけてPZcea･A6Zesが増加し、AJ7zMs･

Qug7･ac"s･UJm“sとともに優勢を示す。 また、Araliaccaeもll層上部と10層で急増し優勢を

示す。

A加剛sは下半部で10～40％の範囲で著しい増減をく りかえすが、中位で安定し上位にかけて

次第に増加する傾向をみせる。 Q"e7-c"sは小'隔な増減をく りかえしながら上位にむけて次第に

減少する。他の樹木には大きな変化はみられない。

また､北海道には自生しないCγypjome"aと北海道西南部日本湖則にのみ分布するCupressaceae

が、 1％弱ではあるが確認されるとともに、黒松内低地帯を自生北限地とするFa9"8が2～4

％弱ではあるが、連続して出現する。

草本花粉･胞子ではGramineae・Monolatetype sporeが全般に優勢を示し､上位でLysZch〃o九

も優勢となる。次いで、 Ranunculaceae･Rosaceae･ArtemZsja･Cyperaceae･Osmundaceae

が多く出現する。

Gramineaeは全般に優勢を示すものの、下位から中位にかけて増加し、上位で再び減少する

変化を示す。Gramineaeが増加する中位ではCyperaceaeが減少する。Monolate type spore

は13層で一時的に急増する以外は小幅な増減をく りかえすのみである。LysjcIzZ加冗は下位で1

～2％弱であるが、中位から上位にむけて次第に増加し上位では30%を越す出現率となる。

AγjemZsjaも下位でl～2%弱であったものが、中位～上位にかけて増加し3～6%の出現率と

なる｡一方､Osmundaceaeは下位～中位で2～6%の出現率であるが上位でl～2%と減少する。

その他、出現率はl～2％と低いもののHaloragaceae･Liliaceae･Iridaceae･Typhaceae･

Labiate･Potamogetonaceae等の湿地や水域を好む草本の花粉が連続して確認される。

汀
へ

､

召

4 ．古植生について

l) 堆積物の年代

川上B遺跡D地区、 Y-83-aは扇状地の末端と沖積低地が接する付近の沖積低地側に位置

し、堆積物も泥炭・泥炭質シルト ・砂・火山灰・シルトからなる。いずれも繩文海進以降に海

岸線が後退するにつれ形成が進んだ海岸低湿地の堆積物である。

泥炭の堆積は連続したものではなく 、シルト、砂質が搬入され堆積し、水域への水の流入が

安定したものでなかったことを物語っている。泥炭にも多少の腐植土が混入している。

試料を採取するに際して、外来礫を含む円磨された軽石（5層） を含め5枚の火山灰、軽石

を確認したが、最下位の12層とした火山灰は色調・粒度等からKo-e降下火山灰に対比され

る、

必
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II 遺跡の環境と堆積物

（ 1）

Ko-e層の降下年代については、腐植酸を使用したC1年代測定で1,700±130y.B.P.とされて
（2）

いるが、八雲町熱田遺跡で土師器が出土する住居趾を被っていることから1,200年前頃に降下し

たものと考えられる。

したがって、 14層の泥炭質粗粒砂が堆積したのは、Ko-e火山灰降下時より若干古い時代で

あったと考えられる。

2） 古植生について

分析結果の項で述べた花粉群集をもとに、川上B遺跡が位置する扇状地先端に泥炭質砂が堆

積しはじめてから現在までの古植生は次のように堆定される。

扇状地の端を流れる河川沿いにはミズナラ・ハルニレ・エゾイタヤ・ハリギリ ・オニグルミ

・キハダ・ トチノキ・シナノキ・ホオノキ・サワシバ・シラカンバ・エソ．ノサワアジサイ等か

らなる溪畔林が分布していた。同地付近はトチノキの自生分布東限にあたる。ここで確認され

たトチノキはブナ林分布域では溪畔林としてのI､チノキーサワグルミ林を形成するが､ブナ林分

布域をはずれた幌別付近ではミズナラーカ､ソラーオニグルミ林の一構成種となるにすぎない。

クリも混じていた。

一方、遺跡の前面にひろがる低湿地沿いには、ハンノキを主としヤチダモ・ヤナギ類を混じ

た低混地林が分布し、林床下には、 ヨシ・アブラガヤ・ガマ・ ミズバショウ・オニシモツケ・

エソ．ノサワアザミ ・ ヒメシダ､ ・ヤマドリゼンマイ ・オオミゾソバ・イワノザリヤス・アリノト

ウグサからなる群落が繁り、 ヨシ・ヒメシダ・オニシモツケ・アブラガヤが優占していた。 11

層から上位にかけてミズバショウが増えはじめ優占種となった。

比較的乾燥した扇状地末端にはオオイタドリ ・エゾニュウ・オオヨモギ・アキカラマツ・ク

サフジ等からなる草本群落が分布したが次第にオオヨモギが増加した様子がうかがわれる。

Cupressaceae,Crypjome"aの針葉樹花粉が確認されたが、 Cγ”幼me"aは本道に自生せ

ず、 CupressaCeaeは本道西南部日本海側に分布する針葉樹であることから、風により本州・

本道西南部から運搬されたのであろう。PIcea･A6jes･P""sの針葉樹も遺跡周辺に分布したも

のではなく 、背後の山地から風で供給されたものであり、黒松内低地帯を自生北限とするFag"s

も風によって運搬されたもので､ある。
（ 3） （ 4）（5）

樹木花粉構成から、ここで確認された花粉群集は､NAKAMURA(1952)、塚田(1967, 1974)

によるRIII帯の花粉帯に対比される。

屯

碁

◆

訓

導

5 ． まとめ

川上B遺跡の発掘に際して得た土壌試料の花粉分析を行った結果、次のことがあきらかとな

った。

1） 試料を採取した低湿地堆積物の下限年代はKo e層力ざ降下した約1,200年前より若干古

い時代である。

2） 樹木花粉31属2科、草木花粉2属22科、胞子4科の33属28科の花粉・胞子からなる花粉

－26－



II 遺跡の環境と堆積物

群集が確認された。

3） 花粉群集から、溪谷沿にはミズナラ・ハルニレ・ハリギリ ・サワシバに若干のトチノキ

をまじえた溪畔林が、低湿地にはハンノキを主とした低湿地林が分布し、低湿地林の林床には

ヨシ・アブラガヤ・オニシモヅケ・ヒメシダ・ヤマドリゼンマイ ・ ミズバショウを主とした群

落が繁り、比較的乾燥した扇状地末端にはアキカラマツ・オオヨモギを主とした群落が分布し

ていたことがあきらかとなった。

引用・参考文献

（1） 北海道火山灰命名委員会（1979） ：北海道の火山灰分布図

（2） 武内収太・山田悟郎(1968) :山越郡八雲町熱田遺跡における緊急調査報告、ゆうらふ2

(3) NAKAMURAJ. (1952) :AcomparativestudyofJapanesepollenrecords.Res.Rep.,

Kochi:Univ.,1 (8) 1-20

（4） 塚田松雄(1967) :過去一万二千年間、 日本の植生変遷史I 、植物学雑誌、 80,326-336

（5） 塚田松雄(1974) :古生態学、生態学講座15巻、 223-225、共立出版
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II 遺跡の環境と堆積物
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Ⅱl 遺物の分類

遺物の分類Ⅲ

本遺跡は、 A、 C～Gまでの6地区にわかれており、 そこから出土する遺物は、地区ごとに

異なった時期のものが多い。 しかし、地区ごとに分類基準を設けるのは繁雑であり、遺跡全体
（ 1 ）

を通して埋蔵文化財センターの分類を蛙準として使用することにした。従って、 ここでは大ま

かな区分のみを記すことにとどめ、各分傾の特色はそれぞれの章で述べることとする。

土器は、繩文時代早期に属する資料をI群とし、以下lll貞次前、中、後、晩期を、 II群､Ⅲ群、

Ⅳ群、 V群とした。続繩文時代以降に属す~る資料は、出土していない。

石器等については、礫・礫片、土・石製品（玉類、堆伏耳飾、土製円盤等） を分類対･象から
［2）

除外し、昨年度の分類に砦干補足して使用した。

虹

〃

1 土 器

／T丑姑、
、 L何十／

繩文時代早期に属する土器群、本群はa、 bの2類に分類され、後者はさらにb－l 、 b－

2、 b－3、 b 4の4類に細分される。

a類 貝殻文、条痕文のある土器群。

b類 繩文、撚糸文、組紐圧痕文、貼付文等のある土器群。

b－1類東釧路Ⅲ式に相当するもの

b－2類コッタロ式に相当するもの

b 3類中茶路式に相当するもの

b－4類東釧路Ⅳ式に相当するもの

<II群＞

繩文時代前期に属する土器群胎土に植物性繊維を多量に含むもので､、 a、 bの2顕に分類

される。前者はさらにa l 、 a－2の2類に細分される。

a類 繩文尖底土器群

a－1類綱文土器とそれに伴う斜行繩文、羽状繩文、組紐回転文等の施された土器群

a 2類春日町式、中野式に相当するもの

b類 円筒土器下層式に相当するもの、および植苗式から大麻V遺跡出土資料に相当する

もの。今回の調査では出土していない。

〈ⅡI群〉

繩文時代中期に属する土器群、本群はa、 bの2類に分類される。後者はさらにb－l 、 b

2、 b－3類に細分される。

a類 円筒土器上層式に相当するもの

¥

{卜
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ill 遺物の分類

b類

b－1類天神山式、見暗町式に相当するもの

b－2類柏木川式、大安在B遺跡出土資料に相当するもの

b－3類北筒式、 ノタﾎツプII式、静狩式、 レンガ台式に類似するもの

くⅣ群＞

繩文時代後期に属する土器群、本群はa、 b、 cの3類に分類される

＆類 余市式、入江式に相当するもの入江貝塚第3貝層出土資料､鳥崎遺跡出土資料!、

大津遺跡B地点出土資料に札l当するものと、揃元式､手稲砂峨に類似するものを含
む。

b類 船泊上層式、手稲式および茶津洞穴Ⅳ層出土資料にﾎ11当するものウサクマイ遺跡
r71

群C地点出土資料に類似するものを含む。

c類 堂林式および茶津洞穴IⅡ層資料に相当するもの

<V群＞

繩文時代晩期に属する土器群はa、 b、 cの3類に分類される。

a類 大洞B、 BC式に相当するもの上ノ国式に類似するものを含む。

b類 大洞C! 、C2式に相当するもの

c類 大洞A式に相当するものタンネトウL式を含む。

<Ⅵ群＞

続繩文時代の土器群

くⅦ群＞

擦文時代の土器群

全

渉

〉王

1 ）北海道埋蔵文化財センター昭和55年度 『社台l遺跡・虎杖浜4遺跡・千歳4遺跡・

岸遺跡」

2）北海道埋蔵文化財センター昭和56年度 『吉井の沢の遺跡』

3）名取武光・峰山厳昭和33年 「入江貝塚」 『北方文化研究報告」第131"

4）森町教育委員会昭和50年 『烏崎遺跡』

5）松前町教育委員会昭和49年 「松前町大津遺跡発掘報告書」

6）石川徹昭和42年 「札幌郡手稲砂山出土の土器について」 「北海道考古学」 3

7）千歳市教育委員会昭和49年 『ウサクマイ遺跡群とその周辺における考古学的調査」
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111 遺物の分類

1A

鱸
2 石器

鱸 -魯患
<I群＞ 石鯲ﾐ ・やり先類

石雛

1 石刃鰄

2 細身で薄いもの、基部が内湾するものもある

a 柳葉形のもの

b 五角形のもの

c 大形のもの

3 三角形のもの

（基部にえぐI)のあるものも含む）

4 明瞭な茎部がないもの

（ひし形、基部が丸くなるもの）

5 茎部があるもの

8 破片など

9 今後、分類を必要とするもの

やり先またはナイフ

1 茎部があるもの

2 明瞭な茎部がないもの

（ひし形のものも含む）

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの

2a 2b
一

‐

A ‐

患畿患患農患
一 一 くこ＞ 3

鶴零黛~驫驫~
‐ ＜＞ とつ 4

零辱~等~拳
一 ＝＝ どつ 5

1B

Ｌ
『

、
『

B

~

<二二二＞ 1

#

◇ 2＜二二＞

いし冬！ノ

<II群〉 石錐類

A石錐類

1 刺突部をつく ’)だしたもの

（刺突部が複数のものもある）

2 棒状のドリル

3棒状のドリルにつまみ部がつく ’)だされたもの

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの

I

IIA
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号
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lⅡ遺物の分類

<III群＞ ナイフ・スクレイパー湖

つまみ付きナイフ

1 二次加工が片面全休に施されるもの

3 二次加工が周辺に施されるもの

4 両面加工のもの

5 つまみ部のみか作り出されたもの

8 破片なと・

9 今後分類を必要とするもの

Ａ

吟

一
一

会

／~、

_（

＝3

<癩嘩リ

一二 4

、

B スクレイパー

1 石くら

2 ラウンド・スクレイパー

8 破片など

9 今後分獅を必要とするもの

＃
；

１
Ａ

~~

幾1篭
匡とつ

2

<IV群＞ 石斧

l擦り切り手法によって製作されたもの

敲打痕（ベッキング）のみられるもの

3 打ち欠きによる整形がみられるもの

4 素材を大きく変形することなく刃部のみに磨きがみら

れるもの

5 全面磨製のもの

8 素材、未製品、擦り切り残片、破片など

9 今後分類を必要とするもの

B 石のみ
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Ⅲ遺物の分類

<V群＞

A たたき石

1 休状礫の一端にたたき痕があるもの

2 1耐平礫の周辺にたたき痕があるもの

3 i而平礫の表・裏肌iにたたき痕か~あるもの

（ くぼみ石と林されるものも含む）

8 破片なとﾞ

9 今後分捌を必要とするもの

B 台石（石器製作その他の作業でテープ､ルとなったもの

出土状態なと､の状況証拠を重視する）

1 台石（平担面に使用痕がみられるもの）

8 破片など

9 今後分瓶を必要とするもの

<Ⅵ群〉 すり石・石|Ⅲ頬

Aすり打

l 1断面がすみﾒL三角形の礫の稜を擦ったもの

2 扁平礫の1ull縁を擦ったもの

3 而平礫を半円状に粗く打ち欠き弦を擦ったもの

4 北海道式石冠

5 円礫で擦')面が曲面のもの（片側にたたき痕がみら

れるものが多い）

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの

B石皿

1 石川

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの
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~111 遺物の分類

~ ~ ~ ~<Ⅶ群＞ 石鋸砥石類
ⅦB

"一壽論
~~~~鯉1A石鋸

1 石鋸（刃部が直線状になるもの）

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの

B砥石

’ 研磨面に溝があるもの

2 研磨面か平滑なもの

8 破片なとﾞ

9 今後分類を必要とするもの

<Ⅷ群〉 石錘

A石錘

’ 4カ所に打ち欠きのあるもの

2 長軸の両端に打ち欠きがあるもの

8 短ililllの両端に打ち欠きがあるもの

8 破片など

9 今後分類を必要とするもの

くⅨ群〉 コア・フレイク類

A コア（剥片石器の素材となるも原石等も含む）

B フレイク・チップ°

<X群＞ 加工痕・使用痕のあるフレイク．礫

A加工痕・使用痕のあるフレイクで今後分類を必要と

するもの（定形的な石器としては認定されていないもの

彫器、 ピエス・エス・キーユと呼称されるものそれらの

削片などを含む）

B加工痕・使用痕のある礫で、今後、分類を必要とするも

の

I鷹

1 二

b

VMA |

’ 2

8
Ⅸ‘懸
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IV A地域の調査

Ⅳ A地区の調査

1 概要

調査区域は、ヤンケシ川とその第一支流の右岸、標高14～2()mの綾傾斜地にあたる。発掘区

のr|!央部と南部に西から束へ|i'lかって2筋の小沢がある。遺術、遺物の集中区域は、それらの

小沢の北側の微高地、 Q 14区付近と、 M-18区の付近にある。 （図Ⅳ－10)。

発掘直前まで、一枚の牧草畑として利用されていたが、 1930年代には小さな地割りであって、

K･ L･M 12～15区のあたりでは、水田として稲作がおこなわれていたという。

このことを裏付けるかのように、沢筋ではいたるところで地下水の樛出･湧出がみられ、じめ

じめとした湿地の状態で､あり、牧草畑になってからの陶管や雑木を埋設した排水施設が検出さ

れた。

土層区分は、図Ⅳ lのように行った。 I層は黒禍色土で、上部は耕作されている。色調の

ちがいなどによって、 l二下に二分あるいは三分しうるところもある。 II層は、 1()～50(･ 111の厚さ

の黒色土で、遺物包含l闇である。 11層のなかほどに繩文時代中期の遺物が多く出土し、 II層下

部からⅢ層上部にわたって繩文時代早川lの世物が多い．沢筋にあたるところのII層には、大小

の礫が多くみられ、礫と礫との間から二'二器・石器等の出土か認められることから、繩文時代以

降において、礫の多い黒色土層には局地的な動きがあったものと推定できる。

ⅡI層の黄褐色土は、粘性の強燗やふくまれる礫の大小、多少など場所ごとに大きな変異があ

る。部分的に50[.IIlほど深< JIM I)下げてみたが、遺物の出土はなかった。繩文時代の遺構は、 こ

のⅢ層に堀')込まれている。微高地では、耕作なと、によってⅢ層上部あた|)まで削平を受けて

いたところもある。

繩文時代早期と｢|｣期の遺惟、遺物がある。繩丈時代早期の遺構、遺物は、調査区域の北部(M

-18付近)に多く 、且殼条痕文土器群と撚糸文土器群に属するもので､ある （図Ⅳ－10, 11)｡貝殼

条痕文土器には、 LI縁部の下にほぼ等間隔に円孔を施すものがある◎撚糸文土器には、束釧路

IⅡ式、 コッタロ式、 中茶路式、東釧路Ⅳ式なと．の諸11i'｣Jtのものかあり、魚骨回転文土器もある。

繩文時代中期の遺構、遺物は南部(P-14付近）と北部(M 18付近)の2か所にまとまl)がみら

れる。 （図Ⅳ－10)。遺構は、住居跡4か所、土曠11か所がある。なかでもAH-4の住居跡か

らは、 20個体分以IZの土器と、石Ⅲ、すり石、石炭礫なと．が出土している。

土器は、サイベ沢V式、サイベ沢Ⅵ式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式、柏水川式、大安在B式、

|聯狩式、 レンガ白式などの諸剛式に相当するものである。土器の出土状況は、破片となって散

在しているものが多いか~、なかには、遺構中に横倒しの状態であったり 、 1個体分かまとまっ

ていたりするものもある。 J-17-a区には、炭化物か充満した直立状態の土器がみられた。

これは、サイベ沢Ⅵ式に相当するものであるが、内容物のC汕l定では5.170±9()Y.B.P. (KS

U-376)が示きれている。

~~

寺

、辱

一、／一



lV A地域の調査
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IV A地域の調査

2 遺構とその遺物

検出した遺構は、住居跡4か所､ピット24か所､焼土16か所である。 これらのうちで時期の判

明したものは、早期のピット 5か所(AP-2･3 ． 4 ･ 15･22)､中期の住居跡4か所(AH

l～4）､中期のピット10か所(AP-1 ． 8 ･17 ･ 18 ･ 19 ･ 20 ． 21 ･ 23 ．24･25)である （図

Ⅳ 1～9)｡繩文時代の遺構は、Ⅲ層の黄褐色土まで掘り込まれており、Ⅲ層中に含まれる大

小の礫が底面や壁面に露出していることが多い。

AH-1 (図Ⅳ－2)

長径4.0m、短径3.5mのほぼ円形で､深さ0.2mほどの浅いlⅢ状である。中央の焼土は床面のも

のであり、東縁の焼土は覆土中のものである。土器の小破片や石器などが約50点みられたが、

このうち特徴的なものを図示した。 lは繩文時代早期の東釧路Ⅳ式、 2と3はサイベ沢V式、

5はサイベ沢Ⅵ式、 4は兇晴町式に相当する◎ 6は緑色片岩製の石斧の破損品で穫土から出土

している。 この遺構は、早期の包含層をこわして、中期につくられたものと考えられるが、出

土土器のいずれの時期にあたるか確認できなかった。

南西隅にビットAP-17とAP-18を検出した。時期を決められるような遺物の出土はなか

ったが、覆土の状態がAH-1に似ていることから、 これを接近した時期のものと推定した。

AH-2 (図Ⅳ－2)

長径3.0m、短径2.3mの角張った長円形で、深さ0.3mである。北西側の壁は二段になってい

る。北西部の床には深さ10cmほどの浅いピッ |､があI) 、覆土中に焼土もみられる。 1と4は同

一個体でⅢb－2類に含まれ、覆土中からほぼ1個体分出土したが、 もろい小破片が多くて復

原できなかった。 2， 3も覆土中から出土しており、 ともにサイベ沢V式に相当する。 5は安

山岩製のスクレイパーで､中期の遺物であるが、その詳糸Ⅲな時期は明らかで､ない。

AH-3 (図Ⅳ-3)

長径3.8m、短径2.8mの長円形で、深さ0.3mで､ある。床面には焼土と深さ10cInほと＄のピット

がある。覆土中や床面には91IM体分以上の土器破片が出土したが、 もろい小破片が多くて復原

で､きたものはない。 1 ． 3 ． 6 ． 8はサイベ沢V式． 7， 10はサイベ沢Ⅵ式に相当する。 2と

9は同一個体であり兄晴町式に相当する。 11は頁岩製の石鰄の破損品、 12は黒H1M石製の石雛で、

ある。 13と14は黒曜石の縦長剥片の側辺に微細な剥離面の列がみられるもので、分類上は、加

工痕あるいは使用痕のあるフレイクとした。中期の遺構で､あるがその詳細な時期は明らかでない。

AH-4 (図Ⅳ－3～5)

長径4.0m、短径3.0mの角張った長円形で､深さ0.2mである。瓜倒木によると考えられる土

層の攪乱があって、底面は凹凸がみられるが、ほぼ中央にある焼土の部分は床面に相当するも

のであろう。焼土を掘り込んでいる深さ40cmのピッ |､のほかに、 10(･mほどの浅いくぼみが2か

所ある。覆土や床面に20個体分以上の土器破片か出土したが、 このうち4個体は器形を復原で

きた。 1 ． 2 ． 3 ． 5 ． 6 ． 9 ． 10はサイベ沢V式、 4 ． 8 ． 12 ． 13． 14はサイベ沢Ⅵ式、7･

●
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IV A地域の調査

11は兄||肯町式に相当する。 18は安山岩製の石Ⅲの破片であり、 15は安山岩製のすり石である。

16は石峻の皿円礫である。 15と16は、床而から出土しており、 しかも15(･ IIIはと・の|Hj附しかない

ので、共伴資料とみなせる。 17は頁岩製スクレイバーの破批品である。

この遺仙は、 lの土器で示されるサイベ沢V式期につくられたものと考えられる。

AP－1 (図Ⅳ-6)

I貞佳1 111の円形で、深さ0.3111である。極土中に土器片が20,1'',(ほと・出土したか特徴的な4点の

み図示した。 1と2， 3と4はそれぞれ|可一仙体であり、 ともにサイベ沢V式にｲ;'1当する” 5

と6は、極土中から1'l',土した洞器である。 5は安山岩製の石llll.の破岨,'m!である。 6は頁岩製の

つまみ付きナイフである。 6の石器は、形態から繩文時代早川lのものとみられるが、 これは批

入品て･あろう。 ビットは!''期のものと推定している．

AP-2 (図IV-6)

長篠0.7m、禰径0.5111の長円形で、深さ() .lmである。耕作なとﾄによる削平を受けており、底

miちかくしか確認できなかった．時期を明らかにしうる辿物はないが、概土は此褐色上だけで

黒色土を含まないことから、早期の世術と推定した。

AP-3 (図Ⅳ－6)

l支径() .9111 、短径() .6'11の長|ﾘ形で、深さ() .21 11である。耕作なと、による削平を'受けており 、底

rllちかくしか確認できなかった｡時川を1吋らかにしうる世物はないが、種土は11t褐色土だけで

黒色士を含まないことから、早期の遺術と推定した。

P-4， 5， 6， 7 (図Ⅳ－6)

4つの上:ツトが血なって検,' liされたが、 それぞれの切り合い関係は、把えられなかった。時

期を早期と判断したのは、泄土は蛍褐色土だけで､黒色土を含まないことと、 AP 4から出土

したl～3の火釧路IV式土器による。

AP-8 (図Ⅳ-7 )

長径1 .711] 、知径l.3mの長|り形で、深さ0」mの淡いⅢ状である｡時期を中期と､トリ断したのは、

棋士がj､|､他土であることと、及びIⅡa類上器の小破片が出土したことによる｡

AP-15 (図Ⅳ-7 )

直荏().75''1の円形で､深さ().2mである。耕作などによる削平をうけておl) 、底TIiちかくしか

確認できなかった。 ll寺〃lを明らかにしうる適物はないが、捜土は茂ﾄﾙ色土だけで黒色土を含ま

ないことから、早期の造イルと推定した。底血には、 ！Ⅱ屑に含まれている礫がh蒋出していた。

AP-17， 18 (図Ⅳ-7)

AH-1の南西縁に検出されたが、それぞれの切り合い|坐I係は把えきれなかった。時期を|ﾘl

らかにしうるj世物はないが、泄北に黒色土か含まれることから、巾期の過|:,'''iと推定した。

AP-19 (図Ⅳ－7)

直佳().911]の}]1形で、深さ().2''1である。 AH-4と接しているが、 IIいの先後間係は把えき

れなかった。時期をIﾘ]らかにしうる世物はないが、極tに黒色土か含まオLることからLIﾘﾘlの世

と
》

全

々
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IV A地域の調査

構と推定した。周辺にある礫は、 II層あるいはⅢ層に含まれているものであり、 この遺構とは

直接関係しない。

AP-20 (図Ⅳ－7 )

長径l.1m、短径().9mの長円形で深さ0.3mである。 lのサイベ沢V式にﾎH当する土器が覆土

中に横倒しの状態で検出されたことにより、中期の遺構と半l1断した。覆土中からは、次のよう

な土器、石器も出土している。 2はサイベ沢V式、 3はサイベ沢Ⅵ式に朴|当するものである。

4は安山岩質の亜円礫を素材とするたたき石で、長刺|の両端、腹背両面に使用痕かある。 5は

頁岩製のスクレイパーの破損品である。

AP-21 (図Ⅳ－8)

長径2.0m、短径1.3mの長円形で、深さ() .2mである。住居跡と考えたものよl)も若干規模は

小さいが、南側の底面に焼土が検出されており、住居跡の可能性か~ある。時期を中期と判断し

たのは、榎土が黒色土であることと、 1 ． 2 ． 3の土器が出土したことによる。土器の出土状

況は、 2の下に3が押しつぶされて覆土中にあり 、 1は横倒しの状態で底面に近いところにあ

った。 3 ． 4 ． 5 ．6は|ﾛj一個体であり、破片をみると口縁部から底部まで認められるが、 もろい

小破片が多くて復原するには至らなかった。

AP-22 (図Ⅳ-9)

直径2mのほぼ円形で､､深さ0.2mである。傾斜地にあって、南半の周壁は明瞭には確認でき

なかった。時期を明らかにしうる遺物の出土はないが、覆土の黄褐色土の状態から早期の遺構

と推定した。中央部の焼土は、底面から10(猟以上も高い位置にあるので、 この遺構が埋没して

いく過程で残されたものと考えられる。

AP-23 (図Ⅳ-9)

長径0.9m、短径0.6mの長円形で、深さ0. 15''1である。覆土に黒色土か含まれることと、 2

のすり石が底面近くから出土したことにより、中期の遺構と推定した。 1は早期の．､ソタロ式

に相当する土器で種土中から出土しているが、 これは批入と考えられる。

AP-24 (図Ⅳ-9)

長径1.1m、短径0.8mの長円形で､深さ0.4mである。底而には礫が数個あるが、加工はみら

れない。殺土に黒色土が含まれることと、 ピッ |､の肩部からlのす')石が出土したことにより

中期の遺構と推定した。 lは板状の安山岩を素材とし、打ち欠きによって周辺を整形し、下辺

に擦り痕がみられるもので､ある。

AP-25 (図Ⅳ－9)

長径1.7m、短径1.3mの長円形で、深さ0.4mで､ある。傾斜地にあって、南東側の輪郭は不明

瞭で､ある。種土が黒色土で､あることと、 lのサイベ沢V式に相当する土器が覆土中から出土し

たことにより、中期の遺椎と判断した。 l～3は同一個体であり、ほぼ1個体分が出土したが

もろい小破片が多くて復原するにはいたらなかった。

Ⅶ
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図版Ⅳ－1
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図版Ⅳ－2
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図版Ⅳ－3
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図版Ⅳ－4
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図版Ⅳ－5
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図版Ⅳ－6
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図版Ⅳ－7
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図版Ⅳ－8
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Ⅳ A地域の調査

3 包含層の遺物

繩文時代早期と' ' 1期の遺物か出土している。土器の時期別分布は、凶Ⅳ 10に示した。 これ

は口緑部破片による個体識別の数であり、時期のちがいが、分布のちがいとしてIﾘ1味にあらわ

れている。 しかし、 これらの土器に伴う石器をll寺器別のまとまりとして把えることはできなか

った。石器の器極による分類の内訳は、表Ⅳ 1に示した。 また土器の図示にあたっては、 ノ'i'｣

式の特徴がよくあらわれている口織部破片を主体とした。

1） 早期の土器

I a類の貝殼条痕文土器は、 L､･M 18区の付近に出土しており, 7個体以上あるものと思

われるが、器形を復原できたものはない（図版Ⅳ－10， 6-19)｡

底部は平底（図Ⅳ 12， 6）て､あり、 口径にくらべて底径はきわめて小さなものである。図

Ⅳ－12の14 ． 15 ･ 19は口縁の下に円孔が施されているが、 ともに焼成以前の円孔であり、 15は

外側から、 19は内側からの刺突によるものである。

Ib類の撚糸文土器は調査区の北側の部分、 J～N 16～19区に、出土している(図Ⅳ 10、

l )｡識別できた個体の内訳は、束釧路Ⅲ式511i'il体以上、 コヅタロ式191IHI体以上、 中茶路式3個

体以上、東釧路Ⅳ式23個体以1こである。 コツタロ式、東釧路Ⅳ式土器が多い（図版Ⅳ－11， 33

～86)。コヅタロ式に相当するとみなしたものには、魚骨回転文が施されたものもある （図版Ⅳ

10， 20～29)｡

2） 中期の土期

中期の土器は、遺構から出土したものも含めて、器形、文様などの特徴によって、以下のよ

うに5分噸できる。

l : IIIa類に含まれるもので、円筒上層b式、サイベ沢V式に相当する土器（図版Ⅳ-12)。

AH-4のlJfAP 20のlをもって代表され、器形、文様などの特徴は次のとおりである。

4か所の山形突起による波状の口縁部をもち、貼付帯による文様の構成と、撚糸による線状圧

痕や馬蹄形圧痕が多くみられる。ただしAH-4の3なとゞは、貼付帯による文様の構成がみら

れないが、波状口縁であることをもって、 ここに分類しておく ．

この土器の分布は、図Ⅳ－1()、 3である。 これによれば、 N 16区をさかいにして、その北

側と南側の微高地を中心にして分布している。

2 : IIIa類に含まれるもので、サイベ沢VI式、サイベ沢Ⅶ式に相当する土器（図版Ⅳ－13)｡

サイベ沢Ⅵ式に相当するものには、水平口縁で文様は口縁部のみにみられるものと、波状口縁

で胸骨文と呼ばれる細い貼付帯か胴部ちか〈までみられるものとがある。水平口縁のものは、

AH-4の4やAP 21のl、図Ⅳ 11のlなどをもって代表される。ただし、 AP 21の2

は貼付帯を欠いているが、水平口緑であることからここに含めた。数量的には、水平口緑の土

器が圧倒的に多い。

サイベ沢Ⅶ式にｷⅡ当するものは、波状口緑で沈線による文様の描成がみられる土器であるが

逮

1 2

皇

「
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その数は少ない。

この枕の土器の分布は、図Ⅳ 10の4に示した。サイベ沢V式の土器の分布とよく似ている

か~ 、南と北の微高地により集中的に分布している。

図Ⅳ 1lの2は、炭化物がびっしりつまって、直立した状態で出土した。〃|作等による削平

を受けて、上半部は欠けているが、浅い穴に埋めこまれていたものと推定できる。地文の繩文

と底部のつく りがAP-21のlと類似することから、 ここに含めておく 。内容物のC測定値は

5170±9()y. B. P． (KSU-376)であl) 、測定前に予想した年代よりも、いくぶん古い値

である。

3 : IIIb 1類に含まれるもので見晴町式に相当する土器（図版Ⅳ 14)｡ちいさな山形突起を

もちゆるい波状口緑をなし、地文の斜行繩文が口唇部まで施される特徴をもつ。図版Ⅳ 14の

193は羽状繩文であるがここに含めた。 この例を含めても6個体ほどで､あり、少ない仙数なので

分布図は示さなかった。

4 : 11lb 2類に含まれるもので、柏木川式、大安ｲIEB式などに相当する土器（図版Ⅳ－14)。

図Ⅳ-l1の4や図版Ⅳ-14の198などに代表され、 口唇や胴部の貼付帯に刺突穴か施される

ところに特徴がある。図版Ⅳ 14の195と196は同一個体である。口唇部表面か剥落した196には

刺突六が認められ、表面が剥落していない195には刺突穴がみられない。 このことから、 ひと

たび刺突穴をうがったのちに表面をふさぎ、その上に繩文を施す口唇部調整の存在を知ること

がで､きる。

この土器の分布は図Ⅳ－10の5に示した。 2カ所の微高地からすこし離れた1-17区のあた

りにも点在している。

5 苫Ⅲb－3類に含まれるもので、静狩式、 レンガ台式などに相当する土器（図版Ⅳ-14)。

水平口縁で、斜行繩文がみられるもので､ある。 この土器の分布はⅢb－2類の分布と類似して

いる （図Ⅳ 10， 6)｡このほか型式を確定しがたい土器（図版Ⅳ-14の217～232)について、

若干の特徴を以~ﾄに記す。

217と218は、 口唇部に横ならびに刺突が連続している。 223と224は底部破片で、外面に縦方

向の細い沈線がみられる。 225と226は|可一個体と考えられ、 口唇に刺突穴が、 口縁部とll1部に

下方からつきあげる刺突列がみられる。胎土や焼成の具合、繩文のきめこまやかさなどからみ

ると、早期の撚糸文士器に含まれる可能性もある。 228と229は|司一佃体で地文の繩文を切り裂

くような2本のするどい沈線がある。 231は､押し引き痕のあるII1部破片であり、内面の研磨、

光沢からみると同筒上層式に相当するものであろうか。 232は､繩文地に曲線の沈線がみられる

胴部破片で、繩文時代後期の磨消繩文土器の可能性がある。

3） 早期の石器

石鰄のl～4、つまみ付きナイフの28～36、 スクレイパーの44～46､すり石の75～78なと'は、

早期の石器と考えられる。石雛は、黒唯石製のものが多く 、細身でうすくつくられている。ほ

かに、 7の細長い二等辺三角形でそれぞれの辺が内側にかるく湾IHlするもの、 18･ 19の長い五

古

座

ザ

60－



Ⅳ A地域の調杳

角形のもの、 20の基部が強く内湾するものなども早期の可能性か~ある。つまみ付きナイフは、

すべて頁岩製である。縦長剥片を素材にしており、正面図右側に急な傾斜の剥離によって刃部

が作られている。

スクレイパーは、すべて頁岩製で、 l'il面加工によって長軸に対してほぼ対称に整形され、両

側縁と一端に刃部が作られる。すり石は、断面が三角形の礫を素材としており稜線部分か使用

されている。安山岩製。

このほか、 61 ． 67の蛇紋岩製の擦り切り手法によってつくられた石斧、 99～101の角礫にすり

面のある石Ⅲ、 95～97の石錘なども早期のものであろう。つまみ付きナイフ、スクレイパー、

すり石、石皿の出土位置は、早期の土器の分布域と一致する。

4） 中期の石器

石雛の8～17、すり石の80～87は、中期の石器と考えられる。石雛は、すべて黒曜石製で茎

部をもつ。すり石は、扁平なもの（80．81） と|幅広いすり面をもつもの（82～87）の二種があ

る。扁平なすり石は､板状の礫を打ち欠きによって整形し、その側縁を使用している。 III目広いす

り面をもつすり石は、亜円礫を敲打によって整形し、お供え形のものが多い。 このすり石は、

顕著なすり面を持つ一方、すり面に衝撃点をもつ破損品もみられるので、たたき石としても使

われたものと考えられる。

表Ⅳ－1 包含層出土石器等の分類別内訳

q

数分類数名 称 分類 ウ 称口分． 類々 称'【 J 数
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Ⅳ A地域の調杳

表Ⅳ－2 A地区掲載土器一覧表(1)

発伽区|備考分類分． 類 分類訴号 発掘区 倦掘区備考 |哺考 番号番号
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ａ

ｄ

ｂ
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｜

妃

一

一

一

一

一

一

一

一

一

５

７

４

７

７
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０

０

０

０

０

０
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Ｊ
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表Ⅳ－3 A地区掲載土器一覧表(2)

分類 発掘区 発掘灰
と
ノ

ォ芸
ｊ

ｆ
ｌ

ｉｉ

悉号番号 爵号 発掘区
ｲ,}I号 〃

Iﾉ用=ぢ備考 分期 分頬

ａ

″

″

″

″

″

″

″

‐

ｂ

ａ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ⅲa ｄ

Ｃ

ｃ

ｃ

ｄ

ｂ

ｄ

ａ

Ｃ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ｄ

ｂ

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
５
４
４
３
３
５
３
９
３
７
８
８
８
８
９
８
８
８
８
８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
Ｏ
Ｐ
Ｎ
Ｑ
Ｑ
０
Ｑ
Ｍ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｍ
Ｍ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

ａ

ｄ

ｄ

Ｃ

ａ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｄ

ｂ

ｂ

ｂ

ｄ

ｂ

ｂ

ｈ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
８
８
８
８
８
８
８
８
３
３
５
３
４
５
４
５
３
４
４
５

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｋ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｐ
Ｎ
Ｑ
Ｏ
Ｑ
Ｎ
Ｑ
Ｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｂ

Ｔ

ｄ

１

ｂ

ａ

‐

ｂ

Ｃ

‐

ｂ

Ｃ

ａ

‐

、

Ｃ

Ｃ

１

ｄ

‐

ｂ

ａ

Ｃ

‐

ｂ

Ｃ

Ｃ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
４
４
４
５
５
３
４
３
５
５
３
４
５
４
４
５
４
３
４
４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｑ
Ｏ
Ｎ
Ｑ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
０
Ｑ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｎ

ず
こ

Ｉ

Ｊ

１

ｊ

Ｉ

１

Ｊ

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

ｌ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

ｊ

Ｉ

ｊ

ｊ

ｌｌｌ

JJ

足

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

１

Ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

ｊ

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ
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９
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９
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ｂ
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ｂ
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７

９
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０

０

０

０

０

０

０
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２
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Ⅳ A地域の調杳

表Ⅳ-4 A地区掲載石器一覧表(3)

『------可

|:イ価｜ 備考’番号名 糊
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上 イ’ 雛

2 〃
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Ⅳ A地域の調査

4 小 括

出土した遺物は、繩文時代早期と中期のもので、中期のものが多い。土器の分布状態（図Ⅳ

-10)に示したように、時期による立地の差異がみられる。

早期の遺構は、 ピットを5か所検出したが､上面を削平されていることもあって､本来的な規

模や性格など詳細については不明な点が多い。早期の貝殻条痕文土器は、 口緑部の下の円孔に

特色がある。早期の撚糸文土器は、 J～N-17～19区に501'r1体以上が出土したが、器形を復原

できたものはない。個体数は、 コッタロ式と束釧路Ⅳ式のものが多い。 コッタロ式に相当する
（1）

土器に、魚骨回転文が施されたものがある （図版1V-10)。

早期の石器は、資料が少なくて、土器型式に対応する石器の組み合わせを示すことはできな

かった。 しかし、石雛、つまみ付きナイフ、 スクレイパー、石斧、すり石、石Ⅲ、石錘など特

徴的なものがあって、 これらの多くは土器の分布と重な')あうところから、 この北側の微高地

は、居住をもとにした生活の場として利用されたものと推測できる。

中期の遺構は、住居跡4か所、 ピッ|､llか所を検出できた。 これらのうちで、時期をさらに

限定できるものは、サイベ沢V式期と考えられる住居跡AH-4、 ピッ |､AP-20、 ピッ |､A

P－25と、サイベ沢Ⅵ式期と考えられるピッ |､AP－21である。

中期の土器は、遺構から出土したものも含めて、佃体数で160個以上識別でき、 これらは5つ

に分けられる。 l :サイベ沢V式、 2 :サイベ沢Ⅵ式、サイベ沢Ⅶ式、 3 :見暗町式、 4 :柏

木川式、大安在B式、 5 ：静狩式、 レンガ台式なと．に相当するものである。数量的にはサイベ

沢v式とサイベ沢Ⅵ式のものが多い。サイベ沢Ⅵ式には、水平口緑の近くにだけ貼付帯を施す

ものが多く出土している。

中期の石器で特徴的なものは、石嫉とすり石である。石器ではないが如例の少ない遺物とし

て、 AH 4出土の石炭礫があげられる。石炭礫は、 ~昭和55年度に発掘した虎杖浜4遺跡でも

出土してい没虎杖浜4遺跡の石炭礫のひとつは~交互剥離状の打ち欠きや線状擦痕などから

明らかな人工品と認められたが、 それらの時期は決定できなかった。 AH－4の石炭礫は、加

工の痕跡はみられないが、出土の状況から考えてサイベ沢V式土器の時期のものと考えられる。

礫化の様子から判断すると、転礫状態にあったものとみられる。先年、江別市の吉井の沢1造
（3）

跡の発掘調査のお') 、基盤の砂礫層（裏の沢層） を観察する機会があり、 この砂礫層に石炭の

亜円礫が含まれることを知ったが、大きさは最大径で4cInほどのものであった。 このことから

l l l上B遺跡や虎杖浜4遺跡の資料も類似の状況のもとで採取されたものと考えられるが、遺跡

付近で石炭礫を含む層は知られていない。産地や用途の究明など今後の課題である。

韮

虻

女

9

(1)(2)北海道埋蔵文化財センター昭和55年度『社台1 、虎杖浜4、 千歳4，當岸遺跡』で紹
介した資料である。

(3) 北海道埋蔵文化財センター昭和56年度「吉井の沢の遺跡」
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I署 ' 1 竜1 ,9･ ’ I

~~

区の調査V ~C地

句P

1 概要

し、西から東へ傾斜する崖錐の斜面上にある。

。発掘区の南部には、 1-90からR-86にかけ

の降下軽石層が堆積していることから、繩文前

C地区は、ヤンケシ川第2支流の左岸に位置

標高16～26mで、川上B遺跡の中では最も高い

て埋没谷が発見された。 この谷の中には、Ⅲ層の降下軽石層フ

期以前に形成されたもので､あることがわかる。 この埋没谷よ')南側と発掘区の95列より北側に

は、広汎に角礫が分布している。 C地区の土層は以下のとおりである~。

’層耕作土。黒色腐植土。層厚約20cin・近．現代の陶磁器片や下層から浮き上がった混入

遺物を包含している。有珠及び駒ケ岳系とみられる火山灰層が挾在している。

II層黒色腐植土。層厚約30cm・遺物包含層｡‘上部は、細粒で粘性か強く 、乾燥するとクラ

ツクが入る。下部は、上部より

Ⅲ層 II層からⅣ層への漸移層。暗黄

Ⅳ層黄褐色シルト。 R-89では、Ⅳ

二次堆積物がみられる。無遺物

なお、 II層以下には、最大径1m以上

遺構は、住居跡11 (石組み炉のみのも

住居跡は、比較的礫の少ない区域に分布

代中期末3、同後期初5，時期不明3で

を備えていることから、いずれもかなり

2は直径12m以上あり、中期末の大形

遺物は総数64,918点出土した。土器は、

である。中でも、余市式や入江式に相当

m以上

余市式や入江式に相当

も粗

褐色

層上

層。

粒で、 クラックは入らない。

~~土。層厚約10cm。

面から約lmの深さの所にN･Uss c火山灰層の

の安山岩角礫が多量に存在する。

みのもの2）、 ピット 3，配石遺構l 、焼土9が発見された。

に分布しており、 ~ II層からN層へ掘り込まれている~・繩文時

現3である。ただし、 CH-3を除いて他はすべて石組み炉

かなり接近した時期（中期末～後期初）のものだろう。 CH

の大形住居跡と呼ばれるものに属する。

土器は、繩文時代時代中期末～後期初頭に属するもがほとんど

する士器が多い。ただし、貝殼条痕文土器l

時代早期の土器もわずかながら出土L

石雛の比率の高さか．目につく 。他に、

個体を始

ている。

有舌尖頭

が

苞

め束釧路1I1式、 コッタロ式、中茶路式など繩文

石器は、石雛、石皿、台石などが多い、特に

器と思われるものが1点出土している。
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表V-1 C地区出土遺物一覧表

数
日
室名 類竹 分 称 数 量

勺
学仁1 分 頬

土 器 I a

I b-l

2

3

4

1b－

Ⅲa

lllb－l

3

ⅡIbⅢⅣa

Ⅳb

Ⅳ－c

不明

９

１

４

７

１

６

３

１

スクレ イパー

石 斧

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石 の み

た た き 石

〃

〃‐

〃

〃

９

１

２

３

１

４

５

８

９

１

１

２

ｎ

ｏ

８

９

１

８

１

２

３

４

８

９

１

８

９

１

８

１

２

３

８

９

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

７

Ｖ

Ｗ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅸ

Ｘ

Ｘ

８

０

１

８

６

９

６

８

９

９

３

８

２

８

８

１

２

２

１

６

７

７

６

９

３

２

３

１

８

３

６

１

９

３

９

２

５

４

７

１

１

４

１

７

２

１

２

１

１

３

１

２

５

３

１

１

１

０

１

１

２

ｊ

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｉ

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｉ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

１

●

心

９

３

７

７

５

２

３

６

０

３

７

４

３

６

２

８

９

６

４

０

３

５

８

１

７

２

２

ム
コ

富
Ｉ 石

上 器 計 41 1q7
~ユュヲーレ~』

″

肺

川

ノ

〃

雛 ａ２

３

４

５

８

ｑ

》

１

２

８

９

１

２

３

８

９

１

２

３

４

８

９

１

８

Ａ

Ｂ

’

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

１

５

０

８

９

１

０

９

０

８

１

２

２

７

２

５

３

３

３

．

２

５

１

４

［

１

７

３

４

３

３

２

１

１

２

す 石口

〃

″

″

〃

″

″〃

戸

一

〃

やり先またはナイーブ

〃

〃

〃

〃

石 錐 類

〃

〃

〃

〃

つまみ付きナイフ

〃

〃

〃

ノノ

〃

スクレ イパー

〃

皿石

″

〃

鋸石

〃

砥 石

″

″

″

″ 心
。

コ ア

フ レ イ ク

U.フ レ イ ク

加工痕、使用痕礫

礫 ・ 礫 片

そ の 他

石 器 等 計
『〕'〉 旬｡~〕"1

ム09／乙上
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2． 遺構とその遺物
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V C地区の調査

位置 I 92-b･ c、 I-93-b、 J-92-a ． b、 J 93-a

規模 7~50× （6~00） ×0．50

特徴 CH-1とCH－4は重複し、上部にCH-1 、下部にCH 4がある。 CH 1

の束半分の輪郭は、あきらかで､はないが、平面は長円形になるものと思われる。床面は東半

分は、 CH-4の覆土中にあるが、西半分では礫の多いⅣ層中に掘り込まれている。中央か

らやや南よりに石組み炉s－lか､ある。一部欠損しているが板状の安山岩を用いて、長円形

に組まれている。

CH-4は、 2か所の石組み炉、 S 2、 S 3がある。 S－2は、 4枚の板石で長方形

に囲ってある。 CH-1の石組み炉、 S lとのレベル差は15cn]あり 、 S－2の方が古い。

S 3は、板石が横置の状態で出土した。本来は、縦位置にあったものが転倒したものと考

えられる。 CH 1とCH 4を別の住居跡と考えた根拠は、石組み炉のレベルに差か認め

られること、 S－3の周囲に炭化材か面的な広がりをもって出土していることにある。

表V-2 CH-1出土遺物一覧表

今

▼

碓

昌
至

数

量
罧

数
土覆

ケ
ロ 称 分 類 名 称 分類

器土 IIIb-3

Ⅳa

Ⅳb

不 明

スクレイパー

石 斧

〃

IIIB9

NA5

8

VAl

VIAl

WB2

8

ⅨB

XA

６

２

２

０
１

１

０

４

５

７

１
６

２

２

５

２

〃

″

″

１

１た きた

す

砥

石

石

石

土 器 計 り690 1 128 1

石 雛

〃

〃

〃

やり先またはナイフ

〃

石 錐 類

IA4

5

8

9

1B1

8

11A3

、

．

ｑ

３ 1

１

４

１

３

１

３

２

４

〃

し イ

ブ レ ン1

礫●

製

I

~

々

／

ケ

／

凹

凡

口

叫

29フ

Ｕ

礫

土

１

１

１

１

16

石器等計 486 54
一
寸

計1,358'*!

表V-3 CH－4出土遺物一覧表

数
一
識

量
一
和

数
一
窪

量
一
和

可

名名 称 称 分類分類

器士 スクレイパー

石 斧

フ レ イ ク

礫 ・ 礫片

１

３

０

６

７

Ⅲb－3

Ⅳa

IIIB9

NA8

ⅨB

２ ０

９

７

９5〃

器 計-1-.
一L‐ 7 1 169

石 雛

やり先またはナイフ

IA5

1B8

Ｊ

１

上 石器等計 84

計260点
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遣物

CH 1は覆土及び床面からIIIb 3類、Ⅳa類が出土している。床而出土土器の主体はⅣa

類が占めている。 9 ･ 15 ･21は、烏崎遺跡出土の土器に類似し、 13は、 口縁部に一本の貼付

帯をもつことから、余市式土器に比定される。 1は、覆土中より破片で出土しているが住居

跡外からの出土した破片と接合することからみて流れ込みの可能'|生が強い。 CH-4床面よ

りⅢb類土器（6 ． 7 ． 9 ． 10･ 11 ･ 12)が出土している。
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表V－4~CH-1掲載遺物一覧表(1)

百

番号｜ 名称 ｜分類｜層位|重さ(9) |材質 ｜備考 番号 名称 分類層位重さ(9) 材質備考

6 土 器Ⅳa 覆土

7 〃 〃 床

8 〃 不明 〃

9 〃 Ⅳa 〃

1(） ノノ 〃 霧十

覆土

床

〃

〃

覆土

Ⅳa

〃

不明

Ⅳa

〃

ｊ

Ｋ９８７ｂ

q口

苛下 種二｜

〃

土１

２

３

４

５

Ⅳa

不明

Ⅲb－3

不明

〃

″

″

ご

床
記〃

Q1－
ゾ入



V C地区の調査

表V－4~CH-1掲載遺物一覧表(2)

番号 擶称 層位 材質 名 禰分航 分顛 層位重さ(質） 幟1〆,棚イン 番号 亜さ(9) !材質 1mg

笹」土 器

〃

〃

〃

Ⅳa

〃

掴土

〃

床

覆土

床

種土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

()bさ

〃

〃

〃

11

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

７

－

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

石 抑

〃

jI

IA5

〃

２

１

１

１

、

ト

ー

ノ

０

小

弧

Ｆ

「

ｖ

１

１

４

○

八

〉

ｎ

ノ

】

的

／

】

１

１

人

４

４

▲

八

Ⅱ

Ｖ

○

八

〕

ヴ

ー

パ

‐

ｈ

Ｕ

Ｆ

『

Ｕ

１

１

上

八

ｎ

〉

ｎ

川

リ

八

Ⅱ

ｖ

、

ｈ

Ｕ

－
．
・
・
・
０
，
０
，
ｂ
・
ｂ
・
り
、
Ｕ
４
刈
壺
，
，

、

Ⅱ

〉

１

１

４

－

１

４

１

１

４

〆

、

〕

ｎ

、

〕

、

ノ

と

、

／

】

１

１

４

↑

１

Ｊ

４

４

▲

八

Ｗ

』

４

斗

‐

、

、

Ｕ

「

ｌ

■

４

穴

ｈ

ｖ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

２

ｉ

１

１

１

″

‐

〃

"

〃

〃

不明

〃

Ⅳa

〃

１

４

″

Ｂ

Ａ

Ｉ

Ｉ

割‘

やり先ま

たはナイフ

イI- "

〃

石錐撒

スクレイパー

〃

〃

ｲi 斧

床

種j

〃

″

″

〃

〃

〃

之

床

〃

種土

床

糧土

床

IIA3

IIIB9

〃

〃

ⅣA5

〃

VA3

Ⅵl

ⅦB8

〃

１

く

Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｎ
Ⅱ

。
Ｍ
ｕ
０

〃

Ｓ

浦

８

吋

Ｍ

Ｍ

ａ

Ｏ

ａ

川

碓

Ａ

Ｈ

１

０

〃

ルド

禰二1

ノノ

〃

川

〃

５

４

１

５

０

１

１

１

１

１

石 鯲

〃

〃

〃

たたき石

すり石

砥 石

礫

IA4 ’

一

：

睡
味

S|，

()b§

４

５

６

７

２

２

２

２

Ｌ

１

ｄ

ｆＵ

Ｉ種士 床

表V-5 CH-4掲載遺物一覧表

名 利 分翔 M･唖↑
h』屍匙層位 重さ(9) 満称備考 層位番号 番号 分類 重さ(9) 材質

ｲ1と豚

'1用毎

土 既p
nlr1 覆二1

〃

土 器

〃

lVa

〃

１

２

１

１

床III b 3

Ⅳa〃

－

３

４

５

ｲ,. "

ノノ

〃

スクレイノ←

礫

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

IA5

〃

″

″

″

川

Ubs９

〕

ｊ

ｊ

５

１

０

．

６

５

４

０

．

Ｒ

０

・

・

・

４

４

Ｒ

１

１

４

４

１

！

Ｉ

〃 床

〃 CH－l
の炉の1

Ⅲb－3 床

〃 覆土

Wa 床

IⅡb－3 〃

″

″

〃

〃

ⅢB9h

ｊ

８

９

㈹

。

、

’

。

、

ｕ

ｎ

Ａ

Ｐ

Ａ

毎

″

‐

〃

〃

〃 〃

時期 CH l 繩文後期初頭、 Ⅳa類土器の時期

CH-4 繩文中期末、 IIIb-3類土器の時期

なお、 CH 4床面出土木炭のC14年代測定値は、 3,200±120y･B･P･ (KSU-585)である
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V C地区の調査

CH-2

位置 L-92-c ･ d、 L-93-a ･ b･ c ･ d、M 92-d、M-93-a ･ d

規模 12.52×9.57×0．54

特徴 緩やかな傾斜をもつ張')出しの先端部に位置する。遺構の存在はI層黒色土を除去

した段階で、灰褐色火山灰の落ち込みによって予想できた。平面形は長円形、床面は比較的

礫が少なく 、固まってお') 、確認しやすい。竪穴内には、 3基の石組み炉がある。 S 1は

Ⅳ層を深く掘り込み、扁平な安山岩礫を組んで構築している。平面形は長方形、焼土が厚く

堆積し、炉石も熱を受け亀裂が入っている。 P-10は、 S 2に|職接している。その底面か

ら拳大のベンガラが出土している。 P lから7の柱穴は傾斜の角度及び方向は一定しない

が、おおむね竪穴住居の中央部を|rijいている。ただし、 このような柱穴は、住居跡の南側に

限られ、北側では確認できなかった。 S－3は、浅い掘|)込みの中に扁平礫を組み込んで構

築している。

遺物

床面と覆土から3個体の土器が出土している。 1は、床面出土の土器でIIIb-3類、静狩式

に類似している。 2 ． 3は、覆土中から出土し、 2は、余市式、 3は、手稲砂山式に比定され

る。覆土出土土器は、 Ⅳa類が主体を占める。 5は、Ⅳb類である。石器は、石鍼の出現頻

度が高く38点を数える。その他、コハク、ベンガラ等が出土している。

表V-6 CH-2出土遺物一覧表

｡

ｸ

~

一

↓

数
記 卜

」

数
二覆

量
一
緬

且

鼻逗･

I未面
名 称 分 類ケ

イI分 類 称

スクレイパー

〃

〃

石 斧

〃

〃

す り 石

石 皿

フ イ ク ク

Uフレ イ ク

礫 ・ 礫片

そ の 他

士 器 IIIBl

8

9

IVA3

8

9

VIA8

VIBl

ⅨB

XA

１

６

０

５

４

５

７

２

１

６

１

１

３

１

９

１

２

１

１

３

１

１

３

３

２

１

１

８

Ⅲa

IIIb 3

Ⅳa

Ⅳb

不 明

０

１

２

１

″

″

″

〃

2

766 31土 器 計

石 雛

〃

〃

〃

やり先またはナイフ

〃

石 錐 類
〃

４

５

８

９

１

８

３

８

Ａ

ｂ

Ａ

Ｉ

Ｉ

ＩＩ

３

３

７

５

１

１

１

１

１

１

２

１

１

６

４

q

50
、

~ 石器等計 8．347 66

計9,210,肯

繩文時代中期末、 IIIb-3類土器の時期

CH-2床面と覆土中から炭化物が検出されている。

CI{年代は、以下のとおり。 3,040±100y･B･P･ (KSU 584)

3,530±20y･B･P． (KSU 586) (CH-2覆土）

時期

備考

(CH-2床面）

ｊ
■
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V C地区の調査

掲載遺物一覧表V-7 CH-2掲載遺物一覧表

層位 材質 備考材質｜備考 番号｜ 名 称 ｜分類 重さ(9)番号 名 称 層位 重さ(9)分類

床 石 鍬

〃

〃

覆土

床

覆土

"

土 器 IIIb－3

〃 IVa

〃 〃

〃 〃

〃 Ⅳb

IIIb-3〃

〃 〃

IA4

1A5

Obs

〃

〃

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

．

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

．

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８
ｊ

ｇ

ｇ

ｇ

Ｒ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｋ

ｊ

ｋ

ｋ

ｋ

４

３

７

１

３

１

４

２

２

０

９

５

０

８

４

５

５

８

２

８

４

６

８

８

８

６

２

４

㈹

帥

㈹

鋤

Ｊ

㈹

刈

艸

９

２

５

~~~~~~~~~~~~

１

１

１

１

３

１

２

２

２

２

２

２

２

５

６

１

１

０

２

２

３

６

５

７

７

７

０

３

２

但

侶

８

１

４

８

⑲

５

皿

賜

Ｉ

ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

く

ｉ

５

３

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

皿

皿

哩

暇

叫

妬

陥

Ⅳ

肥

阻

加

別

理

認

型

距

妬

諏

詔

鋤

鋤

釧

銘

記

〃

〃

覆土

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

″

〃

〃

〃

〃

Che

Obs

IA9

1A5

〃

〃

IA4

1A9

1A4

1A9

1A4

IB

XB

IA4

1A9

11A8

ⅨB

IA4

XA

IIIB9

ⅨB

ⅣA9

ⅢB9

ⅣA3

″

〃

床

麺

〃

〃

〃

〃

〃

〃

屯

〃

〃

〃

Ⅳa ″

″

″

〃

やり先又
はナイフ

〃

フレイク

石 雛

〃

石錐類

． ア

石 雛

フレイク

スクレイノー

フレイク

石 斧

スクレイバー

石 斧

礫

礫

〃

たたき石

石 斧

す り 石

〃

〃

石 Ⅲl

礫

石 皿

〃

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

１

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｉ

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

Ｊ

１

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｉ

J1

・

Ｓ

ｈ

脆

釧

光

Ｓ

０

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

１

~
~
~
~
~
~
~
~

〃

〃

〃

〃

ノノ

Ha-Sh，

Gr－Mud

Sa，

And．

〃

Gr－Mud

〃

And．

〃

Ⅱ

〃

床１

Ｊ

Ｊ

１

ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｉ

藺十

〃

〃

〃

〃

″

″

〃

不明

ⅣA8

不明

ⅣA5

不明

ⅥB1

〃

〃″

川

IA4４

５

６

７

８

９

０

１

ワ

】

３

３

３

３

３

３

４

４

４

〃

〃

〃

〃

床

石 鍼

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

１

５

０

１

８

１

９

６

７

５

０

１

１

０

１

０

０

０

１

１

１

１

ｉ

ｉ

ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｊ

１

Ｉ

ＩＪ

Ｊ

１

Ｉ

ｊ

Ｏ

〃

″

″

〃

２

２

｜
石
一
石

Ｓ
炉
Ｓ
炉

IA5

1A8

〃

IA5

1A4

″

″

不明

″

″

Ⅱ〃
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V C地区の調査
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V C地区の調査

CH-3

位置 K 93-c、 L-93-d、 L-94-a、 K-94-b

規模 4． 92×4．02×(). 52

特徴 平面形は､長円形を呈す｡周壁に沿ってベンチ状の段差をもつ｡東側は､風倒木に攪乱

されている。覆土の黒褐色土中に、安山岩礫が多量に流れ込んでいる。焼土、柱穴は確認さ

れなかった。

遺物

床面遺物はなかった。覆土からⅢb－3類、 Ⅳa類の土器が出土している。 lは､北筒式。 2．

3は､涌元式土器に比定される。 16は、 Ⅳ群に伴うすI)石で全面に擦痕をもつ。

表V-8 CH-3出土遺物一覧表
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名 称

土 器
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土器計

石 雛

分類

Ⅲb－3
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数 量
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５
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，乙
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床面
名 称

石 斧

プレイ ク

礫・ 礫片

石器等計
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数 量
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V C地区の調査

表V－9 CH-3掲載遺物一覧表

備考 備考分類 重さ(9)重さ(9) 材質 番号 名 称 層位 材質番号 穐 称

士 器

層位 分類
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（
』

１

ｂ

ａ
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〃
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１

２

３

１

１

１

１

１

２

３

４

〃

や

石 鋤

す‐ り石
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石 Ⅲ

たたき石

ｇ

ｋ

ｊ

０

８

Ｊ

帥

５

２

‘

！

３

０
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３

３１
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０
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７
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V C地区の調査

CH-5

位置 K-87 d、 K-88 a

規模 3. 12×2.88×0．36

特徴 南側の輪郭はあきらかでないが、平面形は、ほほ方形。Ⅳ層中に掘り込まれてまれて

いる。床面は礫が突出し凹凸が著しい。石組み炉は、安山岩をⅣ層に浅く埋め込んで構築し

ており平面形は小型円形である。

表V-10 CH-5出土遺物一覧表
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名 称

巳
か

旦
石

坐
圭

〃

土器計

石 斧

分類

ⅡIb－3

Ⅳa

ⅣA5

数 量

覆土

１

１

2

1

床面

１

１

2

名 称

プレイ ク

礫 ・ 礫片

石器等計

分類

ⅨB

数 量

覆土
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床面
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V C地区の調査

遺物

覆土および床面よりⅣa類土器が出土している。 lは、余市式土器｡2は、斜行繩文の胴部破片

である。 また石斧も出土している。

時期 後期初頭。余市式土器の時期。

七

表V-11 CH-5掲載遺物一覧表

早

CH-6 ． 11

位置 J 91-c ． d、 J-92-a ･ b

規模 7.60×4.80×0．48

特徴 CH-6とCH 11は､重複し､上部にCH-6、下部にCH-llがある。輪郭は、

北側一部を確認したのみで、平面形は不明、礫の多いⅣ層に掘り込まれている。西側に2か

所、東側にlか所の石組み炉があり、その周辺に7か所の焼土がある。西側の石組み炉は重

複し、 S－1はCH-6、 S－2はCH-llに伴う。 S－3は不明、最底3度以上の建て替

えが行なわれたと思われる。焼土はCH-11に伴うものと思われる。

遺物

表V-12 CH-6 ･ 11出土遺物一覧表

量
雨

数
土覆
量
一
和

数
羅

分 類名 称 名 称 分 類

器 IIIB9

WA3

5

8

WA9

ⅨA

ⅨB

XA

スクレイパー

石 斧

〃

〃

す ’） 石

． ア

ブ・ し イ ク

Uフレ イ ク

礫 ・ 礫片

土 １

１

１

０
１

３

明

ｂ

ａ

ｂ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

不

240

549

１

７

１

２

２

５

１

１″

″

″ 1q
LJ ２

１

１

９

３

０

９

１

〒
コニ

3塁 引
個[r 例I 802 281

罫

１

７

２

３

２

１

２

石 雛

〃

やり先又はナイフ

つまみ付きナイフ

スクレイパー

１

０
１

IA4

5

1Bl

111A9

111Bl

３

１

１

１

了

石器等 計 2681 122

S－lに伴うとみられる土器は、Ⅳa類とⅣb類である。Ⅳa類には、余市式土器（26.30.

31）や烏崎遺跡出土土器に相当するもの(43)がある。Ⅳb類には、 42の船泊土層式土器があ

る。 これは、 S－1焼土中から出土した。 S－2に伴うとみられる土器は、Ⅲb－3類土器

である。 4． 5 ･10．16･17．19は、北筒式土器、 6 ･ 7 ･8･13･15は、 レンガ台式土器である。

－104－

番号

３

４

名 刺

土 器

石 斧

分類

Ⅳa

ⅣA5

層位

床

床直

重さ(9)

260

材質

Gr-Mud．

|哺考番号

１

２

名 称

土 器

〃

分類

Ⅳa

″

層位

床

〃

重さ(9) 材質 備考



V C地区の調査

時期 CH 6は、繩文時代後期の余市式もしくは､入江式土器の時期。船泊上層式土器

は混入の可能性あり。 CH-11は､繩文時代中期末の北筒式もしくはレンガ台式土器の時期。
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V C地区の調査

表V-13 CH-6 ･ 11掲載遺物一覧表

名称番号 層位 重さ(9)分顛 備考 爵号 名 府材蘭 層拉分緬 重さ(9 材質 附必

土 器ⅡIb－3

〃 Ⅳa

〃 〃

〃 lⅡ}〕－3

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

哩

喝

皿

嘔

峪

〃

鴫

的

訓

創

理

詔
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調
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訓
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謁

劉

妬

調

諏
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ｔ

・

：

種

〃

〃

床

〃

〃

〃

９

０

１

２

３

４

５

６
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３

４

４

４

４

４

４

４

４

土 器

〃

覆十

〃

Ⅳa

〃

″〃

手

炉の焼土11’
から出土

床．S-1

床

領土

〃

床

覆土

Ⅳ}〕

Ⅳa

lVb

〃

Ⅳa

"

乱

″

″

．

″〃 覆土

〃 〃

〃 覆土

〃 〃

〃 床

Ⅳa 禰土
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〃

８

９

０
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０
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２
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４

５

６

７
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９

０
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２

３

４

５

６

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６
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７

７

７
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７

７

７

、 雛l IA5
一

ｇ

ｌ
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１
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９
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９

５
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６

９
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９
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Ｊ
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ｌ
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~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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０

０

０

０

０

０

０

１

３

１

１

１

１

２

２

２

４

６

１

４

７

８

８

ｉ

１

２

Ｉ

ｉ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

~

ｉ

１

５

ｌ

ｉ

()})s

″

″

″

″

″

床
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〃

″

″

″

″

″

〃 〃

IA4

1A5 床

覆土
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"

″

″

″

″

"

叩

覆土

床
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床

覆土

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 Ⅳa

〃 〃

マ

ニ

床

〃

炳

床

詞

床

やり先恥ﾅｲﾌ

石 雛
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石 雛
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スクレィパー
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石 斧
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石 斧

〃

たたき石

石 斧

す リ 石

たたき石・礫
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IA4
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V C地区の調査
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V C地区の調査

CH-7

位置 I-91-c ･ d

規模 （4.2()） ×3.60×0~40

特徴 傾斜地にあって輪郭は、北西部分を確認するにとどまったが、平面形はほほ､円形に

なるものと推定される。Ⅳ層中に掘')込まれている。床面には、 多くの礫がみられる。覆土

は黒褐色土で、床面近くではやや粘性を帯びている。Ⅳ層中の巨角礫2ｲlilをそのまま利用し

た石組み炉が2基ある。2か所の炉跡から同一個体土器が出土しており同時期のものである。

遺物

表V-14 CH－7出土遺物一覧表
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量

~床面
数
蓬名 称 分類

器土 Ⅲb 3
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２
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覆土、床面、炉の焼土中より、Ⅳa類土器が出土。 8は、 S－l焼土から出土、 9は、 S－

2から出土したもので、斜行繩文を地文とし太い沈線文でスパナー状の胴部文様を描く。大
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石器等計
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V C地区の調査
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津遺跡B地点出土土器に類似する。覆土中から後期中葉、船泊上層式土器(1)や、中期中葉の

天神山式土器類似の(2)が出土している。 2は、 口唇部に細い円形刺突文が2列施され、内面

調整は極めて丁寧に行われている。
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ノ C地区の調査

時期 後期初頭、Ⅳa類土器の時期

表V－15 CH-7掲載遺物一覧表

番号｜ 荊 称 ｜分類｜層位｜重さ(9) |材質｜備考 番号｜ 名 称 ｜分類｜層位|重さ(9)材質｜備考

土 器 謹

床

錘

床

1 Ⅳb

lll b－l

土 器

〃

〃

13 皇

二

二

詞

蝿

床

温

床

Ⅳa

2 ４

５

６

７

１

１

１

１

没

Ⅳa ″

″

″

Ｊ

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿
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》

戸

〃

〃

″

〃
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床

S－2

焼土' |』

S－1

焼土中

床

18″

″

″

″

″

″

″

９

ｋ

８

４

８

８

０

０

１

５

０

３

４

１

１

石 鯲

〃

たたき石

礫

IA5 Ｓ

‐

ｄ

Ｉ

Ｏ

″

、

″

〃

Ｕ

Ａ

９

０

１

２9と|司

一佃体

8とIil
－個体

″

″

″

VA3
nl

乙」

２

３

２

２〃″

″

CH-8

位置 I-90-d

形状 石組み炉を確認しただけで、住居跡の輪郭は不明。

特徴 昭和57年度の発掘区域の南西隅で発見された。他の住居跡と同様、傾斜地にあるの

で､、西側部分を発掘すれば、輪郭が出るものと予想される。

時期 不明

CH-9

位置 I-91-a ･ b

形状 石組み炉を検出しただけで、住居跡の輪郭は確認できなかった。

時期 不明
ウ
モ
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V C地区の調査

CH－10

位置 I-91-c 、 I-92-b、 J-91 d、 J-92-a

規模 7.60×6.30×0．40

特徴 傾斜地にあり、輪郭は、北西部を確認したにとどまったが、平面形は、ほぼ円形

になるものと推定される。Ⅳ層中に掘り込まれ、床面には多くの礫がみられる。覆土は、黒

色土と黄褐色土が混じり、床面近くでは幾分粘性を帯びる。 2基の石組み炉力ざある。 S－1

は、中央に安山岩礫がL字に配置されている。おそらく本来は、方形に構築されていたもの

だろう。 S 2の石組みは4～5個の礫が残っていただけで、その輪郭は不明である。石組

みをおおって厚さ10cm程の焼土が不整形に広がっていることや、石組みの残存具合から判断

するとS－2の方がS lより古いものと考えられる。

遺物

表V-16 CH-10出土遺物一覧表

勺

手

数
一
詮

量

床面

量
一
両
一

数
一
錘

々・
称'ロ 名 称分類 分 類

スクレイパー

石 斧

プレイ ク

Uフレイク

礫 ・ 礫片

39

257

1

IIIB9

IVA8

ⅨB

XA

土
[4口

石汗 IIIb 3

Ⅳa

不 明

１

９
１

１

１

３

２

２

３

″

″ 3，985

1

12

湖

一

一

１

４

１

三_L

両’土 器 20~

雛 ４

５

９

ＡＩ石

石器等計］ 4．004 40″

″

計4,361点

S－2の焼土中からⅣa類土器（5 ． 7 ． 18） 力:出土している。 7 ． 18は、沈線で網目状文

が施された同一個体の土器。烏崎直跡出土土器に類似。他に床面と覆土の出土土器が接合し

た例がある。 lは、余市式土器、 4は、観音山式、羅臼式土器に類似、 口縁部に縦の貼付帯

が施されている。

時期 後期初頭、Ⅳa類土器の時期

●

表V-1mCH-10掲載遺物一覧表(1)

番号｜ 名 称 ｜分類｜層位｜重さ(9) |材質｜備考 番号｜ 名 称｜分類｜層位｜重さ(9) |材質｜備考

土 器

〃

床､ II層

〃

床

〃

S-2の

炉の中
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IⅡb－3

〃

Ⅳa〃″

″

S-2の

炉の中
不明

’
〃 〃
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V C地区の調査

表V-1mCH-10掲載遺物一覧表(2)

番号｜ 名 称 ｜分類|層位|重さ(9) |材質|備琴’ |番号｜ 名 称 ｜分類|層位|重さ(9) |材質|備考’
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V C地区の調査

CP－1

位置 M 93-c、 N-94-b

規模 2.14×2.10×0.10

形状 平面形は、隅丸方形を呈し、Ⅳ層を掘り込んでいる。掘り込みは浅い。中央部に石

組み炉をもつ。 しかし、炉石はⅣ層に掘り込まれていない。

遺物

土器の細片が数点出土したが、特徴をもつものはない。礫が3点出土している。

時期 不明

備考 小形住居の可能性あり。 しかし、遺物がほとんど見られないこと、 また炉の石組み

がⅣ層に掘り込まれていないことなどから、 ここでは、 ピッ |､として扱った。

CP-2

位置 L 92-a ･ b

規模 2.74×2.12×0．24

特徴 斜面に位置し、 Ⅳ層を掘り込んでいる。覆土中に焼土、炭化物層がある。

遺物

Ⅳa類土器が底面から出土

時期 後期初頭。Ⅳa類土器の時期。

CP-3

位置 L 92-a･ b

規模 1 ~70×1.50×0．36

特徴 平面形は円形。Ⅳ層に掘り込んでいる。

遺物

なし

時期 不明

Y－1

位置 K-89-d

規模 1 .46×1.23

特徴 直径30c'n程度の安山岩角礫が集積されている。最下部の中央に70×60cmの板状の礫

がある。石の隙間には、黒色土がつまっている。配石下に、 ピットは認められなかった。

遺物

なし

時期 不明

己

倉
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V C地区の調杳

表V-18 CP-2掲載遺物一覧表
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V C地区の調査

3 包含層の遺物

1） 土器

I群a類（ 1 ． 2） 1は、器面全体に擦痕が見られる。2には、絡条体圧痕文が施されている。

アルトリ式に類似する。

I群b－1類（3 ． 4）撚紐圧痕文、絡条体圧痕文力ざ認められる。

Ib-2類(5～11) 断面三角形の細い貼付帯をもちその上から刻み目がつけられている。

Ib-3類(12～15) 微隆起線がみられ撚紐圧痕文がその上にまで及んで施されている。

14, 15は、綾絡文力施されている。 Ib-2類とIb－3類は、明確に判別しきれないものがあ

る。

Ⅲ群a類（16～38．40） 18は、撚紐の側面圧痕を施した隆起帯が口縁をめく．っている。隆

起帯による区画内は、異なった原体による3本の並列した撚紐圧痕文が付けられている。サイ

ベ沢Ⅳ式土器に比定される。 16, 19～26は、 口縁部に撚糸による馬蹄形圧痕があり、サイベ沢

V式土器に比定される。 27～35は、 口縁部に波状、 クサリ状に細い貼付帯がつく 。サイベ沢Ⅵ

式土器に比定される。 27 ． 30．32． 34．35は、ヘラ状工具の連続刺突が加えられている。 36 ．

37． 40は、サイベ沢Ⅶ式土器に比定される。

Ⅲ群b－1類(39･41 ．43～46) 天神山式土器に比定される。

Ⅲ群b 2類42 ．48．50． 51は、柏木川式土器、 47． 49は、大安在B式土器に比定され

る。

III群b－3類(52～159) 北筒式土器、 ノダッフ｡II式土器、 レンガ台式土器と、それぞれに

類似するものがある。

北筒式土器とそれに類似するもの（52～116)。

52． 55～59． 71～73 ． 75～78． 84～91は、北筒式（トコロ6類）土器に相当し口縁部に断面

三角形の肥厚帯をもち、その上面や口唇部にへう状工具、半裁竹管による押し引き文または連

続刺突文が施される。肥厚帯の下縁に0･ 1の円形刺突文をもつものである。

74．76． 77．79～83 ．85 ．86．93～95 ． 107 ． 110は、円形刺突文をもたない可能性のあるも

の。 105 . 109は、繩線文が施されたもの。70は、円形刺突文のみのもの。 96． 97は地文のみの

ものである。

また、 口縁の肥厚帯がまのびした感じを呈し、 2本の貼付帯をめぐらしたかのように見える

ものがある （73 ．76)｡いずれも肥厚帯上に押し引き文が見られ、 73は､円形刺突文がある｡この

他に肥厚帯をもたず、押し引き文、連続刺突文や円形刺突文を施すものもある(98～104･106･

108 . 111)。

112 ･ 113は、同一個体で貼付帯上にへう状工具で押し引き文が加えられている。 114は、繩

文と貼付帯は、 ノダップII式に類似するが綾絡文が施されているためこのグループに入れてお

く。

言
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C地区の調査

ノダッフ・II式土器に相当するもの(117～146)。

地文上または太い貼付帯に繩線文、棒状工具または半徴竹管で短刻線や連続円形刺突文、沈

線を施したもの(117～130)。

口縁部に短刻線をもつもの（131～146)。

131～135は、口縁部の地文上に2条の短刻線が施されている。内面調整と地文は粗く 、口唇

部は丸味をもつ。 (136～146)は、口縁部からやや下がりぎみに貼付帯が施され、その上に短刻

線が施されるもので、内面調整が粗雑で、 口唇部が丸味をもち、地文、繩文もやや粗い。

レンガ台式に類似するもの(147～159)。

147～159は、口唇直下に貼付帯をもち、その上に短刻線が施される。内面調整は丁寧で、 口

唇の両端に角をもつ。 153 . 156～159は、底部および胴部破片である。

Ⅳ群a類（160～346)。 余市式土器、手稲砂山式土器、入江式土器がある。

いわゆる余市式土器に類似するもの(160～208)。

160～165は、レンガ台遺跡出土の土器に類似し、 口縁部が断面三角形を呈し、繩文は、貼付

帯を付した後に施文される。内面調整は比較的丁寧に行なわれている。 162は、貼付帯に繩線

文が施されている。

166～202 ． 207． 208は、 入江第3貝層出土土器に類似し、 口縁部断面が角形を呈し、内面

調整は粗雑で輪積痕や凹凸が残っている。地文を施した後に貼付帯をめぐらす。貼付帯上に繩

線文を施しているものも認められた。 口縁部の肥厚帯は折り返し、貼付の2通りある。

数段の貼付帯をもつもの(166 . 173～185 ． 207 ． 208)、 口唇部直下に1条だけもつもの(18

6～202）があ|) 、後者の器形は小型のものが多く 、 口唇部に貼りつけによる山形突起をもつも

の(172 ． 183 ･ 188･ 202) もある。 170･ 171･200～202･207･208は、貼f滞上に繩線文を

もつものである。 203． 206 は、 ノタ’ツプII式に近い器形をもつが、胎土、調整等からこの

グループ。に入れる。

手稲砂山式土器に相当するもの（217． 248． 249)。

口縁の器形は5弁の波状で､、胎土は砂粒を含み、整形は粗雑である。指圧痕のある貼付帯を

モール状に口縁部に貼付し、その下に沈線で連孤文を捕〈 。地文は繩文を施した後、ヘラで軽

くなでつけている。

入江式土器に相当するもの（209～216 ｡ 218～247. 250～346)。

沈線文を主要文様要素とするグループである。 1龍官卜、無文、地文のみのものもこのグルー

プに含める。

（209～214 .226～238）は、繩文、無文のもの、 まれに擦痕や沈線を施すものもある。器形

は、深鉢、ボール状のものがある。

（215． 216 ･218～225 ．250 ．251 ･ 253～276･292～300･328～346)は、大津遺跡B地区出

土の土器に類し､太い棒状工具を用い､直線的な文様をもつものである。 218～220 ． 222～225

254～276は、 2本組の沈線で幾何学的文様を描き、その間に、 クシ目文、繩文を施こしたも

も

←
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V C地区の調査

の。沈線を主体とする文様には次の様なものがある。 215･ 216 ･ 221 ･ 224･ 328～436は､「〈」

「~L｣｢｣~l｣。 268～278は、 スパナー状。 292～330は、山形文様がみられる。同様な文様を粘土

紐を貼りつけて表現した例(328)もある｡250 . 253は、 口縁部に太い粘土紐で波状、山形が施さ

れている。これらの文様要素は、単独で施されるのではなく 、組合わされて施されることが多

い。そして地文に繩文が施されているものと、施されていないものがある。器形は、深鉢、浅

鉢、壺形、甕形が認められた。

（239～247 ． 252 ． 277～291 . 301～327)は、鳥崎遺跡出土土器に類似し、細く 、鋭い棒状

工具を用い、曲線的文様を描く。 240～245は、網目状の沈線を描くもの。 252．277～289．291．

315 ．316･ 318～320･ 323～326は、円形、連孤文、渦巻文を主要文様とするもの。 301～314･

317 ． 321 ･ 322 ･ 327は、数条の平行沈線と 、S帆字の沈線の組合わさるもの。 283．286･290

は、ケズリ出し文様をもつもの。 239は、網目状撚糸文である。 301～306は、 口縁部に細い粘

土紐による8の字状の貼付文をもつものである。このグループは、深鉢、甕形等が認められ､地

文がないものが多い。

Ⅳ群b類（347～383)。 ウサクマイ遺跡C地点出土土器に類似する土器、船泊上層式土器、

手稲式土器が出土している。

347～353は、ウサクマイ遺跡C地点出土土器に類似し、器形は、 口縁部から胴部にかけての

くびれが緩やかである。 口縁部に、緩やかな山形、 くずれた渦巻文様をもち、胴部に磨消文を

もつ。 354～368は､船泊上層式土器に比定され、 くびれは不明瞭ながら現われてくる。 口縁部

に鋸歯状の沈線文が施され、胴部に磨消文をもつ。 369～383は、手稲式土器に比定され、磨消

文が発達し、 〈びれ部が明瞭に現われる。 口唇部が平坦に丁寧に調整される。平行沈線が多用

され、それらを区切る1列おきに向きの異なる短い孤線がみられる。

Ⅳ群c類（384～389)。 堂林式土器に比定されるもの。

包含層出土土器は、 IIIb-3類、Ⅳa類が主体を占める。土器は、住居跡の周辺(87～94ラ

インと、 I～Mライン）に囲まれる範囲に集中して分布する傾向を示し、 I群は、そこから少

し離れた地点から散発的に出土する。Ⅳb類は、 87～90ライン、 J－Lラインに囲まれた範囲か

ら集中的に出土している。 さらに未調査のIラインより上部に、遺物集中が拡大する傾向を示

している。

2） 石器

本地区より出土した石器の総数は、 23,721点にのぼる。以下に石器種別に代表的なものを図

示し、その概略を述べる。

石雛（1～44)。本地区から多量に出土している。 1 ．2は、柳葉形石雛、 3～6は三角形石

雛、 7～10 ･ 14･ 29は、無茎で、そのほかはすべて有茎である。茎部があり、刃部が厚い作り

の粗雑なIIIb ･ 3類土器～Ⅳa類土器に伴うものが多い。 1. 2は、早期、 Ib-2、 3類土

器に伴うもの。 3～6は前期、 II群土器に伴う可能性がある。 しかし本地区からII群土器の出

土例は認められていない。 25は、Ⅳb類に伴出するものと思われる。

部
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V C地区の調査

やり先またはナイフ(45～62)。 45～52． 54～59は、左右対称である。 53 ．60． 61 ．62は、

左右非対称である。 53． 55 ． 56･ 59. 60･61は、ナイフ的用途をもつ｡62は､両面加工のナイフ、

または、スクレイパーとして使用されたものだろう。

石錐（63～71)｡ 63 ･64･ 70･ 71は、不定形の剥片の一端に突部を作り出したもの。 65･66･

67． 69は、全面を調整し突部とつまみ部分とを作出したもの。 67は、両端に突部をもつ。

つまみ付きナイフ（72～82)。 縦長のもので定形的なもの（72～76)。不定形剥片を利用した

もの（77～80)。両面加工の横長のもの(81, 82)｡

スクレイパー（83～107)。83．84． 85 ．86 ．87は､石ベラと称されるもので、硬質頁岩が多く 、

両面加工のもの（84． 85．86） と、二次加工が周辺に施されているもの（83)がある。 89． 90は、

片面加工のラウンドスクレイパー。 88． 91～106は、不定形剥片を用いたもの。

コア(108～111)。原石面を残すものが多く 、礫面をそのまま打面としているものが多い。

石斧(123～137)。石材は、緑色泥岩、黒色片岩が多い。123は､擦り切り痕がある。 124は､基

部にペッキングが認められる。 127は、棒状の自然礫に刃部のみを作出したものである。 134は、

泥岩質で非常にもろい石材を用いている。 137は、破片の再利用。

たたき石(138～149)。安山岩質の河原石を用いているものが多い。 145は、緑色泥岩でほぼ

全周にわたってたたき痕がみられる。 148は､全面が擦られ、整形している。たたき痕もみられ

るがすり石的用途も強いように思われる。

台石(150～152)。本地区から、多量に出土している。安山岩の丸味をもった扁平な礫が用

いられている。

すり石（153～156)。安山岩の素材を用い、断面三角形のもの(153)と、断面力扁平なもの(154｡

155)そして、 156は、北海道式石冠である。

石皿(157･ 158)。安山岩を用いている。本地区において多量に出土している。

砥石（159～164)。砂岩を用いている。断面四角形を呈するものが多く 、その各面を使用し

ている。

その他の遺物（112～122)｡112～120は、土製円盤である。土器破片を再利用したもので、 117

は、繩線文土器が用いられている。 119は、馬蹄形圧痕が認められ、円筒上層式土器が利用さ

れたものと思われる。121･122は、垂飾である。かんらん岩製。一対そろって出土した。

本地区の石器出土状況は、住居跡周辺に集中して出土する傾向を示し、石鍍、石皿、台石の

出土数が多いのがきわだった特徴といえる。

古

▲

や

12］



V C地区の調査

表V-190C地区掲載土器一覧表(1)

番号 番号備考分類 番号発掘区 分類 分類 発掘区 備好発掘区

ⅡIb－lＣ

ａ

‐

ｂ

‐

ｂ

Ｃ

‐

。

ａ

~
~
~
~
~
~

８

８

８

９

１

８

８

８

８

８

８

９

８

８

~

~

~

~

~

Ｋ

Ｊ

Ｑ

Ｌ

Ｏ

Ｌ

Ｊ

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ａ

ｃ

ａ

ｃ

Ｃ

ａ

‐

ｂ

Ｃ

‐

ｂ

‐

ｑ

‐

．

ｃ

ｃ

ａ

Ｃ

‐

．

、

．

‐

り

‐

ｂ

，

ｂ

‐

．

ｃ

‐

．

‐

．

‐

．

ａ

‐

．

Ｃ

ａ

１

．

ａ

‐

。

‐

．

‐

０

‐

．

Ｃ

‐

ｂ

ａ

ａ

、

ｂ

ａ

Ｃ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

１

１

４

１

０

１

０

０

０

ワ

】

１

０

１

１

２

８

０

１

３

１

１

１

０

２

０

２

１

８

３

１

１

８

１

０

１

０

８

９

２

９

１

１

０

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

９

８

Ｊ

９

９

９

８

８

９

８

９

９

９

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

１

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｊ

１

Ｋ

Ｉ

１

Ｋ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｌ

Ｌ

Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

１

Ｋ

Ｌ

１

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｉ

１

Ｋ

Ｋ

Ｉ

Ｊ

Ｍ

Ｊ

１

ａ

Ｃ

ａ

ｂ

ａ

ｄ

ｄ

ａ

ｄ

ｂ

ｄ

ｂ

ｂ

ｄ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ａ

ｂ

ａ

ａ

ｄ

Ｃ

ａ

ａ

ｄ

ｄ

明

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｂ

Ｃ

ａ

ｄ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

３

０

ワ

］

８

１

０

９

０

０

２

９

２

０

０

１

２

１

２

１

１

９

２

１

Ｊ

０

１

１

０

８

１

１

１

４

０

０

１

８

０

１

１

１

０

９

９

９

８

９

９

８

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

Ｊ

９

９

Ｊ

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｍ
１
Ｋ
Ｋ
Ｎ
１
Ｋ
Ｌ
Ｋ
Ｍ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
１
１
Ｊ
１
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
１
Ｋ
Ｌ
不
１
１
ｊ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

Ia

〃

Ib－1

Ⅲb－3１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

Ⅱ

皿

脇

叫

賜

略

万

鴫

蛸

帥

型

翠

羽

型

弱

妬

”

詔

調

訓

訓

兜

詔

剥

弱

粥

師

謁

調

棚

虹

狸

娼

’IIIb－2 〃 P

I b－2

勺

〃

IIib－3

〃

１

ｂ

‐

．

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

Ｃ

ｃ

‐

．

ａ

Ｃ

ａ

‐

．

Ｉ

ｂ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ｃ

ｃ

ａ

ａ

‐

．

Ｃ

ａ

Ｃ

Ｃ

‐

ｂ

ａ

ｃ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

９

８

２

８

１

４

Ｊ

１

０

１

０

８

１

９

８

０

９

９

０

２

６

１

１

０

８

０

９

９

１

Ｊ

１

８

１

８

８

９

８

９

９

Ｊ

９

９

９

９

８

９

８

８

９

８

８

９

９

８

９

９

９

８

９

８

８

９

Ｊ

９

８

９

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｌ

Ｊ

１

Ｊ

０

Ｐ

ｌ

１

１

Ｊ

Ｌ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ｑ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

Ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

１

Ｌ

Ｊ

″

叩

″ ｊ

Ｉ

Ｊ

１

１

Ｊ

Ｊ

″

〃

~
~
~
~
~
~
~

Ib－3

″

″

〃

〃

IⅡa

″

″

″

″

IF
Fr

｜
’

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

″

〃

〃
”
″

寺

″

″

″

１

１

１

２

劃

１

~

~

~

，

ｂ

ａ

Ｉ

ｂ

‐

ｂ

‐

ｂ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

″

″

〃
1 90－． 〃

－122－



V C地区の調査

表V-1mc地区掲載土器一覧表(2)

▽

も

←

1ワQ
』全,』

番号

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

分類

IIIb－3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ⅳa

〃

〃

ノノ

〃

イノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

発掘区

ｂ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

ｄ

ａ

Ｃ

ｂ

ｄ

ｂ

ａ

ｂ

Ｃ

ｂ

ａ

ａ

即

ｂ

Ｃ

ｂ

Ｃ

ｂ

ｄ

ａ

Ｃ

ｄ

Ｃ

ｂ

ａ

ｄ

ａ

ａ

Ｃ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ａ

ｃ

ｂ

ｄ

ａ

ｂ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
４
０
８
０
０
０
３
１
４
４
３
２
０
９
２
２
１
１
１
１
９
３
０
２
９
０
１
Ｊ
２
０
９
３
１
０
７
０
１
３
９
１
０
９
２
０
３

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

９

９

〃

９

９

８

９

９

９

８

９

９

Ｊ

９

９

８

９

９

９

８

９

９

９

８

９

９

８

９

９

９

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~１ＪＫＪＪＪ１ＪＫＫ１ＪＪＬＫＫＪ不ＪＫＩＬ１ＪＫＬＩＪＬｊＯＮＫ１ＭＬＪＪＫＪ１Ｍ１１１

備考 番号

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

．

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

分類

ａ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

』

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

ｊ

Ｉ

Ｊ

１

‐
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｊ
，
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
，
ｊ
ｆ
ｊ
Ｊ
ｆ
０
Ｊ
ｒ
・
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｒ
Ｊ
，
ｆ
ｒ
ｒ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｆ
ｆ

ＶＩ

発掘区

ｂ

ｂ

ａ

ｄ

ａ

ｄ

ｂ

ｂ

ａ

明

ａ

ａ

ｂ

ｃ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

２

９

０

３

０

３

３

０

２

３

３

０

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｊ

１

Ｋ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

不

Ｉ

Ｍ

Ｊ

１

″

″

Ｔ

ｂ

１

．

ａ

ａ

ａ

‐

ｂ

Ｃ

‐

。

、

ｂ

ａ

~

~

~

~

~

~

~

~

２

０

２

９

２

１

１

１

２

２

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｌ

Ｊ

１

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｊ

Ｉ

″

″

、

ｂ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ｂ

‐

ｂ

ｂ

１

ｄ

ａ

Ｃ

ａ

ｄ

ａ

ｃ

ａ

ａ

ｄ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

８

２

０

２

０

１

２

３

１

０

８

~

８

０

２

１

２

９

７

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

８

９

９

９

９

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

番号

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

分類

Ⅳa

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

発掘区

Ｃ

ｂ

ｄ

ａ

ｂ

ｄ

ａ

ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｂ

ｂ

明

ａ

Ｃ

明

．

Ｃ

ｄ

ａ

ａ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ｂ

ａ

ｂ

ｄ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｄ

ｂ

ｂ

ａ

ｄ

ｂ

ｄ

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

Ｏ

Ｏ

１

１

１

０

１

１

０

Ｊ

７

０

２

８

１

２

０

６

３

９

０

９

０

８

８

８

８

６

２

０

８

２

１

４

１

０

１

２

０

１

３

８

２

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

Ｊ

８

９

９

８

９

９

９

９

９

８

９

８

９

８

８

８

８

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

Ｊ

Ｉ

Ｉ

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｉ

Ｉ

Ｋ

Ｌ

Ｉ

不

Ｋ

Ｌ

不

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｍ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｋ

Ｉ

１

Ｋ

Ｌ

Ｉ

１

Ｋ

Ｊ

１

Ｉ

Ｊ

Ｌ

備考



V C地区の調査

表V-1"C地区掲載土器一覧表(3)

番号 備考番号 分類 発掘区備考 分類 発掘区 備考番号 分類 発掘区

Ⅳb０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

１

ｂ

ａ

‐

ｂ

Ｃ

、

．

Ｃ

１

ｄ

‐

ｂ

ａ

、

．

‐

ｂ

ｃ

ｃ

ａ

３

ｄ

ｂ

ａ

ａ

‐

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
１
０
１
９
１
０
０
８
１
０
１
０
０
１
０
１
１
８
２

９

９

９

８

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｋ

Ｉ

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

ワ

］

３

４

５

６

７

８

９

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

ａ

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｂ

ｄ

ｄ

ｂ

ａ

ｄ

ｂ

ｄ

ｃ

ｄ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ａ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｄ

ｄ

ａ

ａ

ｂ

ａ

ａ

ｄ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
８
８
８
１
０
９
，
】
８
２
０
０
８
０
０
１
０
８
２
１
９
０
８
１
０
１
９
０
２
１
０
２
１
１
１
１
０
２
３
０
０
１
１
０
０

８

８

８

９

９

８

９

８

９

９

９

８

９

９

９

９

８

９

９

８

９

８

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

８

９

９

９

９

９

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｎ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｋ

Ｉ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

１

１

１

１

ａ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ｄ

ａ

Ｃ

Ｃ

ａ

ｄ

ｃ

Ｃ

ａ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｄ

ａ

Ｃ

ａ

明

ａ

ｄ

ｂ

Ｃ

ａ

Ｃ

ｄ

ｄ

Ｃ

ａ

ｄ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
２
０
２
１
１
９
０
２
７
２
７
１
７
７
１
１
２
９
９
９
８
１
１
７
８
２
６
９
８
８
１
０
１
９
８
８
８
２
７
５

９

９

９

９

９

８

９

９

８

９

８

９

８

８

９

９

９

８

８

８

８

９

９

８

８

９

８

８

８

８

９

９

９

８

８

８

８

９

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
１
Ｋ
Ｌ
Ｌ
Ｎ
Ｊ
Ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｋ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ｎ
不
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
１
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
Ｋ
Ｐ

Ⅳa

〃

〃

Ⅳaワ

］

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ワ

］

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

ｹ″

″

″

″

″

″

UD

J』

凸

″

″

１

Ｊ

Ｊ

１

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｉ１

ｂ

Ｃ

ａ

ｃ

ｃ

ａ

ａ

~

~

~

~

~

~

３

０

３

８

１

５

８

９

９

９

８

９

９

８

~

~

~

~

~

１

１

Ｍ

Ｌ

Ｋ

Ｊ

Ｋ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

lr
F〃

‐

ｂ

ａ

１

ｂ

‐

、

ａ

‐

ｑ

ａ

１

ｂ

‐

．

Ｃ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｉ

八

Ｕ

ｎ

ｏ

１

１

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

八

Ｕ

【

Ｉ

１

１

ｊ

も

１

口

乙

１

１

［

ｉ

、

ろ

‐

１

Ｑ

ｕ

ｊ

Ｑ

〕

ｎ

ひ

Ｑ

Ｊ

ｑ

〉

Ｑ

〕

Ｑ

ｖ

Ｑ

Ｊ

ｑ

Ｊ

Ｊ

ｑ

〉

Ｑ

〕

Ｑ

〉

（

ろ

、

凸

Ｑ

》

、

○

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｊ

Ｊ

１

１

Ｍ

Ｉ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｉ

Ｌ

″

″

〃 『『~~

〃

Ⅳc

〃

〃

〃

〃

〃

″

″

″

″

〃

串

（Ci渦）〃

〃

Ⅳb

〃

〃

〃

－124
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Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

表V-20q) C地区掲載石器等一覧表(1)

￥

、

へ

| ’ ’ ｜ ’

125

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

勺 称イニ】

石 鰄

１

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

１

１

Ｊ

Ｊ

ｊ

１

Ｊ

ｊ

Ｉ

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｊ

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｉ

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

分類

IA2a

〃

IA3

〃

〃

〃

IA4

〃

〃

〃

IA5

1A4

〃

〃

〃

IA5

1A4

ノノ

IA5

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

発掘区

0－8酢a

V-93-b

l-9fd

L-94-b

l-92-a

M-9l-d

L92-l〕

V-91-a

l-91-c

l-91-a

l-9(ﾄa

N-86-a

N-9卜d

K-88-a

N-93-d

K-88-b

J-92-b

J-91-d

K-91-a

l-91-d

J-91-a

l-91-2

‘I-91-a

J-91-a

K-8＄a

J-92-a

j-88-d

M-92-a

K-92-d

K-87-d

L-88-d

J-9(ﾄd

l-91-a

L-87-d

l-91-a

K-87-b

L-87-.

1-9(ﾄc

J－93－b

J－9'c

重さ(R）

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

別

Ｓ

帥

Ｓ

Ｓ

、

。

Ｓ

‐

、

』

１

０

″

″

｝

‐

０

″

″

″

″

″

″

″

〃

Ⅳ

Ⅱ

〃

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

〃

″

″

″

一

Ｉ

Ｄ

″

一

″

‐

ｂ

″

０

ａ

Ｏ

ｈ

０

ｈ

Ｏ

ａ

Ｏ

Ｈ

１

１

ト

ー

ハ

ノ

と

八

ｕ

型

ｎ

八

〉

八

Ｍ

〉

ｎ

ｕ

Ｕ

八

川

〕

八

叩

リ

ｎ

、

Ｕ

占

刈

↓

△

ｎ

ノ

》

１

１

人

、

白

ハ

Ⅲ

ｖ

ｎ

コ

ｑ

、

Ｕ

ヴ

Ｉ

ｎ

／

】

ｎ

Ⅲ

〉

、

八

）

（

ｘ

Ｕ

ｎ

ｘ

Ｕ

八

×

）

（

ｕ

Ｊ

ｎ

ノ

』

『

ム

リ

戸

ｊ

ｊ

向

く

●

〕

０

１

４

Ｆ

『

Ｕ

ｎ

Ｕ

１

１

土

八

Ⅱ

〕

勺

１

Ｊ

０

ハ

リ

ｎ

ワ

Ｐ

ｈ

Ｕ

１

１

人

戸

、

〉

ｎ

Ｕ

、

、

Ｕ

１

１

４

八

Ｕ

１

１

人

１

１

入

ｎ

Ｕ

勺

Ｉ

Ｌ

ｑ

Ｉ

Ｌ

１

１

△

可

１

Ｊ

刑

１

Ｊ

巾

Ｉ

上

１

１

４

〒

１

４

可

Ｉ

上

可

Ｉ

上

■

１

Ｊ

へ

ソ

ｒ

］

、

く

』

〔

Ⅲ

Ｕ

１

１

４

１

１

凸

ｎ

Ⅲ

リ

八

Ⅷ

ｖ

可

１

人

ハ

叩

Ｕ

八

小

ソ

１

１

▲

１

１

１

利

１

４

、

ム

－

１

士

勺

Ｉ

↓

可

１

Ｊ

八

Ⅲ

ｖ

ハ

ｎ

Ｕ

１

１

４

。

／

】

１

１

凸

ｎ

／

】

《

リ

』

ｉ

ｉ

ｉ

ｉ

材質 肺考 番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１
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４
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４
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９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

將 称

石 雛

〃

〃

〃

や')先測まﾅｲﾌ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

石錐類

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

つまみ付き・ﾅｰｲｰﾌ

〃

″

″

″

″

″

″

″

分類

IA5

〃

〃

IA9

IBl

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

〃

IB2

〃

〃

〃

IB9

11Al

〃

〃

〃

IIA3

11Al

〃

〃
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ⅡIAl

〃

ⅢA2

ノノ

〃

ⅢA3

〃

IIIA2

ⅡIA9

発掘区
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J-91-d

I-92-d
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l-92-b

K-92-a
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K-92-a
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l-92-b
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K－89－b
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J－91－d
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表V-20@C地区掲載石器等一覧表(2)

liii"幾 称 重さ(9) |:イ面番号 発掘区分顛 発掘区 重さ(9) 分瀬材圃 術考名 材番号

N-89-b ( 14(1)

.j-9M335

J-91=d 96．9

P-91-b ll4~2

j-93-b l14.4

N-9(卜b 382

1-91-C l64.8

K-88-b 54．2

J-91-d (31 .5)

M-92-c (65.3)

I－92－d l5~4

1－9'c 253

1-97-b 32．0

J－8＄c 367

L－92－d 2. l

K－87－d 260

1-93-a (185)

K-88-c 293

V-91-l 435

1-92-|） 422

K-88-a 377

K-89-b 361

L-89-d l79

L－87－b l30

！l-91-c 94~3

K-89-a l64

1－92－． 168

1-93-a 10､8kg

C-89-d (10.7kg

0 8fd 6" lkg

M-9(ﾄd l66

1-92-b 334

L-88-a 559

K 89-d (655)

I-92-c 20.8kg

L-87-b 29.2kg

I-9H(42.8）

J-91-b ll3,O

J-91-b (103.7)

J-91-c (58.5)

1-91c (16.2)

l－90－c （ 188~9）

( 14()）

335

96．9

114~2

114.4

382

164.8

54．2

(31 .5)

(65.3）

15~4

25~3

32．0

36~7

2． 1

260

(185)

293

435

422

377

361

179

130

94~3

164

168

10､8kg

(10.7kg

6.1kg

166

334

559

（655）

20.8kg

29.2kg

（42.8）

113,0

(103.7)

（58.5）

(16.2)

( 188~9）

GI･-W1ud石 斧ⅣAl

〃 ⅣA3

〃 ⅣA4

つまみ付きナイフ

ノノ

スクレイバ

〃

〃

〃

IⅡA9

ノノ

ⅢBl

J-91-b

J-92-a

L-89-c

M-89-d

K-91-b

M 89-d

l-9卜c

L-90-a

N-89-c

J-92-c

‘j-88-d

K-92-a

M-9(ﾄd

l-92-b

L-92-b

M 86-c

M-92-b

J-9l-b

l-91-c

Q-92-a

L-88-a

N-92-d

M-94-b

l-92-c

l-92-c

L-93-c

J-93-a

K-92-d

J-92-a

K-89-a

M-9卜d

J-9M

J-92-b

L-93-b

J-92-b

L-89-d

J-91-c

L-88-d

J-91-a

J-9(卜a

K-91-d

K-91-d

１

２

３

４

５

６

７
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９

０

１
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９

０

１
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３

４
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６
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８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
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ノI
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３

４

５

６

７

８

９

０

１

２
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４
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０
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０
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９

０
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３

４

２

２

２

２

２

２
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３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４
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４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
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１
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１
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１

１

１

１

１

１

１

１

ｒ
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１

１

り
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〃 〃
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V c地区の調査
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V C地区の調査

4 小括

川上B遺跡C地区は、繩文時代早期、中期から後期の遺跡である。中期末葉から後期初頭の

集落が主体を占める。住居跡は、発掘区南側、 1 90からR-86にかけて縦走する埋没谷の左

岸に集中して認められた。平面形は不明瞭なものが多いが、ほぼすべての住居跡に石組み炉が

認められた。 CH-2は、長径12m以上あり中期末の大形住居跡に属するものである。住居跡

東側床面から登別市千歳4遺跡5号住居出土土器に類似する土器がまとまって出土した。 また

覆土から口縁部に貼付帯を1条もつ余市式と手稲砂山式がそれぞれ出土した。 これらの土器は、

わずかにレベル差をもち余市式か下位から出土しているが、明確な層位の違いとしてとらえる

ことができなかった。 CH-2出土の土器は、静狩式→余市式、手稲砂山式の流れが認められ

るが、 CH-2床面出土の炭化材のC!年代は、 3,040±100y･B･P･ (KUS-584)。手稲砂

山式土器の脇から出土した炭化材のC'$年代は、 3,530±20y･B･P･ (KUS-586)。 とほぼ

同様な測定値が与えられ、 これらはかなり接近した時期のものと思われる。

本地区出土の余市式土器は、 口縁部に複数の横環する貼付帯をもつものと、 口縁部に1条の

貼付帯もしくは折り返し口縁のものとに分けられる。前者は、器形は比較的大形のものに多く

器厚は0.8cm前後で道央に見られる余市式に比べ薄手で。貼付帯は丸味を持つ平紐の形状を呈

すものが多く 、その間は、地文を磨消しているものが主体を占める。縦の貼付帯は、 口唇内面

へ折り返しが認められ突起状を呈している。後者は、比較的小形のものが多く 、器厚は0.5cIn

前後で、貼付帯自体か薄くなり不明瞭なものに変化し、わずかに磨消帯だけを残すものもあっ

た。 口唇部に貼りつけによる山形突起が4ヶ所に認められ、 この山形突起は、貼付帯自体の退

化を示し、余市式土器の新旧関係を表わすものと思われる。本地区出土土器を見る限り、余市

式土器群の特徴的文様要素であるタガ状の貼付帯は､複帯から単帯へ移行するものと思われる。

しかし、貼付帯の単帯化、山形突起の発生が、器形の大小の違いによる簡略化という可能性も

否定できない。今後の調査において検討されてゆかなければならない。

石器は、有茎の粗雑な作りの石鑛と丸い扁平な礫を用いた石Ⅲ、台石の出土例が多い。有舌

尖頭器と思われるもの力§1点出土している。

今回の調査によって確認された住居趾の中には、発掘調査区の境界線上に位置するものもあ

り、 まだ住居跡群が斜面上部（未調査区）に拡大する様相を示している。そして遺物出土分布

においても同様な傾向が認められている。 したがって現段階で遺跡全体の復元は困難で､あり、

今後の調査結果を待って、繩文時代中期未葉から後期初頭の集落復元をすすめてゆかなければ

ならない。
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同版V-1

4

1 ．発掘調査前遠景
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七

2 ．発掘終了後全景
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V C地区の調査
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V C地区の調査

図版V－3
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V C地区の調査

図版V－4
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ゾ C地区の調査

図版V-5
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V C地区の調査

図版V－6
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C地区の調査

図版V-7
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図版V－8
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図版V－9
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V C地区の調査
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V C地区の調査
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図版V-12
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C地区の調査

図版V-13
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V C地区の調杳

図版V-14
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図版V-15
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図版V-16
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C地区の調杳

図版V-17
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V C地区の調査

図版V-18
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Ⅵ D地区の調査

Ⅵ D地区の調査

1 ． 概 要
L寺

D地区は、ヤンケシ川本流と第2支流にはさまれた標高9～14mの地域である。後背地は、

C地区、 B地区に連なる。発掘区のほぼ中央をC地区から下りる古い沢が通り、南・北二地

区に分けられる。低位に位置するため、常に水が湧出し、 25％調査時にはすぐ水びたしになる

グリッドが多かった。標高の高い西部は礫層砂利層力:堆積し、東部は礫と粘土質の土層が堆積

している。遺物包含層は礫の多く混入した褐色土が中心で、遺構等のくぼみに堆積した黄褐色

シルト質降下軽石層より下層に、繩文時代早期後半～前期、上層に前～中期の土器、石器等が

発見されている。遺物点数は総計21,745点である。遺構は沢北側に住居跡7、性格不明のピッ

ト7、沢南側に住居跡2が、各々集中して分布している。いずれの遺構もⅣ層中に床面・底を

掘り込む繩文早期後半のもので、土器分類ではIb-1類～Ib 3類の時期である。前述の

降下軽石層のレンズ状堆積が住居跡発見のメルクマールとなったが、水や礫の影響で床、壁は

dP

名 称 ｜分 類｜数量|｜ 名 称 ｜分 類｜数量| 名 称 ｜分 類｜数量
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Ⅵ D地区の調査

かなり乱されており、遺物も磨滅が著しい。 また、遺物の移動もはげしく 、 40mほど離れた位

置で住居内の土器が接合する例もある。包含層出土遺物も遺構の時期に一致するIb-1類～

Ib-3類のものが全体の90%以上を占める。中心部を流れる古い沢のC地区側では,Ⅱa類の

土器（サイベ沢V･Ⅵ式土器相当）が出土している。他にマイクロコアと推定される石器や、

半欠の瑛状耳飾が発見された。この2点については章を改めて説明する。

周辺は|日地主の家屋や家畜小屋、牧草地のあったところで、陶器片や鉄製農工具、馬具等近

・現代の製品が、出土する。沢南側の西側は、家屋のあったところで、それに関連し大小各1

個の木箱が出土しており、中には日常生活品や廃物が入っていた。近・現代遺構等は章を改め

て説明する。

水と礫に終始悩まされながらの調査であったことを特に付記しておく。
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Vl D地区の調査

特徴平面形は、長軸を北西に向けた不整の卵形。Ⅳ層を掘り込んでつくられた床面は固く

しまり、北半部には角礫が多い。 P－1は壁際にあり貯蔵穴の可能性がある。 P-4 ･ 5の

ような柱穴とおぽしきピットもみられる。壁面は南から東にかけて崩壊しており、残存面も

概してしまりがない。炉跡は床面のほぼ中央・南北に長く広範囲にある。 レンガ色の固くし

まった焼土が中間層にある。住居跡覆土にはセクション図の斜線で示したように、降下軽石

がレンズ状に堆積している。

なお、当住居の上げ土がDH-3に入り込んでいるように観察できる。 DH-3が廃棄さ

れた後に、構築されたものと考えられる。

遺物 Ib-1 、 2， 3類の土器が床面付近から出土している。 15をはじめとするIb-3

類土器が2ケ所にまとまって出土している。 3はIb-1類(1～7)で胎土に長石のよう

な白色粒を含み、 口唇に撚紐圧痕文がある破片。 Ib-2類(8～14)には貼付帯上を撚紐

で刻んだもの（9 ． 10． 12）がみられる。 Ib-3類(15～24)は細貼付帯が横方向に走る

ものが一般的で、中には19･22･23のように縦の区画が入るものもある。 15は床面直上から

まとまって出土した脆弱な破片の復元品で、横方向の細い貼付帯間に細い斜繩文が全面に入

るものである。 また、鰭状の貼り付けがあり、撚紐圧痕を施文した､平面が多角形の土器(図

版3－2）が床面近くにあり、同一個体の破片力ごDH-3からも出土している。 25はIb

1類土器片製の円盤である。石器は29． 33． 36がP－5から出土している他は、すべて覆土

の出土品である。

時期土器出土状況からみればIb-3類土器の時期と推定される。

舟

〆

数 ｜ 量
覆土｜床面

数 量

覆土｜床面
名 称 分 類 名 称 分 類

士 器 Ib-1 23 47 つまみ付きナイフ

スクレイパー

た た き 石

す り 石

砥 石

． ア

ブ レ イ ク

Uフレイ ク

礫 ・ 礫片

土製円盤

IHA1

111B1

VA2

VIA1

WB2

ⅨA

ⅨB

XA

２ 1

86
の

△ 45〃 1

－3 527 10
ユム 1〃

Ib- 』〃 2２

Ⅳa

不 明

1〃 1
｣卜

1〃 ３

テー

イニI IA2a

IA8

IB8

1IA1

錨 ３ 25 q

2〃 ３

やり先又はナイフ

石 錐 類

1 1

1 1

(計804点）表VI-2 DH-1出土遺物一覧表
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Vl D地区の調杳
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Vl D地区の調査
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Vl D地区の調査
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名 称 分 類 層 位 重さ(9 質 備 考 備 考番号 々 称口 層 位 材 質番号 分 類 重さ(gl材

24と同一

個体
土 器

〃

〃

〃

〃

〃

土製円盤

覆 土

Ⅲ 層

〃

Ⅱ 層

〃

覆 土

Ⅲ 層

士

士

直

土

明

土

直

″

″

床

〃

床

〃

〃

覆

覆

床

覆

不

覆

床

３

１

Ｊ

Ｊ

１

ｌ

ｊ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

土 器

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

９

０

１

１

２

２

１

４

（

ソ

』

ハ

ペ

Ｊ

．

川

詮

Ｆ

『

』

八

ｈ

Ｍ

１

２

３

ａ

‐

０

″

″

″

″

″

‐

ｂ

″

″

″

″

″

″

‐

ｂ

″

″

″

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

~

4と同一

個体

3と同一
個体

、
／
】

ｎ
／
】

３

４

５

２

２

２

石 嫉

〃

〃

つまみ付きナイフ

やり先
圭たはナイフ

石 錐 類

つまみ付きﾅｲﾌ

す ’） 石

〃

11

砥 石

覆 土

〃

II 層

Pit.覆土

Ⅱ 層

2.0IA

IA2a

IA9

ⅢAl

lB8

11Al

ⅢAl

ⅥA1

ⅥA

WAl

WB2

ｈ

ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

″

〃

ｌ

Ｓ

‐

’

‐

．

〃

Ｉ

ｂ

ａ

‐

ｂ

‐

ｈ

ａ

ｎ

Ｏ

Ｈ

Ｏ

Ｓ

Ｈ

Ａ

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

８

９

Ⅲ

Ⅲ

岨

咀

皿

砺

略

Ⅳ

肥

0, 5
悪

５

８

６

９

２

０

６

０

２

１

０

０

８

７

０

０

４

７

４

１

公
一

〃

覆 土

Pit.覆土

111 g

床

Ⅲ 層

覆 土

Pit・覆土 6a〃11

~

表Ⅵ-3 DH-1掲載遺物一覧表
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Vl D地区の調査

DH-2

位置X-86 c ･ d、 X-87 a ． b

規模5． 29×3． 61×0．47

特徴平面形は東西に長い小判形。床面はⅣ層を掘り込み、固くしまった面が広がる。柱穴

は確認できなかった。壁面は西側が二段になり深く 、固くしまっている。南から東にかけて

は､ほとんど崩壊し、わずかに浅く残っているのみである。炉跡は中央やや南寄りにある。覆

土には降下軽石が、かなりしまった状態でレンズ状に堆積しており、その下層の褐色土から

床面にかけてが遺物を包む層である。本住居跡の降下軽石層は、最も明瞭に堆積している。

遺物 Ib-2類(1～7) とIb 3類(8～11)が床面やその直上から出土しているが

Ib 2類の中には、出土レベルの高いものや、 II層出土品との接合例とある。反面Ib-

3類は南側にまとまって出土してお|)、他との接合例はない。 l～4は同一個体で、 Ib-
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Ⅵ D地区の調査

2類である。 まず絡条体圧痕文を施文し、 その上に細貼付帯を貼りつけ、その後に短繩文を

施文している。 9～11はI b-3類である。細貼付帯の上に短繩文を施文している。 13はI

b－3類土器片製の円盤で覆土から出土している。石器は、つまみ付きナイフ、 スクレイパ

ー類とたたき石が多い。 16． 18･ 19は両長辺に挟りを入れただけのつまみ付きナイフで、 D

H－8からも1点出土している。 20は当地区では出土数の少ない石斧で､ある。

時期出土レベルが床に近く 、かたまって出土するIb-3類土器の時期と推定される。
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Ⅵ D地区の調査
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Ⅵ D地区の調査

数
士覆
量
両

数
一
錘
量
一
和

名 名称 分 類 称 分 類

土 器 ２

３

~

１

ｂ

ａ

ｌ

ｌｌ

斧

石

８

２

９

１

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅸ

Ｘ

６

３

１

１

８

４

４
２

１

２

１

何

た 美
→

～た″

”

〃

，、

〃

す り

う レ イ

U. フレ イ

礫・礫

土製円

「

一

つまみ付きナイフ

〃

〃

スクレイパー

〃

IIIAl

2

9

111B1

9

WA5

石

ク

ク

片

盤

1

~

１

１

2

２

１

１

１

２

２

１

蓉
忙「石

表Ⅵ－4 DH-2出土遺物一覧表 (計 115点）

層 位 材 質名 称 重さ (9)分 類 層 位 材 質 備 考
勺 和ロ 分 類 重さ (9) 備 考

惇
番号

工 器
~I

覆 土 土製円盤
T ト n

lD L
1q
』』 I b 3 覆 土

’
床

覆 土
|同一個

|“
IHAl14 つまみ付きナイーフ〃 11 Ha Sh〃 〃

３ 覆 土 IIIA21頁
』』 床』

4〃 〃 Ij

床
覆

道
土

4 16 ⅢA5j 〃 RI 〃 UbE

Ib－1

に近い
I 層 ⅢB17 床 直スクレイパー』

18別 II

床 直 つまみ付きナイ●7 ⅢA5 II 層18』 1.8〃0 』

|罷・
19

牛 ÷

床 恒
1

2〃 』″j 〃

亡

8 覆 土Tk q
LU U 斧20 石 ⅣA5〃 485 Qロ，

ｰし4
〃

心

十 一一

床 恒 ÷ ｜） 一9 何 床
ﾛ n↑

‘」 ⅥA1〃 月05〃 And

|同-個
|体

10 22 石 VA2 覆 土〃 ザも き 385 Qp下
りレュ

』

床
覆

直
土

11 23 床 直〃 がnn

Oj4
Ⅱ 〃 AndJ

19
上と 藺 土 24

７

日
ａ

ｌｌ

覆 土
〃 〃』

66(） 〃

表Ⅵ-5 DH-2掲載遺物一覧表
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VI ［)地区の調査

DH-3

位置W-87-c、W-88 b、 X-87-d、 X-88 a

規模7． 55×5．45×0． 50

特徴平面形は南側がややへこむ不整小判形。主軸を西北西に向ける。床面には角礫が全面

に広がっている。この礫面上で起居する生活は困難だろう。柱穴は確認できなかった。壁は

東側を除き、緩いがしっかりとした立ち上がりをなす。炉跡は中央と東寄りの2ケ所ある。

東寄りのF－1は焼土の規模が小さく補助的なものと思われる。中央のF－2は規模が大き

く脇に大きな平たい石を埋め立ててある。 メインの炉と考えられる。他の住居跡と同様降下

軽石のしまったレンズ状の堆積がみられ、その上層と下層（床面まで） とでは遺物の時期に

大きな差がある。

遺物 1は、 IIIa類の完形土器である。サイベ沢Ⅶ式土器に相当する。 Ib-1類とIb-

2類の土器はIb-1類(2～4)がやや高い出土レベルを示すものの、両者とも流れ込み

の様相が強い。それに対してIb-3類の土器(12～17)はまとまって、床面やその直上か

ら出土している。 18は土製円盤で、 DH-7の土器片と近似している。 Ib-1類の絡条体

圧痕文土器である。石器は、床面及びその直上からすり石、石Ⅲ、砥石等が出土している。

DH-1よりやや古い時期のものと推定する。

時期土器出土状態からIb 3類土器の時期と考える。

ｑ
》

公
〕

数 量

覆土｜床面
数 量

覆土｜床面
名 称 分 類 名 称 分 類

士 器 スクレイパー

〃

た た き 石

す り 石

石 Ⅲ

砥 石

フ レ イ ク

礫 ・ 礫 片

土 製 円 盤

１

２

３

明

ａ

‐

、

‐

ｂ

ａ

ｌ

肛

不

Ｉ

Ｉ

2 IIIB8

9

VA9

WA2

VIB9

WB2

ⅨB

1

３

１

１

１

０

１

２

４

２

２

１

２ ］″

″

″

″

″

″

１

５

１

１
9

１

１

1r

20

鍼 IA2a

C

石 2 ２ ３

１

１

1〃

つまみ付きナイフ IIIA2

(計433点）

表Ⅵ－6 DH-3出土遣物一覧表
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Ⅵ D地区の調査
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| 番号’番号 |層 位|重さ(8) |層 位 重さ(9)|番号’番号 材 質 備 考ケ 称口 分 類分 類名 称 層 位 重さ

16と一括
山4．
1 1 1 1

’
土 器Ⅲa lI E

" Ib-1 覆 士

〃 〃 〃

〃 ！！ Ⅱ 層
T1 1

lo L 不 明〃
～ウ

巳

" Ib-2 床

〃 ！’ 覆 土

〃 " 〃

〃 〃 Ⅱ 層

〃 〃 床 直

" Ib-3 Ⅲ 層

〃 〃 床

；号

Ｉ１１Ｊ１１１Ｊ１ＩＩＪＪ１１１Ｊ１１１１１

畠ｊ

床 直

床

床 直

1I1 層

覆 土

土 器

〃

〃

〃

土製円盤

Ib－3

〃

〃

I

Ib－1

ｌ

２

３

４

５

６

７

８

肥

Ⅱ

吃

旧

９

４

５

６

７

８

１

１

１

１

１

1』1 ↓子

l4と一傭

出土|同一個

岬己

DH 7

土器に近
似無文

４０

２

４

３

０

０

０

６

０

０

０

４

９

１

ｈＳ

Ｓ

〃

Ｓ

‐

．

″

１
０

ａ

１

ｂ

ｎ

ｏ

Ｈ

Ｏ

Ａ

石 雛

〃

つまみ付きナイフ

スクレイパー

す り 石

石 Ⅲ

砥 石

IA2a 〃

IA2c床

'''A' &
IIB8 床

WA2 I

VIBI H

VIB2

床

〃

９

０

１

１

２

２

｜
I

7

個一同
体

直

雨

噌

土

直、口

乙ム

３

４

５

２

２

２

~
～

｜

近

ｂ

１

ｈ

Ｕ

－

』

Ｔ

Ⅱ

且

甸

く

Ｕ

Ｉ

２

ぃ

Ｆ

掲載遺物一覧表表Ⅵ－7 DH－3褐
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図Ⅵ－10 DH-3出土の石器

〃

DH-4

位置V-86-c、 V 87-a･ b

規模5．94×5．67×0. 35

特徴平面形はほぼ円形。床面は中心に向かって緩く播鉢状に凹んでいる。柱穴らしきピッ

トが2カ所ある。壁面はそれほど顕著な立ち上がりを示さず、発掘はきわめて困難であった。

炉跡は確認できなかった。覆土の一部には、降下軽石層がみられ、降下前に落ち込みのあっ

たことは確かであるが、他の住居跡と比較して構造や土層の堆積がやや異なる。なおDF

2は、軽石層の直下にあり、住居埋没後のくぼみを利用したもので住居のものではない。

遺物数が少なく 、すべて覆土から出土している。 1～3は Ib-2類、 4 ･ 5はIb-

オ
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●

｢分 顛 |息,愚｜
」

類分| 分 類 ’分 類

平
自
重

数

称称名

IIIA2 1

IIIB9 1

KB 23

な 風口

有汗土

6〃

石 錐

石 錐 類

IA2a

lIIA1

１

１

’
2

(計57点）

表Ⅵ－8 DH-4出土遺物一覧表
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VI D地区の調査

3類土器。 1は口唇付近に一本の縦貼付帯をもち、その下に不規則な方向の繩文が施文され

ている。 9はD地区唯一の石のみで蛇紋岩製である。刃部を欠損する。

時期 Ib-2類～Ib-3類土器の時期に埋まり始めたものと推定される。
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念

番号

1－3

4．5

6

7

〃目
設ロ山

’６

名 称 |分 類|層 位|重さ(:) |材 質|備号 番号 | 名 称 |分 類|層 位|重さ':' |材 質|備 考
覆 土

〃

| R ’ ！

’
Ｓ

ｒ

１

ｂ

ｅ

Ｏ

Ｓ

器
L

L Ib－2 石 錐 類

石 の み

IIAl ﾉI

り

I b 3〃 (1
11 層ⅣB 0

’

司 ~
石 鑛

つまみ付きナイフ

IA2 l（ す り 石Obs

｣’
ⅥA And〃 ﾉ

11050

1,010｜〃ⅢA2 1４ Ha-Sh ⅥA1『I 11〃

~

表Ⅵ－9 DH-4掲載遺物一覧表
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Ⅵ D地区の調査

DH－5

位置X-87-c、X-88-b、 Y－87-d、 Y-88-a

規模5．44×4． 15×0．45

特徴平面形は、長軸がほぼ東西に向く卵形。床面には角礫が多く 、 しまりもあまりない。

壁面の立ち上がりも礫で乱されている。炉跡は住居跡の中央に広い範囲にある。覆土に降下

軽石のレンズ状堆積層があり、それによって住居跡の確認がなされた。

遺物 Ib-1類土器が多いが、北側グリッドからの流れ込みによるものがほとんどで、出

土レベルも高い。 DH-7と接合するものあり (1～10)｡ Ib-3類土器が床面とその直上

からまとまって出している (11～15)｡ 5はDH-7のものに近似する魚骨の回転によると思

われる文様をもつもの、 6は縦方向の結束羽状繩文が施文されている。 15は当住居の時期を

決定する床面出土の土器である。 Ib－2類の様相を残しており、文様は横方向の細貼帯の

上から撚紐による圧痕が施文されている。石器は床直上にスクレイパー(10、たたき石(17)、す

り石(19)があった。

時期 Ib-3類土器の時期と考えられる。
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VI D地区の調査

数 量

覆土｜床面

数 量

覆土｜床面
名 称 分 類 名 称 分 類

士 器 Ib-1 す り 石86 VIA2 1

－3 19 54 VIBl石 Ⅲ 1〃

や
）

IIIB9スクレイパー ］ ⅨBフ レ イ ク

礫 礫 片

1017

た た き 石 VA2 1 1

す り 石 VIA1 1

表Ⅵ－10 DH-5出土遺物一覧表 (計 192点

番号一
々

称向 層位分 類 重さ(9) 材質 備 考 番号 名 称 層位分 類 重さI9l 材質 備 考

床直土 器

〃

〃

ノノ

〃

ノノ

〃

〃

ノノ

〃

1 I b-1

〃

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

〃

不 明

Ib－l

不明

床直

１

２

３

４

５

１

１

１

１

１

土 器

〃

〃

ノノ

〃

ｎ
．

″

〃

″

″

ｂｌ

2 上

坐

去

但

半

上

ｌ

園

眉

志

且

十

上

Ｊ

１

爾

狸

岸

小

謂

裡

ｊ

ｍ

Ⅲ

咋

小

壷

仮

１

１

6と同一個体３

４

５

６

７

８

９

Ｗ

〃

DH－7と同一個体
10と同一個体

3と同一個体

DH-7と同一個体

床

IIIB9

VA2

WAl

WA2

床直

〃

覆土

床直

６

７

８

９

１

１

１

１

スクレイパー ５

０

５

０

２

０

４

６

４

５

５

１

Sh.

And.

〃

〃

ﾅっ ナ諺
『造 Jｰ

テ

ノロき

す り 石

〃

5と同一個体

表Ⅵ－11 DH-5掲載遺物一覧表

DH-6

位置W-86-b、 X-86-a、 d

規模5．74×4． 51×0． 57

特徴平面形は、南西一北東にやや長い不整円形。床面・壁面とも固くしまり、立ち上がり

も明瞭である。床面には柱穴と思われる小ピッ |､があるが、確定はできない。炉跡は北部に

あり、かなり広範囲に焼土が広がる。覆土の一部に降下軽石が堆積しており、 これが当遺構

の調査を始めるきっかけとなった。東側床面に掘り込まれたDP-7は、DH-6とは無関係

のものと考えられる。 また、床より20cmほど高い位置に焼土DF-1が存在した。住居跡埋

没途上のものである。

遺物床面及びその直上から細かい繩文のIb 2類(3～5) ｣P6～12のような細貼付帯

が横走するIb 3類が出土している。 6は細貼付帯がアミタ、くじを横に見た状態で付され

ている。やや浮いた状態で出土した。 13はIb-1類の三本組紐圧痕文の施文された土器片

近

寺

187



Vl D地区の調査
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名 称 分 類 ,ケ
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床面覆土汀

土 器

〃

〃

〃

石 雛

スクレイパー

〃

１

２

３

明

~~

ｂ

不

Ｉ 5 １

３

４

擦り切り残

す り

〃

砥

コ

フ レ イ

U. フレ イ

土製円

片

石

１

１

２

１

１

５

１

５

８

１

２

９

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅸ

Ⅸ

Ｘ

４

２

３

１

４
１

竃

’
ーアー

ノ1．

－下夛IA2a
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111B9

NA1

１

１

１

１

ク
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３

１

１斧
一ア凸
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(計243点）表VI-12 DH-6出土遺物一覧表
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Ⅵ D地区の調査

の有孔円盤片で、焼土脇の床面から出土した。石器は床面やその直上から出土が多く 、 2()は

擦り切りの磨製石斧、 21はその未製品で､ある。

時期土製円盤は再加工品であることから、住居跡の時期はIb-1類以降である。床而及

びその直上の遺物からみると、 Ib-2～3類土器の時期と推定するのが妥当だろう。

|重割創| w# wl '# ¥||¥|鴇 赫|擶 薊|層値lzEJ重さ(9)層位分 類名 称備 考材 質重さ(9)

､オ

|謡’番号 備 考材 質
層 位分 類称々

恒

床Ib 1土製円盤13l吐 Ib-1 覆 土

不 明不 明

Ib-2 覆 土

ノノ 〃

〃 床‘床直

I b-3 覆 土

11 ノノ

ガ 〃

ノノ 床 直

’ノ 床

覆 土

不 明

覆 土

〃

床‘床直

覆 土

ノノ

〃

床 直

床

器

床直 2 Obs.

ノノ 29 ノノ

" 9 Sh.

ノノ 23 Ha-Sh.

" 190 And,

覆土 420 ノノ

床直 265 Gr－Mud

ノノ 540 〃

ノノ 3901Sa､

石 嫉IA2a

． ァⅥA

スクレイパーⅢB1

〃 ⅢB9

す ’） 石ⅥAl

〃 ⅥA2

石 斧WAl

Iノ WA8

砥 石ⅦB9

川

坐

Ｐ

‐

、

Ｕ

八

ｈ

Ｕ

月

Ｊ

●

Ｉ

（

×

〕

ｎ

『

ソ

〈

川

Ⅷ

〉

１

１

Ａ

乱
’
八
句
Ｉ
Ｌ
１
Ｉ
上
１
１
上
司
ｌ
上
司
Ｉ
上
、
ノ
白
、
／】

１

１

１

Ｊ

１

１

ｊ

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

Ｊ

１

〃

Ⅱ

Ｉ

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

Ⅱ

胆

｜

’

22

’｜
表Ⅵ-13 DH-6掲載遺物一覧表

DH-7

位置U-86-a、 b、 c、 d V-86-a、 d

規模6． 16×5．75×0． 66

特徴平面形はほぼ円形である。 この住居跡は古い沢筋にあたるため、床面、壁面は礫の流

れ込みや水の影響でかなり乱れており、固くしまった面は確認できなかった。住居跡の中央

へ向かって開口部が傾斜する柱穴状の小ピットが壁面に並んでいる。北側床面で、柱の炭化

材が確認された。ただし、腐食が激しく 、そのまま取り上げることはできなかった。炉跡は

発見できなかった。

遺物 Ib-1類土器が出土している。 lは全面に結束羽状繩文が施文され、 口唇には撚紐

による刻みが入り、底部内側には指先と思われる圧痕が残されたものである。床面近くから

出土した底部破片に、周辺グリッドや20～40m離れたDP-4JPDH-5とその付近から出
①

土した破片が接合するなど、広汎な接合関係をもつ土器である。住居が放棄されて間もない

頃にDH-7の上方から流れ込んだものであろう。 2 ･ 13 ． 14． 17･ 18も床面付近出土で、

1同様底部付辺に太い撚紐圧痕がある。中でも、 13は角ばった長円形の底である。 3は床面

出土の撚紐圧痕文と魚骨の回転によると思われる文様帯が交互に入る土器で、同種のものが

分

合
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VI D地区の調査

DH 5から出土している。他に短繩文をもつもの(5 ･ 7 ･ 8)、全面に原体の太い絡条体

圧痕文をもつもの（9～l1)が床面付近から出土している。 12のIb-2類土器は、床面付

近から出土しており、全面に細い繩文、 口唇に撚紐による刻みがある。小さな土製円盤が2

曰

~~~里数 数 量
名 称 分 類 名 類称 分ｐ

一

床面覆土 床面覆土

士 器 Ib-] 20］ VIB9

ⅨB

418

148

1

1

石 皿

フ レ イ ク

礫 ・ 礫片

土製円盤

1

E】

－乙
〃

○

句
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－Q
J

〃
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表VI-14 DH-7出土遺物一覧表
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Vl D地区の調査

個（19． 20）出土している。石器は28の石皿だけが床面にあり、他の剥片石器は覆土のもの

である。石器が少なく 、土器が異常に多いのが、当遺構の特徴である。

時期流れ込みはあるものの、床面近くから出土した土器はすべてI b-1類で、 この時期

の住居とみなしてよいだろう。当地区で最も高位にあり、 しかも最も古い住居と考えられる。

番号|名 称|分 類 層 位 重さ(9) 材質 備 考 番号 勺
称ロ 層位分類 重さ(9) 材 質 備考

角

DP-4 'DH－5

と接合
Ib-l 床

ノノ 〃

ノ！ 不 明

〃 床

〃 床 直

ノノ 床

ノノ 床 直

〃 床‘床直

〃 床 直

〃 ノノ

！ノ 不 明

Ib－2 床 直

Ib 1 床･覆土

〃 床

器１

１

り

土 土 器

〃

ノノ

ノノ

土製円盤

〃

５

６

７

８

９

０

１

１

１

１

１

２

無文

無文

１

″

″

″

″

１
０

１

覆ニヒ

ーー

旅

床直

11

|ノ

lノ

V

M

〃

旧
汀

3 DH-5と同一個体

４

５

６

』

8と同一個体 不明

床直

層

〃

〃

〃

〃

〃

繩

床

Ｉ Ｉ
、l

‘1 石 溌

石錐類

IA5

ⅡA

ノノ

〃

IIIA9

IIIB9

〃

WB9

ｈ

Ｓ

Ｓ

″

″

″

″

″

１

ｑ

ｂ

ａ

ｎ

ｏ

Ｈ

Ａ

２

２

３

１
１

８

９

Ⅲ

Ⅱ

吃

凰

Ⅲ

5と同一個体 りり
白白

｜
’

３

４

５

６

２

２

２

２

″

″

〃

〃

〃

同一個体 ノノ

つまみ付き
ナイフ

スクレイパー
↓子

一括
ハ

院

Ｕ

、

Ⅱ

ｖ

ハ
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ｖ

ｎ
／
》
１
１
手
、
ノ
目

戸

崎

Ｏ

Ｕ

１

月
Ｊ
Ｊ
ｌ

ｎ
ｒ
］

〃

石28 Ⅲ

表Ⅵ－15 DH-7掲載遺物一覧表

DH-8

位置V-81-b、 c W-81-a、 d

規模6． 72×(5. 15)×0．49

特徴南側壁面は損壊しているが、平面の復原形は東南に長軸をもつ不整卵形である。浸出

する水の影響が大きく床面が粘土化しており、覆土と床面の判別がきわめて困難であった。

そのためか柱穴や炉跡は確認されていない。 また覆土の降下軽石層も水を多量に含んでいた

が、 この層が遺構発掘の目安となった。

遺物西側床面に完形土器がつぶれた状態で出土している（1）｡ゆるい二山の波状口縁をもつ

薄手の土器で、 口唇には3条の細い貼付帯をめぐらし、その上にかかるように帯間に短繩文

を施文する。上半部は縦横の細貼付帯が波状、円弧状、階段状に走り、その帯間は階段内や

堀

違

数
窪
量
雨

名 称 分 類

３

８

２

５

IIa－

IIIa

IIIb-3

不 明

土 器

″

″

″

表Ⅵ-16(1) DH-8出土遺物一覧表(1)
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Vl D地区の調査

最壹1
T尿祠
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勺
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VI D地区の調査

その他に無文部分がある他は絡条体圧痕文が施文されている。下半部は横に11条の細貼付帯

がめく．らされ、その帯間は下5段に細かい斜繩文、上6段に短繩文を施文している。 Ib-

3類に分類したが、 Ib-2類の様相も合わせもつ。床面東側から底の内側に繩文の施され

た、土器底部(2)が出土した。外面の文様は縦横の細貼付帯と短繩文､細繩文、 とで構成され

る｡その他床面直上にはIb-3類の土器が多く 、細貼付帯間を短繩文で埋めたものなどがあ

る。 Ib-1類の土器が覆土にやや多く 、中でも3 ･ 5 ． 7 ･ 9のように三本組紐圧痕文が

横走するものが多い。 23は時期不明の手づくね土器である。 24はIb-2類の土器片を使っ

た有孔円盤である。降下軽石層の直下から前期の土器が出土している。 20は羽状繩文で繊維

の入ったIIa-1類土器片である。 II群土器の包含層からは、黒曜石と頁岩の細片が集中し

て出土した。中には29や40の石器が混入している。剥片石器はすべて覆土の出土品で､ある。

３
－

P

番号|名 称|分 類|層位|重さ(9) |材質|備 考|番号｜ 名 称 ｜分類|層位|重さ(9) |材 質|備 考

IA2a 覆土

IA3 "

IBI II層

IIAl 覆土

IIIAl ノノ

IIIA5 ノノ

IIIB1 "

" 〃

IIIB9 "

〃 〃

〃 ノノ

〃 〃

ノノ 〃

ﾉノ 〃

〃 ノノ

WA8 11層

VA9 "

WB9 覆土

VA2床直

VA3 ノノ

WAl 覆土

〃 床直

〃 〃

VA2 ノノ

WAl 覆土

雛l 土 器 Ib－3 床

2 〃 ｶ ノノ

3 " Ib-l 覆土

4 〃 ノノ ノノ

5 ノノ 〃 〃

6 ノノ 〃 〃

7 ノノ 〃 Ⅲ層

8 ノノ ノノ 覆土

9 ）ノ ノノ IIE

10 〃 〃 覆土

11 " Ib－2 〃

12 " " 11層

13 〃 〃 ノノ

14 ノノ ガ ノノ

15 〃 〃 覆土

16 " I b-3 床直

17 〃 〃 〃

18 〃 〃 〃

19 ノノ 〃 ノノ

20 " IIa-1 覆土

21 II IIa-2 Ⅱ層

22 〃 ノノ 〃

23 ノノ Ib－4覆土

24 土製円盤 Ib-2不明
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VI D地区の調査

31の両長辺の中央を打ち欠いたつまみ付きナイフの類例は、 DH-2に3例ある。 41は小型

の石斧、 42は小型のたたき石、 43は軽石製砥石である。

時期床面の土器(1 ･ 2)からIb-3類土器の時期とする。

君

DH-9

位置V-81-c、 d、 V-82-a， b

規模4． 16×3．79×0.30

特徴平面形は不整円型。巨礫や水の影響で床、壁面はしまりを失っている。束寄りに床面

よりやや浮いた状態で焼土がある。 D地区住居跡では最も小型である。覆土に固くしまった

降下軽石層が、 レンズ状に堆積しており、当遺構発見の契機となった。
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Ⅵ D地区の調査

遺物

（2－

時期

総点数が少なく時期決定の決め手を欠く

5）あった。

Ib-3類土器の時期以前。

Ib-2、 3類の土器片が床面直上に4片
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表Ⅵ-18 DH-9出土遺物一覧表 (計 9点）

番号｜ 名 称 ｜ 分 類 ｜ 層 位 ｜ 重さ (9) | 材 質 ｜ 備 考
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表VI－19 DH-9掲載遺物一覧表

DP-1

位置X 86-a、 d

規模1． 56×1． 12×0．88

特徴火山灰と粘土混じりの土が相互にレンズ状に堆積していた。南北に長い卵形で、深い

底面には巨礫がつまっている。底面近くは水が浸出して、形状は把握しにくい。性格不明の

ピットである。

遺物 Ib-1類土器胴部下半部1点が覆土より出土。磨滅のため判然としないがかすかに

繩文が見える。

時期 Ib 1類土器の時期か。
§
』

砧

（計 1点）

表VI-20 DP-1出土及び掲載遺物一覧表

2()1－

名 称

土 器

分 類

Ib－1

数 量

覆土

1

床面

番号

1

々 称口

土 器

分 類

Ib－l

層位

覆土

重さ(9) 材質 備考
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Ⅵ D地区の調査

DP-2

位置X-86-a、 b、 c、 d

規模1． 73×1. 69×0． 89

特徴平面形は円形で、底面に巨礫がないこと以外は、 DP-1とほぼ同様の構造や堆積状

態である。遺物は出土していない。

時期DP 1と同じとすれば、 Ib 1類土器の時期か。

DP－3

位置X-86-c、X-87-b、 Y-86-d、 Y-87-a

規模3．00×2．75×0． 51

特徴平面形は不整形な円形。底面は中央に1段低い面がある。浅い皿状のピットである。

性格は不明。

遺物 Ib-1類の土器がほとんどで、特に三本組紐圧痕文のもの力:多い。 2， 3は表面調

整がていねいで三本組紐圧痕文と短繩文で構成されている。石器はすり石力苛2個出土してい

る。他に黒曜石のフレイクが多い。

時期 Ib-1類土器の時期。
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表Ⅵ－21 DP-3出土遣物一覧表 (計79点）

番号｜ 名 称 ｜ 分 類 ｜ 層 位 ｜ 重さ (9) | 材 質 ｜ 備 考一
■

土
11口

香汗１

２

３

４

Ib 1

〃

〃

〃

覆 土

〃

〃

〃

|側－1“
″

″

″

4

一斗一

9~ VIAl

〃

５

６

ｎ

ノ

″

石 ５

５

５

４

３

１
Ｌ

And

〃

〃

不 明

表VI-22 DP-3掲載遺物一覧表
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DP-4

位置W-87-b

規模2．43×1．87×0． 28

特徴平面形は長軸を南東に向けた卵形。Ⅳ層に掘り込まれた底面は、平坦で固くしまって

いるが、礫が多い。中央西寄りに底面よりやや浮いた位置に、巨礫1個と小礫が集中し、礫

の間に土器破片が入り込んでいる。東側壁面が攪乱で崩壊している。

遺物底面より10cmほど浮いた位置に礫と混在して土器片が発見された。 Ib-1類の土器

は、 DH-7の1の復元土器に接合した破片である。 Ib-3期のものは、 5、 6のように

細貼付帯横走と帯間に短繩文の施文されたものが多い。

時期出土レベルでIb 1類土器が下位にあるので、 Ib-1類期のものと思われる。

a

．

数 量
名 称 分 類

土 ’ 床覆 面

土 器 Ib-1 r〕ワ
ムイ

－3 62ﾉノ

その他の礫・礫片 ５

表Ⅵ-23 DP-4出土遺物一覧表 (計94点）

名 層 位番号 称 分 類 重さ (9) 備 考材 質

６

１

２

３

－４

土
風ロ

石寄 Ib 1

〃

不 明

Ib-3

覆 土

〃

〃

〃

1

fⅧ
無文

同一個体
〃

″

″

表Ⅵ－24 DP-4掲載遣物一覧
＊

DP-5

位置W-87-b

規模1. 51×1.24×0. 19

特徴平面形は長軸を北西に向けた卵形。Ⅳ層に掘り込まれた浅い平坦な底面には礫が全面

に突出している。土器はなく性格不明の小ピット。

遺物フレイク1点。

時期不明。

勺
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Ⅵ D地区の調査

DP-6

位置W-86-a、 b、 c、 d

規模2．48×1. 58×0.32

特徴平面形、底面ともに不整形で、段差のある底面をもつ。覆土上層には降下軽石の層が

あった。風倒木痕の可能性もある。

遺物すべて覆土からの出土。土器はIb-3類が多く 、 6～8は同一個体。横方向に細貼

付帯をもちその帯間に短繩文が施こされている。

一
己

時期 Ib-3類土器の時期。

量数
勺’
1コ 称 分 類

土 ’ 床覆 面

器土 １

２

３
~
~
~

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

０

３

８

１

１

３

〃

″

″

つまみ付きナイ フ | n,A｣ 1

(計52点）表Ⅵ－25 DP-5出土遺物一覧表

称 ｜分 類｜層 位｜重き (9) |材 質｜備 考

雲斗王壷

１

土 器 覆 土

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ib-1

〃

〃

Ib-2

〃

Ib-3

〃

〃

２

３

４

５

６

７

８

１

Ｊ

ｊ

Ｉ

１

Ｊ

ｊ

Ｉ

Ｊ

ｊ

ｊ

Ｉ

Ｊ

１

体

体

個

個

同

同

１

１
9 1つまみ付きナイフ| IIIAl 5 1Ha-Sh.』」

表Ⅵ－26 DP-5掲載遺物一覧表
p

4

DP-7

位置X-86-d (DH-6内）

規模0． 96×0．86×0． 22

特徴DH-6東側の床面に、床よりやや上から掘り込まれた円形の小ピット。

遺物掘り込み面のレベルに石Ⅲ5個と巨礫1個が使用面を内側に傾けて環状に並んでいる。

遺物 1 ． 2の2個力§大型。他の3個は小型及び破片。

時期 Ib 3類の時期以降。

－207－
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数
三一

圭亘●

名 分称 類
土 ’ 床覆 面

VIBl石 Ⅲ

その他の礫・礫片

5

1

(計 6点）表Ⅵ－27 DP-7出土遺物一覧表
■

番号｜ 名 称 ｜分 類|層
Ⅲ | VIB] |不VIBlⅢ

位|重さ(kg) |材 質|備
明| 141 1And. |14. 1 And

考

〃

〃

〃

〃

１

２

３

４

５

石

24.5

11. 1

10.6

5．2

〃

〃

〃

〃

幸

″

″

″

″

″

″

″

″

表Ⅵ－28 DP-7掲載遣物一覧表

3． 包含層の遺物

1） 土器

繩文時代早期(I群）の土器が断然多い。当地区は古い沢で南北に別れているが、 Ib 3

類は全体にほぼ均等にみられ、 Ib-1、 2類は沢の北側に多い。沢の南側にはIb-4類が

みられるようになる。 また沢の上にIIIa類の土器が集中出土している。図版では沢南、北、上

に分けて掲載したが、説明は各分類ごとに行うものとする。

I群(1～35･40～94) : 1～4 ･40～42をIa類、 5～12･43～62をIb-1類、 13～15 ･

63～82をIb-2類、 16～31 ･83～93をIb-3類、 32～35･94をIb-4類として細分する‘

a類（1～4 ． 40～42）

いずれも薄手の無文である。 4の底部はやや張り出し全面にささら状工具で表面調整されて

いる。裏側はほとんどのものに指圧痕が残っている。ただし41はよく調整がなされている。

b－1類（5～12 ．43～62）

44． 57．59は絡条体圧痕が施文されている。いずれも原体は太く 、類品がDH-5 、 7にあ

る。 62は撚紐圧痕文をもつ。 51･ 52･58は三本組紐の圧痕文が施されている。 51 ･58は細い組

紐が五段一組で施文され、 51はその間に短繩文、 58は上に斜繩文、下に繩端圧痕文が施されて

いる。 52は太い組紐でその上に斜繩文が入る。 54はDH-5 、 7にみられる魚骨の回転による

と思われる文様を施した土器である。 6は粘土紐をはりつけて､口唇部を'幅広くし、その上を撚

紐で刻んでいる。 60は繩文を地文とし、太く短かい粘土紐を貼りつけたもので、その上下面に

撚紐による圧痕を施している。焼成は良い。

7 ． 8 ．45．47 ． 50． 61は撚紐圧痕文が主役である。 口唇直下と底部の〈びれ部に施される

のが一般的であるが、 50は胴部にこれがある。

8．45は口唇下から斜めに短繩文が入る。 45．47は口唇部にも撚紐圧痕による刻みを施す。 12

、

（
と
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Ⅵ D地区の調査

は紐端結節の羽状繩文を施したもので、裏面には指圧痕がはっきり残っている。 11 ．50． 53は

羽状繩文の施されたもので、 11は張り出しのある底部でわずかに繩文がみられる。 53は縦方向

に羽状繩文が走るものでDH-5に類品がある。 5 ･ 9 ･46．48･49はいずれも繩文のみ施さ

れたものですべて口縁部である。ただし5には口唇にのみ撚紐圧痕による刻みがある。 9と49

は波状口縁で、 49は特に薄手で細かい繩文をもつ。 10･43･55･56･は無文で、表面調整がて

いねいで、いずれも焼きがよい。 10は径1cmほどのスタンプ｡状のくぼみがある。 55， 56は同一

個体の口縁と底部である。

b－2類(13～15･ 63～82)

器形は、深鉢形がほとんどを占める。 13．64･66･67･71･82は棒状工具で細い貼付帯に刻

みを入れる。 69は絡条体圧痕で刻み、 66．68．72．73は撚紐圧痕による細い貼付帯への刻みが

入る。 13はDH-8に同一個体があり、 口縁部に2本の細貼付帯をもつ。上1本には深い刻み

が入っている。地文は細かい繩文である。 67．70．77は同一個体である。 口唇の一本の貼付帯

を棒状工具で刻む。全体に細い繩文、繩端結節羽状繩文が交互に施文され、底部は数段にわた

り短繩文がみられる。 15．75も撚紐圧痕文の底部である。胴部の繩端結節羽状繩文は81にも施

文されている。 82は結束羽状繩文を地文とし、底部付近は短繩文、その上部に棒状工具による

刻みをもつ2本の細貼付帯がある。底部は粘土紐貼り付けによる張り出しがあり、約2cmおき

に指圧痕のへこみがめく．っている。 64は口唇から3cmほどの範囲の短繩文帯に、棒状工具で軽

くおさえられた刻みをもつ二本の細い粘土紐が貼付されている。下部は斜繩文である。 66と72

は、 口縁部2本の貼付帯に撚紐で刻みを入れている。地文は細い繩文である。 66はさらにその

下部に棒状工具で刻みを施した細貼付帯をもつ。

68．69．71 ．73．74．80．は絡条体圧痕文力§施されたものである。 68は貼付帯で区画された

部分に短繩文が入っている。 71は細い貼付帯が短繩文や棒状工具で刻まれ、帯間に絡条体圧痕

を施文する。 73．74．80は同一個体、 73の縦貼付帯は短繩文で刻みが入れられている。 74．80

では横方向の貼付帯より下は細かい斜繩文になっている。 69は地文が絡条体圧痕文で口縁の突

起につづいて太い縦の貼付帯がつけられている。貼付後両脇を絡条体で押えつけ、 さらに貼付

帯上にも施文している。 14．76．78は斜繩文のみの底部で、 76は72の底部、 78は73．74．80の

底部の可能性がある。 63と79は無文。同一個体である。

文様構成を大づかみにみると、 DH-7で出土した全体繩文だけのもの(図Ⅵ-18-12)は稀

で、繩文を地文として横走する細い貼付帯が全面にあるものと、下半部にあるものとに分けら

れる。下半部に数条の貼付帯が入るものには、 口唇に1 ． 2条の貼付帯をもつだけのものと、

上半部が絡条体圧痕文と縦横の貼付体で複雑に構成されるものとがある。貼付帯や口唇には刻

みの入るものが多い。

b 3類（16～31．83～93）

DH-8の土器にみられるように、文様構成等でIb-2類に近い様相を示すものが多い。

主に細い貼付帯か微隆起線文をつく り、その後に施文するものを特徴とする。 19と27は微隆起

､

汀

4
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線文である。貼付帯に撚紐による刻みがあるのは、 16．28．30のみで、他の破片は帯間に施文

された短繩文が貼付帯にまでかかるものが多い。絡条体圧痕が施文されたものは16． 19～21 ･

26．85．86～88．89で､16． 19～21 ．26．30の沢南のものは短繩文が併用されている｡16は口唇

直下に細貼付帯を1条めぐらし、そこから縦貼付帯を下ろし、樹枝状に絡条体圧痕文を施す。

19･21と24は同一個体の可能性が強い。絡条体圧痕文の文様帯を微隆起線で区切り、その下部

に微隆起線を数条めぐらし、上から撚紐をおしたものである。 20はこの微隆起線が細貼付帯に

なっている。 26の底部内側には文様ｶﾀある。 DH-8の文様と異なり、絡条帯圧痕と棒状刺突

による。 85．86の口唇直下に1条の細貼付帯がある。 87．88は同一個体で波状口縁である88の

一部には、絡条体圧痕文を施した部分がある。 93は細い貼付帯の間に同一原体による繩文と、

半置半転の圧痕文(短繩文）が施文されている。

90･91は繩文のみの底部で、 91は底内部中央に貼付と思われる突起をもつ。 23は貼付帯の上

から細い繩文を施したもの。 25は微隆起線の上にそれがなされている。

b－4類（32～35．94）

32．33は同一個体、 32は波状口縁で、 口唇部に短繩文を施文し、 33.94と同様､胴部に羽状の

撚糸文を施す。 33は羽状繩文ではさまれた空間に上下に2条の綾絡文をめ〈･らし、中央に3列

の繩端による刺突列がある。 34は口唇から2条1組の綾絡文を下方までめぐらす。 35は太い繩

文が施文されている。

II群a類(36～39．95･96) : a-1類はDH-8の覆土からまとまって発見されたものの他、

36がある。他はa－2類に属する。 （37～39．95 ．96)。

a－1類(36）

ゆるい波状口縁をもち全面に羽状繩文が展開する。

a－2類（37～39．95．96）

厚手の土器で、不規則な繩文が施文される。 39．96はへう状工具による内面調整がなされて

おり、光沢がある。

Ⅲ群a類（97． 102～108) ~

102～108は沢上出土で、 102は断面の丸い口唇の直下に幅広のうすい貼付帯があり、結節羽

状繩文が施されている（103は口唇に刻みをもつ)｡ 104と107･108は同一個体で、握り挙状の突

起には撚紐による4本の刻みがあり、 口縁には、短く細い粘土紐が表裏にわたってかけられて

いる。貼付帯には紐状のものと環状のものがあり荒い刻みが入っている。 105は猪口状の突起

をもち、その中央から縦に太い貼付帯がつけられている。猪口状の口唇部には撚紐による刻み

が入っている。 106は外側に稜をつくる口縁で、その下の文様は結束羽状繩文である。

Ⅳ群a類（98．99及び100.101） ：

100.101は同一個体で、時期不明だが、Ⅳa類に近いものと考えられる。 98は口縁に細い沈

線文が施されている。

〃

尋

忠

を
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2） 石器等

黒曜石、頁岩のフレイクの集中が数ケ所みられたため総点数は15,000点以上と多いが、道具

は約350個にすぎず、そのうち約250個が包含層出土のものである。土器からもわかるように早

期の遺跡ということで、当然石器も当該期のものが大半である。石鍍は早期の柳葉形のもの(1)

や五角形のもの(2)が破損して出土するものが多く 、図示に耐えず、早期以降のものを多く図示

した（3～7)｡やり先またはナイフは早期のものが3点出土しているうち2点を図示した（8．

9)｡石錐(10～12)は全例頁岩である。つまみ付きナイフ(13～23)はIIIA-1類(13～19)が断

然多く IⅡA－5類(23)の両長辺に打ちかきを入れ、つまみと刃部を同じような大きさにつくっ

たもの(23)も1個出土している。類例はDH-2･ 8にある。スクレイパー(24～26)は数は

多いが不定形で図示に耐えるものが少ない。早期のものは遺構からの出土がより多い。石斧は

遺構からの出土がほとんどで、数が少ない。礫石器はたたき石（27～29）や､すり石（30～40）

が多い。 29は軟質砂岩製で端を使用している。すり石は、早期の形態を示す断面三角形のもの

（30～35．37）や扁平礫利用のもの（36．38．39）がほとんどである。石皿は安山岩製のもの

(42)を1点図示した。このほか板状の安山岩（鉄平石）を石皿に利用することがあったらしい。

43に図示した大型のものの他、 DP-7やE地区、 C地区でも出土している。砥石は扁平礫の

片面を利用した砂岩製のもの(41)が1点出土した。遺構の項で若干触れたが、降下軽石層の直

下、直上の前期土器の包含層には、黒曜石や頁岩のフレイクチップの集中が数か所みられ、製

品やフレイクも混入している。 また早期包含層に混入してW-88-bからマイクロコアらしき

ものが出土している。別項にて詳述する。

その他、土器片を利用した円盤が発見されている。中には有孔のものもある。 44は沢南側か

らの出土でIb－3類土器の利用、 45～47は沢北側で3個ともIb-1類土器の利用である。

46は有孔円盤の未製品で両面から穿孔しようとした痕跡がみられ、完成品の47とともに、 D地

区東端のX-87-b･ c、 Y-87 a･dにわたる風倒木痕のような落ち込みの中から発見さ

れたものである。そして、 この落ち込みの中からは滑石製で、北海道では類例のない形状と角

孔をもつ映状耳飾の半欠が出土した。決状耳飾については別項で詳述する。
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〃
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Ⅵ D地区の調査

~

備 考分 類番号 発 掘 区備 考発 掘 区分 類番号

1，1肩qQ土予、
必人~ICノJ÷~廷

沢南側出土

Ia

〃

Ib 1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（

Ｕ

『

１

，

凸

９

７

５

９

２

吃

叩

３

１

皿

帥

鵬

ね

８

蛇

３

”

肥

岨

ｌ

調

訓

過

沼

調

錨

１

１

’

１

６

６

９

浬

妬

Ⅱ

帥

噸

帥

、

ｕ

即

醍

２

４

６

吃

帥

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

的

一

銘

巧

睦

一

一

一

一

一

１

｜

’

１

ｂ

ｃ

ｃ

ａ

１

ｂ

ａ

‐

ｂ

Ｃ

ａ

、

ｂ

ａ

可

ｂ

可

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

‐

ｂ

ａ

’

、

．

ｌ

Ｃ

ａ

‐

ｂ

Ｔ

ｂ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ａ

｜

ａ

｜

｜

｜

｜

’

’

７

７

７

８

７

７

７

６

８

８

７

７

７

８

８

８

７

８

８

８

７

８

’

８

’

７

７

７

７

７

７

７

８

８

毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
毛
部
毛
鎚
毛
毛
毛
宅
宅
宅
宅
署
毛

Ｖ

Ｘ

Ｗ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｗ

Ｘ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｗ

４

４

８

１

６

９

ｍ

ｍ

３

~~~~

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｄ

Ｃ

Ｃ

~
~
~
~
~
~
~
~

２

２

２

２

３

３

３

３

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~
~
~
~

Ｗ

Ｖ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｖ

Ｖ

Ｘ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

８

ニ

ー

リ

臼

へ

．

４

１

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｌ

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

皿

廻

喝

叫

鴫

肥

Ⅳ

肥

喝

加

訓

理

詔

型

濁

妬

”

詔

調

鋤

釧

蛇

詔

型

弱

調

諏

謁

調

如

.？

、
串

４

９

媚

１

１

岨

印

計

聡

~
~
~
~
~
~
~

１

．

‐

ｂ

ａ

ａ

ａ

Ｃ

‐

．

‐

ｂ

ａ

面

ｂ

ａ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

５

５

２

２

２

１

２

２

２

２

２

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｗ

Ｓ

Ｔ

Ｗ

Ｗ

Ｘ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

56と同一個体

無文
55と同一一個体
無文

〃

〃

〃

〃

I b 2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

８

９

２

２

６

７

１

１

１

~

~

ａ

ａ

ａ

ａ

~
~
~
~

２

２

２

２

８

８

８

８

~
~
~
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

79と同一個体
無文

70． 77と

同一個体
３

７

０

１

１

６

９

１

５

鍋

吃

１

皿

４

９

３

７

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

Ｕ

ｂ

‐

ｂ

ａ

ａ

ｃ

ｃ

ａ

ａ

‐

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
２
２
２
２
２
２
２
４
２
３
３
２
２
７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｗ

Ｘ

ふ

67． 77と

同一個体

76と

同一個体

74．78．80と

同~~個体
73．78．80と

同~~個体

体

体

個

個
~~
同

同

と

と

３

２

３

３

よ
》

J』

″

″

″

″

ａ

ａ

ｌ

１

１ 72と

同一個体

67．70と

同一個体

73．74．80と

同一個体
63と

同一個体

73．74．78と

同一個体

２

２

哩
皿
帥
肥
５
哩
皿

一

－

１

’

一

ａ

ａ

‐

ｑ

ａ

ａ

~
~
~
~
~

７

７

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~

Ｙ

Ｗ

Ｘ

Ｗ

Ｗ以下101まて
沢北側出土
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Vl D地区の調査

樫番 発 掘 区 備 考号 分 類 番号 分 類 発 掘 区 備 考

２

３

４

″

』

１

Ｊ

Ｊ

１

１

Ｊ

１

Ｊ

ｊ

ｂ

ｂ

Ｊ

Ｊ

１

１

Ｊ

１

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

IIa

〃

〃

Ⅳa

〃

不 明

〃

７

皿

釦

醒

昭

８

部

蛸

蛇

釦

３

７

皿

昭

７

１

’

１

｜

｜

〒

’

｜

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

Ｃ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｄ

ｂ

ａ

ｂ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~

７

７

７

８

７

７

７

７

７

７

８

７

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｖ

Ｘ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

旧

８

１

１

１

４

３

１

肥

５

１

１

６

四

６

~~

~
~
~
~
~
~
~

~

１

ｂ

ａ

ａ

‐

ｂ

‐

ｂ

ａ

ａ

‐

ｂ

ａ

ａ

‐

、

‐

ｂ

ａ

ａ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~

７

７

６

８

８

８

８

５

５

５

５

５

５

５

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~

~
~
~
~
~
~

~~

Ｘ

Ｘ

Ｕ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

弓

以下沢 l

集' | '出二1
IHa

〃

″

″

″

″

″

″

107．108と

|司一個体

’

｜
’

104．108と

同一個体

104．1()7と

同一個体

表Ⅵ-29@D地区掲載土器一覧表

番号 名 称 材 質発掘区 重さ{8) |備考分 鞘 備考番号 々 称恒 材 質分 類 重さ(gl発掘区

凸
’
’
一
ｎ
ノ
白
八
屯
Ｕ
１
斗
△
戸
「
リ
ハ
院
Ｕ

石 鍬

〃

〃

〃

Iノ

〃

〃

や')先又はﾅｲﾌ

〃

石 錐 類

〃

ａ

１

ｂ

ワ

亭

９

白

ｎ

Ｊ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Obs，

〃

１

．

ａ

且

ａ

ａ

‐

ｂ

ａ

ａ

鞆

休

ａ

Ｃ

８

３

ａ

Ｔ

ｄ

Ｃ

ａ

ａ

耗

林

ａ

‐

ｂ

ａ

０

‐

ｄ

’

｜

’

’

一

｜

’

｜

’

一

一

一

牙

宏

器

膀

器

一

一

一

一

一

別

朋

糾

別

籾

塊

開

祁

鮒

馴

祁

師

８

８

８

８

８

鮪

馳

別

恥

Ⅳ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

昨

帖

玲

艀

猴

昨

雁

艀

表

Ｙ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｙ

Ｘ

表

Ｔ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

４

１

１

１

０

－

７

０

５

０

０

６

９

８

７

０

０

２

６

８

０

７

１

８

，
Ｆ
両
Ｕ
ｎ
ノ
］
Ｄ

・

弓

ｊ

‐

０

０
Ｆ
「
ｖ
ｏ

八
叩
Ｕ
５
Ｇ

１
１
１
，
／
］

１

６

０

２

６

３

４

３

７

０

４

８

９

０

０

６

‐

１

１

２

１

２

１

２

２

２

４

Ｉ

１

ｉ

ｌ

IIIB9

〃

VA 2

〃

VA9

VIAl

〃

〃

〃

〃

〃

ⅥA2

WAl

WA2

ⅥA2

ⅥA9

WB9

ⅥBl

ⅥB

Ib 3

1b 1

11

スクレィパー

Ⅱ

Ｆ

ひ

八

０

月

Ｉ

へ

６

ｑ

〉

八

Ｕ

１

７

“

ｏ

０

４

匹

戸

０

八

０

庁

Ｉ

〔

５

ｑ

〕

八

Ｕ

１

り

草

ｎ

Ｊ

４

《

Ｆ

０

ハ

０

【

ｊ

，

臼

り

〕

？

臼

２

，

凸

ｑ

ｕ

ｎ

ｏ

ｑ

〕

、

。

ｑ

ｕ

ｎ

ｏ

、

．

、

．

八

Ｊ

ｎ

Ｊ

４

今

４

▲

４

鼻

１

４

４

Ａ

４

会

４

▲

４

１

、

ｂ

採

ａ

ａ

も

ａ

ｂ

ａ

且

ａ

ｃ

ｉ

ｂ

ａ

ａ

ａ

‐

ｂ

ａ

孫

元

詔

詔

も

記

剥

一

一

~

一

一

－

朕

朕

俳

匪

囎

牛

罪

俳

酢

２

８

２

８

７

７

８８

鮒

師

枇

馳

駆

別

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｘ

表

Ｗ

Ｙ

Ｗ

Ｘ

Ｗ

Ｘ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｙ

Ｗ

Ｘ

Ｖ

表

Ｖ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

ハ

リ

リ

八

Ⅱ

ｖ

目

』

八

Ⅱ

Ｕ

ハ

Ⅲ

リ

ｎ

Ｕ

Ｐ

ｈ

Ｕ

Ｐ

ｈ

Ｕ

ハ

Ⅲ

Ｕ

〔

Ⅱ

〕

八

Ⅱ

ｖ

Ｒ

Ｊ

《

川

Ｕ

戸

ｈ

Ｊ

目

』

貝

』

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

八

Ⅲ

〉

。

。

八

川

ソ

ｎ

Ｕ

９

Ｊ

１

人

１

上

ｑ

Ｊ

甲

Ｉ

１

人

Ｒ

Ｕ

川

壮

７

－

八

Ⅱ

ｖ

Ｒ

Ｕ

、

凸

ｑ

Ｊ

ｎ

Ｕ

八

Ｕ

か

、

〕

‐

月

詮

戸

嗣

Ｕ

八

ｍ

Ｕ

１

１

八

く

り

（

×

〕

ハ

ｈ

Ｕ

り

し

７
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4． 小 括

繩文時代早期の集落を調査できたことは、今|回|の調査の成果である。土器分類でI b-1~

3類の時期にあたる住居跡が計9か所発掘され､全体の出土遺物の分類や床而土器の分析等から

特にI b-3類土器の時期が中心と考えられる｡そこで各住居の新旧関係､ひいては住居の移動

と集落形成についてここで概観してみよう。 まず各住居の時期を土器分類に照らしてみると、

遺構各説で示したこ､とく 、沢北側ではIb 1類期にDH-7、 Ib-2～3類期にDH-4

と6の2軒、 Ib-3類期にDH-1 ･ 2 ･ 3 ･ 5の4軒、沢南側ではI b-3類期にDH-

8とDH-9の2i肝となる。 I b－3類期では、 1･.げ土の状態からみてDH 3がDH 1より

古い。

定住の開始は、 Ib 1類期のDH-7からという見方ができるほか、沢南の西北側にもこ

の時期の住居跡が存在する可能性も残る。 I b-2類期と断定できる住居がないが、 b 3類

土器にb－2類の様相が色濃く入るものがあるなど、 b－2類と3類の混在を指摘できるかも

知れない。 さらに、 DH-4とDH-6にあった覆土の焼土(DF 1 、 2)や、若干浮いた

位置にあったDH-9の焼土は、住居跡の廃絶以降に埋没過程のくぼみを利用した、 Ib 3

類期の所産と考えれば、周囲にb 3類期の集落があったことと、相関関係をもってくる。

以上のような観点から、分布を考慮しつつ、大小各1軒の2軒単位（例えばDH-2と3 ･

8と9）を基本として集団の発展を検討すれば、展開は下図のような概略で説明できよう。

（口数字は住居跡番号）

丑

可

' '3 1 ' ､-t
l

Ib-2I b-1

区 →

I
~I ~I~

1回一・副一回－－→ 今~~~~~~~~~ ~~~ ~~~~~~~~~~~~~

Ib-2類期の住居がないため確実なことは言えず、回→四・母儀回．回今回という個別の

展開をみた方がよいのかも知れない｡b 2～3類期において住居が、b－2類期から長期間営

まれていた可能性もあろう。最後に、 b－3類期以降の集落の動きを想像してみると、沢南側

はE地区でI b 4類土器の出土が多いことを考慮し、 E地区への発展、沢北側は未調査のB

地区への発展の可能性、 という構図を描くことができるように思う。

や
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図版Ⅵ－1
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1 .発掘調査前全景

2 ． 25％調査
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3 ．発掘終了後全景
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VI D地区の調査

図版Ⅵ－3
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図版Ⅵ－8
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図版Ⅵ－10
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Vl D地区の調査

図版Ⅵ－11
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図版Ⅵ－12
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VⅡ E地区の調査

ⅦE地区の調査

~
~
~

一
時
も

1 ． 概 要

E地区は、ヤンケシ川第2支流と第3支流の間に位置する。西から東へ張り出すなだらかな

尾根にある。標高10～16m･低位部は、湧水が激しく 、南端のT-71では第3支流の旧河道が

見つかった。南斜面には降水時に雨水の流路となる小さな沢筋が数本できるが、 この様な場所

には、大小多数の礫が分布している。

発掘以前は、牧草地として利用されていた。そのため高所は耕作による削平をうけ、包含層

が破壊されていた所もある。

土層は以下のとおりである。 I層は耕作土。 11層は黒色土、 1I1層は黒褐色土である。 111層は

繩文時代の遺物の包含層であり、高い所で約10cm、低湿地で約40cmの厚さである。本調査区で

はほとんどの遺物が111層から検出されている。 II層と111層の間には、大小様々な礫が集中して

堆積している。この礫と礫の間につまっている黒色土からも遺物が検出されている。Ⅳ層は黄

褐色土で、遺物の出土はない。繩文時代の遺構は、Ⅳ層に掘り込まれている。

や

表Ⅶ-1 E地区出土遺物一覧表

分 類数量 名 称 分 類数量

IIIA1 18 〃 ⅥA2 4

2 3 〃 4 1

3 1 〃 8 2

4 1 〃 9 3

8 10 石 皿ⅥBl 7

9 2 〃 8 29

111B1 7 砥 石ⅦB2 3

2 1 〃 8 2

8 5 石 錘ⅧA2 1

9 9 コ アⅨA 42

WA1 3 フレイク・チップⅨB 227

5 5 U.フレ イ ク XA 3

8 3 礫・礫 片 27

9 2 そ の 他 2

VA1 3 石器等計 480

2 11

3 1

9 6

VB1 2

WA1 18
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ⅥI E地区の調査

遺物は、繩文時代早期と中期のものが、土器7,631点、石器478点出土している。遺構は繩文

時代早期のものと思われるピットを2基確認した。土器の分類別分布は図Ⅶ－1に示した。繩

文時代早期の、東釧路Ⅲ式(Ib 1類)、 コッタロ式(Ib 2類)、中茶路式(Ib-3類)、

東釧路Ⅳ式(Ib-4類）が全体の9割以上を占める。早期の土器は、主に3つの集中地区か

ら出土している。①：標高13m前後のQ 72、 R-72区周辺の南側の斜面、②:R-75， 76区

周辺の北側のやや急な斜面、③：標高11m以下のT-73．74区周辺の低湿地である。 Ib-1

類の土器は①と②の地区に、 Ib-3類の土器は②のS-72区にほぼ一個体分がまとまって出

土している。 Ib-4類は、①、②、③の全域から出土している。

繩文時代中期の土器は、円筒上層式（Ⅲa類）に相当するもので数は多くない。 R-75， Q

ウ

乱

7570 74737271

[二コ0
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3

、
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サ

ノ
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ザ

~

Ib-3類の土器

Ib-4類の土器

土器の集中地区
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●一●土器の接合関係

図Ⅶ－1 遺構・遺物の分布と土器の接合関係
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Ⅶ E地区の調査

75区周辺に集中している。

石器の出土地区は、土器の集中出土地区とよく一致する。早期に属するⅢA1類のつまみ付

きナイフが多い。ほかに擦り切り磨製石斧、断面三角形のすり石などが目立つ。

遺構からは石皿に使用されたと思われる安山岩の板石が出土している。焼土は4か所存在し

たが伴出する遺物はない。

その他、近、現代遺構には、炭窯が2基、用途不明の円形のピッ I、 ，がある。 これらの遺構

については、 X章にまとめて報告する。

寺

1ト

2． 遺構とその遺物

EP-3 (図Ⅶ-2、図版Ⅶ－1 )

位置 T-72-d、 T-73-a 規模 1. 75×1. 69×0. 16

形状 平面形はほぼ円形。北側は攪乱されている。Ⅳ層中に掘り込まれ、覆土には、Ⅲ層

が堆積していた。中からは、石lⅢに使用されたと思われる大形の安山岩の板状の石が1個と

少量の礫が出土した。遺構の性格は不明である。付近の包含層からは、 Ib-4類の土器が

まとまって出土している。 時期 繩文時代早期。
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Ⅷ E地区の調査

EP-5 (図Ⅶ－2)

位置 P-74-C、 P-75-b 規模 2.05×1.58×0.24

形状 平面形は長円形。Ⅳ層をわずかに掘り込んでいる。遺物は出土していない。ピット

の性格は不明である。付近の包含層からは、 Ib-4類の土器がわずかに出土している。覆

土には1I1層が堆積している。 時期 繩文時代早期

＊

3． 包含層の遺物 乱

1） 土器

I群a類（図22～28、図版Ⅶ 22）

25は縦に鋭い沈線が2本、 27は細い沈線が1本見られる。ほかはすべて無文である。 26～28

には、表裏面に擦痕があり、 24の裏面にはかすかに条痕がみられる。 23の口縁は波状の可能性

がある。 26， 27は大楽毛式類似のものと思われる。

I群b－1類（図l～7 ． 29～52、図版Ⅶ－2． 3）

器形はいずれも深鉢形を呈し、高さ53cmの大型のものからかなり小型のものまである。平縁

の口縁で、やや外反するものが多い。 口唇は幅が広く 、撚糸、絡条体、組紐等で刻み目がつけ

られるものが大部分を占める。 口縁部には、縦方向に撚紐の圧痕文がつけられているものがあ

る。底部の多くは、平底で「〈」の字状に張り出し、 口縁同様、縦方向に撚紐の圧痕文がつけ

られている。胴部には、繩文、組紐圧痕文、貼付文など力：みられる。

胴部の文様は、繩文が施文されているものがほとんどで、羽状を呈するもの(6．30．32．40)、

1段ごとに条を横方向と斜め方向に走らせて帯状の文様を組み合せたもの（1．3．5．32）などが

ある。 30の羽状繩文は、右下がりの条が無節である。 33にも無節の繩文が施されている。繩文

のほか、三本組紐の圧痕文と撚紐圧痕文で文様を構成しているものがある （29. 42～46．49)。

42～44では、三本組紐で曲線を表現している。 2は、底部付近に繩文が施されているほかは、

三本組紐の圧痕文で器面を縦方向、横方向に区画し、その中に撚紐圧痕文を施して、幾何学的

な文様を構成している。 4は、胴部下半に撚紐圧痕文が数段にわたって施されており、底部に

は、指によって周囲に凹みがつけられている。 34． 35 ．39には、絡条体圧痕文がみられる。 34.

35は、 口唇部力§まるく、薄手で焼成が良い。

貼付文をもつものに、短い粘土紐を横方向、斜方向に貼り付けその上に刻みをつけたもの(1)、

ボタン状の貼り付けのあるもの（45．46）がある。なお、 47 ．48は同一個体で、無文ではある

が底部の特徴からこの分類に入ると考えられる。

I群b－2類（図8 ． 53～56、図版Ⅶ－3 ． 5 ． 6）

8は深鉢形で、 口唇に短繩文がみられ、 口縁から胴部にかけては、結束をもつ羽状繩文が表

裏面に施されている。 53． 54にも結束がみられ、 54． 56には、細い貼付帯がある。

I群b－3類（図9 ． 57～60、図版Ⅶ－3 ･ 6)

石

君
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ー色0，－



Ⅶ E地区の調査

9は、体部がやや膨む深鉢形で､ある。器面全体に、細い断面三角形の貼付帯をめぐらして、

直線と曲線を描いている。貼付帯の間は、胴上半部では短繩文が、胴下半部では細かい繩文が

施されている。 59は裏面に擦痕が認められた。 60は、底部の内側に認められた突起である。貼

り付けか、指でつまんで成形したかは判然としない。底面は平坦である。

I群b－4類（図10～21 ･ 61～91、図版Ⅶ－4 ･ 5 ･ 7 ･ 8)

器形は深鉢形で、丸底に近い平底のものが一般的で、尖底に近いものが一例ある(13)。羽状

の撚糸文が施されたものがほとんどで、 まれに繩文がつけられたものもある(13,81)。

21 ･ 71 ･91では底にも撚糸文がみられる。 17． 18･49は、 口縁部にI幅の狭い文様帯をもつも

ので、数段の繩端圧痕文が施されている。 70は、裏面にも繩端圧痕文がある。 71･ 72は、撚糸

文の原体が押捺されている。 75～80は綾絡文をもつものである。 75の口唇部には刻み目がある

(20)。83～88は魚骨回転文が施されている。 85の口縁と胴部にはU字形の刺突が施されている。

魚骨の端によるものかもしれない。

なお、 10と19には、撚紐の軸の回転痕がついている。 これによればこの原体の軸が繩である

ことがわかる。 88～89は無文のものである。

III群a類（図92～103、図版Ⅶ－8)

92は口縁部に貼付帯がめく．らされ、その上に撚紐で刻みをつけている。 93． 95～98は細い貼

付帯上に撚紐の圧痕文が施されている。 96は、 口唇部に繩による刻み目があり、 口縁直下には、

連続刺突文が施されている。 94． 98は突起の部分である。

2） 石器（図Ⅶ－9～11、図版Ⅶ－9 ． 10）

つまみ付きナイフ、石皿(片)、すり石の占める割合が多い。次いで、スクレイパー、たたき

石、石斧、石繊が多い。剥片、礫等が全体の56％を占める。つまみ付きナイフのうち半数以上

は、繩文時代早期に属すると思われる （11～19)｡また頁岩、硅岩製のものが大多数を占め、完

形品では、黒曜石製のものはない。 lOcm前後の大型のものが多い。すり石は、安山岩製で断面

三角形の繩文時代早期に属するもの（図Ⅶ10, 31～34）が多く 、北海道式石冠の破片（図Ⅶ10,

35） も1点出土している。石錘は1点出土しているが、安山岩製で加工は粗雑である。重量は

6009以上あり、早期に属するものと考えられる。

両先端をたん念に加工した硅岩製のドリル(10)、破損しているが大形のやり先またはナイフ

が、それぞれ1点出土している。

石斧は、緑色泥岩のものが多数を占める。擦り切り手法の痕跡がみられる破片(27)が出土し

ている。

つまみ付きナイフ、石鍼、すり石の出土地点は、早期の土器の集中出土地点とほぼ一致する。

たたき石は、大形扁平礫の側縁を使用したものが多い。ほかに安山岩の台石と石皿がある。Ⅲ

a類の土器に伴なうものであろう。
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ⅥI E地区の調査

4． 小括

本調査区では、繩文時代早期のものと思われる浅いピットが2基検出されたのみで、住居跡

等当時の生活の跡を示す遺構はなかった。 しかし、土器の集中地区が3か所あり、それぞれが

生活の場であった可能性はある。そのうち①と②地区は、その間が耕作により削平されてはい

るが、土器片の接合関係から、つながる要素があることがわかった。すなわち、①地区と②地

区から出土した、 Ib-l、 I b-2類の土器片が約20m離れてはいるが、接合しているので

ある。 このことから、現在は肖I平により分断されてはいるが、①から②にかけての地区は、繩

文時代早期の土器の時期にひとつづきの生活の場であったのではないかと推定できる。

また、低位の③のIb-4類の土器集中地区は、湧水によって水没し、遺構の有無は確認で

きなかったが、相当数の復原可能な土器の集中から考え、 ここにも生活の場が存在していた可

能性はある。なお③の地区より下位の本調査区に続く牧草畑にトレンチをいれ、包含層が続く

かどうかを確認してみたが、耕作土の下はすぐ泥炭層で、遺物は検出されなかった。

1口

q』

表Ⅶ-2~E地区掲載土器一覧表(1)
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図版Ⅶ－1

廿

W

l ~ 発掘調査状況（25％調査）

分

’ し

' Fp－q
告 ｡ 当ユ~ u

249－



Ⅶ E地区の調査

図版Ⅶ-2

汝

江

1 .土器I}土状況(Q-72-b) 2 ~土器出土状況(R-74-a)

皇

4

鳶

織鳥§増

藍零
串鴬

3 4包含層出土の土器(1)

'Rn
亭uL"
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図版Ⅶ－5
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ⅧF地区の調査

ⅧF地区の調査

↓

1． 概 要

F地区は、ヤンケシ川第3支流の右岸斜面に位置する。標高10～16m・発掘最終面において、

発掘区の中央部と南端に西から東へ向って3筋の小沢が認められた。これら3本の沢筋には、

大小の礫が集中して堆積している。標高11m以下の区域は、 じめじめした湿地で、水はけが極

めて悪い。 とくに発掘区東側すみのT－66区周辺では、降水時には多量の水が流れ込み水没す

る。北部は、やや平坦でここには礫が認められなかった。 また斜面上部のQ-63， 64区周辺で

は、常に水が湧きだしており、礫が集中している。 R-63区を通って調査区の南端の沢筋に続

くものである。

士層は、以下のとおりである。 I層は耕作土。 II層は黒色土層、Ⅲ層は黒褐色土層で、いず

れも遺物包含層である。本調査区の遺物の大半は、 111層から出土している。 この1I1層は、繩文

時代早期の遺物の包含層で、厚さは、斜面の上面で10cm位、低湿地で40cmを超えるところもあ

る。図1－2に示したように、 この地区周辺は土石流によって何度も土砂の堆積が繰り返され

ており、そのためにII層、 111層が数層に分断されている。間層をはさみ上下いずれの層からも、

遺物が出土している。遺構は確認されていない。

遺物には、繩文時代早期と中期のものがあり、土器1,840点、石器325点が出土した。繩文時

代早期の土器の多くは、東釧路Ⅳ式(Ib-4類）に相当するものであり、出土数の半数以上

Q

表VⅢ－1 F地区出土遺物一覧表

分 類数量

WA2 1

4 1

8 2

9 3

WB1 2

8 1

HA I

ⅨB 253

XA 2

18

325

類

４

１

２

明

ｂ

’

｜

’

２

４

８

９

１

２

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

Ａ

Ａ
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Ｉ

Ⅲ

Ⅲ
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不

Ｉ
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計

錐

７

称

邦

″

〃

〃

〃

器

〃

〃

〃
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〃
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土
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石

っ
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６
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１

４

０

２
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２

１
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０

４

８

４

０

３

４

８
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Ｌ

１

名 称
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〃

〃

石 斧

〃

〃

〃

〃

分 類数量

IIIA9 4

IIIB2 2

8 1

9 3

WA1 3

2 1

3 1

5 1

WA8 1

VA3 1

9 4

WAl 2

名 称

す り 石

〃
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〃
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Vm F地区の調査
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Ⅷ F地区の調査

を占める。中期の土器は見晴町式(IIIb-1類)に並行するものである。 また入江式（Ⅳa類）

に相当するものが1点出土している。

土器の出土地区の分布は大きく 3か所に分けることができる。 （図Ⅷ 1参照）

①：斜面上部の標高13m以上の区域、礫が集中しており水が湧き出しているQ-63、 R-64区

から、礫のあまりないR-64， 65区にかけての地区。 IⅡb－1類の土器が、数か所にまとまっ

て出土している。②：発掘区北側、 R-65、 S-65区周近で、礫があまりないやや平坦なとこ

ろ。 Ib-4類の土器がまとまって出土している。③:T-64， 65区周辺の3本の沢筋が集中

する低湿地。 Ib-4類の土器のみが集中して出土している。①の地区の土器で、礫と礫の間

の黒色土の中から出土しているものは、摩耗力ざ激しい。 また礫の少ないところからも、ほぼ一

個体分の土器片がまとまって出土している。②の地区では、土器の摩滅はあまりみられず、器

面の文様がはっきりとわかるものが多い。③の地区では、①の地区と同様に礫と礫の間、間層

をはさんだ上下2層の包含層から遺物が出土しており、この地区の遺物も摩耗が激しい。

土器の出土状況は、高いところにIIIb-1類、低いところにIb-4類がまとまっている。

石器も、 この3地区にまとまって出土している。 T-65区でフレイクが多数出土した。

ロ

2． 包含層の遺物

1） 土器（図Ⅷ－2、図版Ⅷ－2 ． 3）

I群b－4類(1･2･5～18) :平底のもの(1･17．18)と丸底のもの(2)とがあり、いずれも深鉢

形である。 1 ． 17は無文、 2には繩文が施されており、繩端圧痕文を三重にめぐらしている。

口縁部の文様をみると、撚紐圧痕文が施されたもの(8)、綾絡文をもつもの(9･10)、撚糸文の

原体を押捺したと思われるもの(11)がある。 12． 13は短繩文が施された間に、二本組の撚糸圧

痕文で山形の文様を描いている。 15は裏面にへう状工具によると思われる器面調製の際の擦痕

がみられる。

III群b－1類(3･4･19～26) :3,4は、見晴町式に並行するものである。 19～26の土器もほぼ

この時期のものと思われる。 3は三つの山形突起をもち、 口縁はやや外反する。口唇部に、竹

管状工具による沈線がみられる。 4には、それぞれ形の異なる三つの山形突起があり、胴部が

口縁よりもわずかに張り出している。縦・横の平行線、孤線の沈線文が施され、 口唇部には3

と同様の沈線がみられる。 25には綾絡文が付されている。 19･21は、 口縁の隆起帯上に繩によ

る刻みがつけられており、 19は縦、横に太い沈線が特徴的である。

III群b－2類(27) :厚手で胎土に砂粒が混入しており、若干の繊維痕がみられる。

Ⅳ群a類(28) :沈線文をもつものである。入江式に相当するものといえよう。

2） 石器（図Ⅷ－3、図版Ⅷ－4）

石器の出土点数は少ない。つまみ付きナイフ、石鐡、石斧、石皿(片)、すり石の占める割合

が多い。スクレイバーは粗雑な作りのものが多い。やり先またはナイフ、石錐類は、出土して

いない。つまみ付きナイフはほとんどが、繩文時代早期のものと思われるIIIAl類(4～8)で、

凸

谷
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Ⅷ F地区の調査

大型である。すり石は破片が多いが、繩文時代早期に属すると思われるⅥA1(18)のものが多

い。石器の出土地区は、土器の集中地区とほぼ一致する。

3． 小 括

本調査区では、遺構はないが、繩文時代早期と中期の土器集中地区が3か所あった。 またほ

ぼ一個体分の土器片のまとまりが4か所に点在してみとめられるという分布の特徴があった。

Ib-4類の土器は、②と③の地区に集中している。又単独で、南側の土石流中と礫のない

やや平坦なとこにほぼ完形に近い二個体分力ざ出土している （図Ⅷ－1)｡②地区の土器はほとん

ど摩耗していない。 しかし③地区では、土器が礫の間から出土しており摩耗も激しい。 このこ

とから、③地区の土器は、出土地点より更に高い地区から土石流により押し流され沢筋に堆積

したものではないかと思われる。この場合、予想されるのは、②のR-65、 S-65付近で、 こ

の周辺に早期の生活域があったのではないかと考えられる。

IIIb-1類の土器は、①地区に数か所まとまっており、 N,Us-cパミスや凝灰岩を含んだ土

石流中にみいだせる。 また①地区のすぐそばから、 レベルは異なるがほぼ完形にちかい形で、 2

個体がいずれも、その場で押しつぶされた状態で出土している。これらのことから、 この斜面

の上方に当時の生活領域があったことが予想される。

屯

寺

表Ⅷ－2 F地区掲載土器一覧表

番号

1

2

3

4

5

一万
b

7

8

9

10

備 考番号

図版Ⅷ－3 211

〃 22

〃 23

〃 24

〃 25

〃 26

〃 27

〃 28

図)坂Ⅶ1－3
2

〃

番号

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

区

ｂ

ａ

Ｃ

ａ

ｄ

ｂ

ｂ

ａ

ｂ

ｂ

~

~

~

~

~

~

~

~

掘

帥

“

“

開

開

閖

鮨

開

開

砺

~

~

~

~

~

~

~

~

発

Ｓ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｒ

Ｔ

Ｔ

聿

号

２

２

２

２

３

~

Ⅷ

２

Ⅷ

３

Ⅷ

４

Ⅷ

５

，

１

″

″

″

″

〃

坂

坂

坂

坂

坂

Ｉ

１

１

１

１

備

図

図

図

図

図

分類

Ib-4

〃

IIIb 1

〃

Ib-4

〃

〃

〃

〃

〃

分類

Ib－4

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

IIIb-1

〃

庁

陰

‐

ｑ

ｃ

ｃ

‐

．

Ｃ

ａ

’

０

ａ

Ｃ

Ｃ

~

~

~

~

~

~

~

~

掘

開

偲

聞

“

鮨

船

閖

開

開

閉

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

発

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｒ

Ｑ

分類

IIIb－l

〃

〃

区

Ｃ

ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｂ

~
~
~
~
~
~
~
掘
闘
飽
田
田
開
聞
侭
“

~
~
~
~
~
~
~
発
Ｒ
Ｒ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｒ
Ｑ
Ｒ

備 考
図叶反Ⅷ－3

2

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

j」

〃

~Ⅳa

＆

表Ⅷ－3 F地区掲載石器一覧表

材 質備考番号

Obs． 11

〃 12

〃 l3

Che． 14

〃 l5

Sh． 16

〃 17

Ha-sh． 18

0bs． l9

n1

Dn．

番号

~1
名 称

石 雛

〃

ノノ

つまみ付きナイフ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

区

毛

玉

元

も

乱

乱

元

市

五

和

掘

開

稲

縄

糾

開

開

鮒

例

開

聞

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

発

Ｕ

Ｕ

Ｒ

Ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｑ

Ｒ

Ｔ

Ｑ

重さ(gl

(0. 24）

(0.3)

0‘ 2

3．0

6． 3

10.0

2．41

9，3

2．7

35．3

分類

IA2－

IA2b

lA4

111A1

mA2

IIA1

I

IIIA2

IIIA9

〃

名 称

スクレィパー

〃

〃

石 斧

〃

た た き 石

〃

す ’） 石

〃

分類

IIB2

〃

IIIB9

WA3

WA1

VA9

I

WAl

ⅥA4

発掘区重さ(9)

R-65－a (0､ 31)

R－65－c (023)

Q－64－c (O| 58)

S-66-b (65. 0)

Q-64 b (46. 0)

S-65-a 390･O

S-63-c 430､O

T－66－a l! 220.0

R－63 c

材 質備考

Obs．

〃

Sh、

Gr－Mud，

〃

And，

〃

〃

〃

~

ｎ

４

ｌ

ｑ

４

５

６

ｌ

７

ｌ

８

ｌ

９

ｌ

皿
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図版Ⅷ－1

1 ．発掘調査状況

､

2 ．土器出土状況(R-64 c
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図版Ⅷ－2
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図版Ⅷ－4
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Ⅸ G地区の調査

ⅨG地区の調査

ｆ

1 ． 概 要

G地区は、 カムイヌプリの南東稜の末端に位置し、川上B遺跡の南はずれにある。 2か所の

湧水からの流れにはさまれたやや急な斜面で、標高14～22m・

遺構は、 Q-58-bのII～1I1層にみられる焼土lか所のみである。直径約50cmのほぼ円形で

厚さ10cm･周辺からは、炭化したオニグルミが出土している。時期は繩文時代早期。

遺物は、 703点出土している。繩文早期の円孔文、沈線文土器、東釧路Ⅲ式土器、繩文中期

の柏木川式などがある。円孔文、沈線文土器は、 (1)Q-57－bのP l付近、 (2)Q-57－d付

近、 (3)Q-58-bのP－2、 F－l付近の3か所に分布が集中している。

P－1は、明瞭な形状をもたないことから遺構と認定しなかったが、凹地内の111層からは、

土器片が多数出土している。また、 II層からは、大形スクレイパーや石斧なども出土している。

P 2は、風倒木痕であるが、その中から土器片が多数出土した。

東釧路Ⅲ式土器は、 C-58-dを中心に、かなり広範囲に分布している。繩文中期の土器は

P-57 aに分布している。石器は、発掘区の全域にわたって点在している。

表Ⅸ－1 G地区出土遺物一覧表

数量
3

1

3

1

1

17

1

名 称 分 類数量 名 称

士 器 I a 408 やり先季湾
" Ib-1 203 石錐類

ﾉノ IIIa l7 つまみ付ナイフ

" IIIb-2 14 "

" III l スクレイパー

土器計 643 〃

石 錐 IA2b 2 "

〃 3 1 〃

〃 8 1 石 斧

〃 9 1 〃

やり先または
ナイフ

石錐類

斧石

類

８

９

１

２

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

分

Ⅳ

Ⅳ

Ⅵ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅸ

Ｘ

日

里 名 称分 類数

IBl

IIAl

IIIA1

2

斧１

１

同

す り 石

石 錘
． ア

フレイ ク

Uフレイク

礫・礫 片

有孔円盤
石器等計

３

１

’

１

’

１

IIIBl

2

１
’
昭

８

９

１

５

Ａ

Ⅳ

２
’
１２

’
１ 田
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表Ⅸ-2 G地区掲載土器一覧表

番号 発掘区分 類 備考 番号 分 類 発掘区 備考 番号 発掘区 備考分 類

Q-57-d1 19 Q-58-b Ib-1 R－58－〔I a I a 37

Q-56-d２ 20 Q-57 b S 58－b38″

″

〃 〃

３ Q-57-b Q-58-b21 ﾐq
ごぜ R－58－c〃 〃

4 ワワ
白目 40 R－58 b〃 〃 〃 〃 〃

V

５ 23 S-58-b41〃 〃J1 〃 〃

6 24 バワ
士色 S－58 a〃 〃 II 〃

７ Q 58 b 25 43 R－57－d″ 〃 〃

~

Q 57-b8 26 〃 R－58－c44〃 〃 〃

q
、庁

邑／ 45 S－58－c〃 〃 〃 〃 〃

10 Q-58-b 28 46 S－58－a〃 〃 〃 〃

1］ 29 Q-57-b S－58－b47〃 〃 〃 〃

12 30 48 S 58 a〃 〃 〃 ﾉノ 〃

1q
ユレ 31 49 S－58－c〃 〃 〃 〃

14 R－57－d 32 S-58-b50〃 〃 ″ 〃

可F

lo Q 58-b Qq
リ』 Q-57-b R－56－d51〃 〃 〃

Q-56-d16 34 P 37－a
Fn

O乙 S 58 d〃 〃 〃

1ワ
人~’ Q 57 6 qR

u噂 I b－l R－58－c
Fヘ

、｡ IIIb 2 P－57－a〃

18 Q 58 b 36 54〃 〃 〃 〃 〃

表Ⅸ-3 G地区掲載石器一覧表

番
白
万
一
１

２
ｌ
３

４
ｌ
５

６

溌
目
写

名 称 重さ(9)分 類 発掘区 材 料 備考 々 称口 分 類 発掘区 重さIg 材 質 備考

石 鰄 IA2b D一員ワーハ
ム JJ し (0, 75） Obs IIIB926 R－57－c

、1 戸

四1， 0 Shスクレィパー
T ~An

lAd N－58－． 0．3 (2. 1)ⅨB27 7 レ イ ク R－58－，〃 〃 〃

IA2b P-56－c (1. 6) (3.0)28 〃 ノノ Q－58－fⅡ J ﾉI

P－57－b 1. 6IA9 29 8． 0 〃J』 〃 〃 〃

表面採集 8．9IB1やり先またはﾅｲﾌ 30 ノノ 〃 Q－58－b 5, 5〃 〃

石 錐 類碓 類 IIAl Q－57 b ll

lきナイフⅢA2 M－57 b 12. 5

" IIIAl S-58－d (19. 9)

〃 ノ| Q-57 b (13, 6)

〃 〃 M－56－c 16．8

IIIA2 M－57 b 12. 5

S－58－d （19, 9）

〃 〃

M－56－〃〃

31 〃 〃 Q－57－l 38. 0 〃〃

つまき付きナイフ
nl

On 32 〃 R 57 c 8, 7j 〃

８
’
９

″

″

７

０

６

３

，

Ｊ

１

４

ａ

１

０

~

８

７

５

５

~
~

Ｑ

Ｑ

n戸庁

do，／〃)3 1 〃〃 〃

〃34″

Ⅱ

｣」

10 q民
JU 〃 27．0〃 』

11 スクレイパー IIIB1 S－58 a 22.4 ノ， Q－58－b 18.836 〃 j 〃

岬

咽

〃

〃

〃

Q 57-b
1，

1乙 13.0 〃 Q－57 b

口
り弓
！]イ 13, 6〃 〃 Ⅱ 〃

１

．

‐

ｂ

０

１

ｂ

~
~
~
~

７

７

ハ

リ

７

５

５

５

５

~
~
~
~

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

1ヘ

Ld 8. 6 38 I R-57 c (6.7) "

ノノ P 57－． 13， 7 〃

〃 R－57－c (4. 1) /!

斧WAl P-57-d 44. 4 Sch

〃

R－57－c (4. 1)〃

〃 ″
″
｜
″
｜
Ⅱ

Ⅱ

4 1 〃 qR 1
UUﾛ ム 39 』

即
一
岬

4010 〃 j

全

陥

Ⅳ

肥

的

排
Ⅱ

Q-56-d (13. 2） Q 57 b 49. 8 Gr Mud〃 〃 J 』 1J

Ⅱ
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Ⅱ

〃
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Ⅳ
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ｕ
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７
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５

５

~
Ｑ

Ｑ

Ｑ
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″

″

〃Q57上
7貝q
イリDJ

〃

Iノ P－57 b 8. 6 "43 礫

WA844 石 斧 Q－57－a (28. 8) "
〃

Ⅱ20 WA5 N－58－b l (125) "45 j
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上上 錘2（ 46 石 ⅧA2 Q-58 b l ll2j
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ノノ 〃
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IX G地区の調査

2． 遣 物

1） 土器

繩文早川の2咽式と、 繩文1 |』期の土器が出土した。 l～12が円孔文l菖器。 lはl]縁がゆ

るやかな波状を呈する。器l',fは4mmと非常に薄い。胎土には小礫、石英を含むが繊維はみられ

ない。文様は1 ･ 0の円孔文が口緑に平行してほぼ2c'''|ﾊ1隔で4つ施されている。器表而には

炭化物が付着し黒色の色調である。 3 ． 7 ． 10～12はP－2から,'ll土している。いずれも小l 1, ･

である。 10 ･ 11の口唇は平坦に作られ、 11はやや外側に傾斜している。 ・文様は3 ･ 7 ･ 10･ 11

が円孔文十沈線文。円孔文は3 ． 7 ． 10が1 ･ 0， 11 ･ 12が0 ･ 1である。 12の沈線文は口緑

に平行する沈線が2本、そのなかに縦位の短かい沈線が施されている。 2 ． 4～6 ． 8 ． 9は

P－l出土。 2は口唇部が器Im調整と同施文具で整形され、やや外ll!llに傾斜している。胎土に

は'1,礫と石英を含み、繊維はみられない。外面には縦位の調整痕がみられ、内面はより明瞭に

斜位の調擁痕が認められる。文様は1 ･ 0の円孔文。縦位の調整痕は5 . 8の外面にもみられ

る。円孔文はいずれも1 ． 0である。 13･ 14にも縦位の調整痕がみられる。 15･ 16は円孔文の

みられない口縁部破片。 15はP－2， 16はP－l出土。 15は波状I1緑。外面は凹l111が著しい。

16にも縦位の調整痕がみられる。 17． 20． 29はP－l出土。内外面に縦位、斜位の調整痕が認

められる。 18 ･ 19･ 21～28は沈線文土器でP－2出土。 18. 19は同一個体。かなl)大形の土器

で、やや胴張l)の器形である。文様は沈線で構成され、 lll1下半部には施文されていない。 口織

部がないため口織部文様とのつながりは不明である。従って18･ 19の文様は文様構成の末端部

である。文様構成はV字もしくはL字の2本の平行沈線とそれを結ぶ縦位の厩沈線の3構成と

なっている。そして平行沈線の文様描成はV字間の空間内に施文されている。 23は平行沈線と

短沈線が施文され、 2本の平行沈線の末端が結ばれている。 28は平行沈線間に刺突文が連続し

て施されている。刺突文の原体は明らかに半裁状のものである。 30はP－l出土の有孔円盤？。

円形と思われ、その中心に孔が穿たれている。文様は認められない。 31～34はP-1 !'H土の底

部。いずれも平底で底面が平皿である。底がやや雌リル)している。 35～52は繩文早期束釧路1I1

式土器。 35～41はLI縁部破片。 口唇部は平坦で若干外側に肥厚している。胎土に小礫を含み、

やや脆い。色調は黒褐色ないし赤褐色を呈す。繩文はいずれもRL斜繩文。 45･ 46は人目のR

L斜繩文が横位に施されている。 47はLR斜繩文。 48はRの撚糸文が左上から右下に施文され

ている。胎土には石英か混入している。 43 ． 49 ． 52はループ状の繩圧痕が押I王されている。繩

文は43がLR、 49 ･ 52がRL斜繩文。 51は束釧路Ⅲ式土器の分布範囲外のQ-56 dから,'ll土

し、絡条体圧痕文と短繩文が施文されている。 53 ．54は繩文'11期のいわゆる「柏木l l l式土器」

に類似する土器と思われる。 53は波状口緑で、 口唇部は円頚を呈する。器外面が風化している

ため文様は鮮明でないが、 T字状の貼付'帯があり、 その’二に繩文がｲlll圧施文されている。地文

は不明である。 54は口縁は波状を呈し、 口唇部か内側にやや1噸斜している。内面はていねいに

研磨調整されている。文様は不鮮明であるが、羽状地文である。

幸

公

盃
》
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2） 石器

石質は1～6が黒耀石、 7～40が頁岩、 25は泥岩、 41が片岩、 42～45が緑色泥岩である。

1 ． 3は石搬の未製品。いずれも茎が作られている。 2は薄身の剥片に簡単な加工を施した三

角錐で基部がややくぼんでいる。 4は基部の欠損した柳葉形の石錐。 5は左右がやや非対称の

石槍。いわゆる花十勝の黒曜石。 6は球裸のみられる赤井川産の黒曜石で、石錐もしくはスク

レイパー。 7～10はつまみ付きナイフ。 11～40, 47はスクレイパー。 41･ 42･44 ･45は石斧。

41 ． 42はP－1の分布範囲内にある。いずれも擦り切り痕を残す両刃の石斧。 41はていねいに

全面研磨している。 42は全面に細かなペッキングが認められ、刃先だけ研磨している。 44． 45

も両刃の石斧。 43は全面に研磨のみられる礫である． 46は石錘。長軸の両端に打ち欠きを持つ。

48～50はす})石。いずれも断面がすみまる三角形の礫に近いもので、長軸の稜の一つを使用し

ている、

3． 小 括BL

G地区は繩文早期、中期に営まれた遺跡である。焼土以外遺構は認められず、遺物集中地区

が4か所あり、それぞれ時期を異にしていた。 P 1の繩文早期円孔文土器とスクレイパー、

大型フレイク、石斧は共伴する。土器に関していえば、繩文早期の円孔文、沈線文土器は管見

の限りで､は類例を知らない。従ってその編年的位置については、明確に決定しがたいが、一応

繩文早期末葉のいわゆる「ムシリ I式土器」 と近緑関係にあるのではないかと思われる。類似

の土器は現在整理中の白老町虎杖浜3遺跡から出土している。

nFヲ庁
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Ⅸ G地区の調査

、

1 ．発掘調査前全景

2．発掘終了後全景
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包含層出土の土器
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X近・現代の遺構と遺物

X近・現代の遺構と遺物

本遺跡のほぼ全域から、近・現代に属すと思われる遺構と遺物が発見されている。特に多い

のは、 CおよびE地区の高所とD地区の南側半分であり、 CとD地区には近くに家があったこ

とが知られている。 また、道々上登別・室蘭線ができるまでは、丘陵のすそを巡って冨岸と幌

別を結ぶ道路が通っていた。現在C・D地区とE地区の間にある道路がこの旧道にあたり、 E

地区で南へ折れ、 F・G地区の下を通って南方へのびていた。 また、 E地区で南に折れずに直

っすぐ丘をのぼると、明治時代後半に幌別に住んだジョン･バチェラーの邸跡へ行きつく。この

間は、並木道になっていたといわれ、現在でも並木の一部が残っている。

これらの道の周辺に住んでいた人々が残した遺構と遺物については、時代が新らしいにもか

かわらず、性格のわからないものが多い。ここでは代表的なもののみを紹介するにとどめたい。

可

1 ． 炭窯(EP-2、 EP-4図x-1)

E地区の緩斜面から炭窯2基が上下に並んで発見された。

EP-4は、方形に近い窯部と不整円形の付属施設と思われるピットが2つ連なっており、

窯部は黄褐色ローム層（Ⅳ層）に、付属施設は黒色土(11 ･ 111層）に底面が築かれている。両

者を連結する部分が焚口で、両袖に板石がおかれている。焚口の左右にはピットがみられる。

これは、前庭部を覆う上屋をかけるためのものかもしれない。ちなみに、焚口付近から大型の

鉄鍋片（図X－2-11)が出土している。窯部は3×2.8mの規模で､壁は50cmの高さがあり、

奥壁の煙道にあたる部分にわずかにくぼみがみられる。窯底の中央には小ピットがある。覆土

には、木炭、焼土、灰のほか、窯の天井と思われる焼けた粘土がつまっている。覆土の上面に

まで木炭混りの土が堆積していることからみて、 EP-2からの排出物が投げ入れられたため

で、 EP-2より時間的に古いものと思われる。

EP-2は、卵形の窯部と弧状の付属施設と思われるピットが2つ連なっており、 ともにⅣ

層を掘り込んで築かれている。焚口は、 2つのピットの連結部にあり、両袖に板石がおかれて

いる。窯部は3×2. 3mの規模で、壁は70cmの高さがある。壁はよく焼けてクラックが入ってお

り、奥壁には煙道を作るための半円筒形のくぼみがみられる。覆土の状態は、 EP-4とほぼ

同様で､ある。

EP-2 , EP-4の付属施設と思われるピットは、窯内への原木の挿入や、炭の引き出し

作業を容易にするために作られたものであろう。 この部分にも木炭や灰がつまっている。

また、 EP-2の窯部両脇にあるピットは、窯の天井部を構築するため、 ロームを掘り出し

たものではないだろうか。 この他にもローム塊のつまったピッ |､が何か所かみられる。その性

格ははっきりしないが、新たに窯を築くため掘り始め、中途で埋め戻した可能性がある。

夕
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X近・現代の遺構と遺物

聞き取りによれば、昭和10年前後にこの周辺で自家用に使う炭焼きが行なわれたとのことて

ある。

2． 円形ピット (AP-12、 EP-1図x-1 )

遺跡のほぼ全域にわたって、径1～1. 5mの円形を呈するピットが散在している。遺物が全く

みあたらない例がほとんどであるが、 まれに焼酎徳利（図X－2－8）の出土するものがある

(AP－12等)｡覆土はすべて耕作土(I層）である。遺跡周辺で行なわれていた畑作と関連す

るもので、時期的には明治以降のものと考えることができよう。

EP 1は、同じ形のピットであるが、特殊な性格のものである。このピットは、径1．6m

の円形を呈し、深さは0.4mである。中央部に礫がまとまっており、それに押しつぶされたか

のように、 ワイン瓶(図X－2-10)、三平皿、片口鉢、板ガラス片が発見された。 また、それ

らを丸く取り囲むように、丸釘が頭を下にして立った状態で出土している。一部に木質部が残

っていることから、輪状の木製品に、板が打ちつけられた状態で埋められたものであると考え

られる。その内側に、砂が敷かれ、ガラス瓶等が入れられており、その上から礫が落ち込んだ

のであろう。蓋があったかどうかはわからない。

正
一

企
〆

3． 木箱（図版X-3)

D地区より大・小2つの木箱が埋設された状態で出土した。

小型のもの（木箱1）は、長辺78cm、短辺59cm、現存の深さ15cmで、板の厚さは2cmほどで

ある。木箱の周囲には掘り込み力認められている。箱の内部には土がつまっており、底では完形の

三平皿一枚が検出された。この上部には、蓋と思われる板材が格子目伏になって出土した。

大型のもの（木箱2）は、長辺176cm、短辺90cm、現存の深さ40cmで、板の厚さは平均3cm

である。木箱より若干大き目に掘り込みがみられ、側板の腐蝕状態からみて号ほどまで埋めら

れていたようである。側板は各1枚づつ、底板は4枚で構成されており、釘で打ち付けられて

いる。底の内側には、小さな穴をふさぐために板があてられており、使用時には、細かいもの

が入れられていたと推測される。箱の内側につまっていたものは、陶製片口鉢・皿、ガラス製

ランプ、ガラス板、笛、村子、箸、屋根の柾板のほか、木片、 クルミ、 カボチャとブドウの種、

トウキビ、鮭の椎骨などである。秋の一日、建物の解体の折にでも一括して投棄されたもので

あろう。

以前この付近に住んでいたおばあさんによれば、 「ここに移り住む前にいた人が、大小2つ

の木箱を残していき、大型のものを種モミ入れに、小型のものを米櫃として使った」とのこと

である。

4． 遺物（図X-2)

各地区から出土した遺物には、陶磁器（茶碗、焼酎徳利等） 、鉄製品（農機具、各種工具、

鉄鍋等)、ガラス製品、古銭等がある。
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図版X－1
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図版X－2
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図版X－3
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図版X-4
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XI 成果と問題点

Ⅲ成果と問題点

昭和55．57年の2年にわたる発掘調査によって、いくつかの成果をあげることと共に新な問

題点が生じた。各地区ごとに列記すれば、以下のようになる。

A地区 円孔をもつ平底の条痕文土器や魚骨文士器を発見すると共に、低地における円

筒土器上層式の遺跡の存在を確認した。

c地区 いわゆる「大形住居跡」を含む繩文時代中期末～後期初の集落を確認すること

ができた。 しかし、一部のものしか住居跡の重複関係を明らかにできなかった。

今後の調査にあたっては重要な課題となる。 また、先土器時代の｢有舌尖頭器」

を発見するとともに、広汎に分布する角礫が、氷河期のソリフラクションによ

るものであることが判明した。今後、登別地方の先土器時代石器群の探索にあ

たって一つのヒントとなるだろう。

D地区 繩文時代早期の東釧路III式土器から中茶路式土器に至る集落の変遷をほぼ明ら

かにすることができた。同時に、今のところ道内最古とみられる「映状耳飾」

を発見することがで､きた。 また、細孑『核や底部内面に突起のある土器も出土し

ている。

E地区 繩文時代早期の遺物が斜面の裾に点在していることを確認した。

F地区 繩文時代中期以前に数回にわたって土石流に見舞われており、繩文時代早期の

遺物と中期の遺物が間層を挾んで層位的に出土することを確認した。

G地区 A地区で発見した円孔をもつ平底の条痕文土器と同類の土器が出土しているが､こ

の土器の編年上の位置づけを明確にすることができなかった。

以上のうちから、全域の発掘調査を完了したD地区の成果を主に、二三の問題について論じ、

昭和57年度の発掘調査のまとめにかえたい。

虹
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Ⅲ成果と問題点

1． 有舌尖頭器と細石核

C地区(M-91-a) とD地区(W87-d)から有舌尖頭器と細石核が出土している。 と

もに典型的なものからみれば形がくずれているが、先土器時代の石器である。

有舌尖頭器は、先端がわずかに欠けているが、長さ10. 5cm、副3.3cm･わずかに赤い縞模様

の見える黒曜石製。正面は比較的大きな剥離によって整形されている。裏面は、周縁に小さな

剥離がめぐり、粗雑な感じがする。側縁が直線的である点や茎部に擦痕のみられない点が、道

内の一般的な有舌尖頭器と異なる。 しかし、 C･D地区出土の黒曜石製の石器と比較すると光

沢がにぶく 、繩文時代より古い石器であることがわかる。現在水和層測定中であるが、 8,000y.

B. P. ぐらいとの中間的な報告をうけている%')

細石核(2)は、 高さ2.8cm、幅1. 3cm。白い斑点の縞模様のある黒曜石製。細石刃の剥離痕は、

正面に1面、左側に2面見える。粗雑なものであるが、喫形石核に属するものである。

以上の2点は、いずれも黄褐色シルト層の上面から出土しているが、他に関連遺物は見つか

っていない。 もともと遺物量の少ない上に繩文時代の遺跡と重複しているために、遺物が拡散

してしまったものと考えられる。

登別市内では、千歳6遺跡で玄武岩製のナイフ形石器(3)が出土しているのに次ぐ先土器時代

の石器の発見例である。今後、近辺の遺跡を発掘するにあたっては、 この種の石器にも十分な

注意を払わなければならないものと考えている。

と

へ

(1)北海道大学教授勝井義雄氏、大学院輿水達司氏に測定依頼中。

(2)図版Ⅵ－11-5参照。

(3)大島直行・瀬川拓郎昭和57年『札内台地の繩文時代集落趾」登別市教育委員会

八

幻

惑禦蕊
、

寺

〔
Ｕ 5cm

＜二＞
図Ⅲ－1 有舌尖頭器と細石核有舌尖頭器
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Ⅲ成果と問題点

2． 訣状耳飾

川上B遺跡D地区より出土した滑石製映状耳飾は、今日までに、道内で発見されている瑛状

耳飾とは、形状や伴出土器の時期等の点で異なるものである。そこで道内の映状耳飾との比較

検討を行い、川上B遺跡の映状耳飾の意義をさぐってみたい。

1） 川上B遺跡D地区出土の映状耳飾（図Ⅸ－2－1、図版Ⅵ－11-1～3)

D地区は標高9～12mの地点にあり、中央に古い沢が入っている。班状耳飾はその北側東端

の標高10m付近、 DH-1･ 2･ 5、 DP-3に三方をかこまれる場所の、Ⅳ層をもえぐった

風倒木痕状の落ち込み下層部から出土した。薄榿色を呈する滑石製で、高さ3. 2cm､復元推定幅

3. 6cm、厚さ0.6cm、孔の長さ1. lcm、切れ込みの深さ1.0cm、現重量3.59の半欠品である．形

状の特徴は、平面形がやや横長の下膨れで、切れ込み裾部が急に開く形を呈し、断面形は下端

から上辺に向かい徐々に厚みを増し、孔の上端で最大厚となる凸レンズ形をしている。切れ込

みが浅く 、中央孔は珍しく縦長方形をしている。半欠品によくみられる補修孔のような上辺部

の小孔は無い。これらの点は、従来本道で発見されている映状耳飾とは異なる特徴である。上

記落ち込みからは、他にIb-1類土器の破片を利用した、有孔円盤とその未製品が出土して

おり、 これと映状耳飾との関連も注意を要する。 またこの落ち込み内やその付近で出土した土

器は、 Ib 3類が大半で、出土状況からは繩文時代早期後半のものと思われる。

2） 形状の比較

次にこの特異な形状を、北海道出土の他の班状耳飾と比較してみる。 まず中央孔の形状は、

『北海道原始文化聚英』に写真掲載されている2点のうちの一点(図Ⅲ-20-16)に角孔らしき様相

がみられるのと、森越遺跡土の一点(図m－2-10b)の菱形孔、計二点以外は、円孔またはそれに

近い孔形を呈しており、川上B遺跡出土品との類似点は見い出せない。大きさは、平面隅丸三

角形を呈すものとは、厚さが比較的薄いということで近似し、円形のものとは平面寸法が近似

しているが、総合的にみると異なるものである。あえて形状で類品をさがせば、栗山町北学田

の長円形のもの(図Ⅲ－2－7)が平面形では最も似ている。全般に出土状況に不明な点が多く 、比

較検討が難しいが、装飾品、祭祀品が周辺から出土しているものが多い。問題は伴出土器の時

期で、当遺跡のものは早期後半の土器の伴出がみられるが、他は前期またはそれ以降のものが

大半であるという点である。次項でこれら問題点を検討してみる。

3） 北海道における映状耳飾の特色

これまでに北海道で発見された決状耳飾の形状は、隅丸三角形又は等脚台形のものと、ほぼ

円形のものに大別される。概して前者が後者より薄く 、大形である。森越遺跡の五角形状のも

の(図m－2 10a)と、吉井の沢1遺跡の隅丸長方形のもの(図Ⅲ－2-2) 、入江貝塚の卵形のもの

(図Ⅲ－2－17)が、やや形状を異にしている｡また前述したように中央孔は川上B遺跡と出土地不明の

方形、森越遺跡の菱形、吉井の沢1遺跡の瓢形？を除けば円孔である。平面形が、円形を呈す

ものが川上B遺跡出土品を除いてすべて完形であるのに対し、類三角形のものが、寿都3遺跡

ぐ

ソ

け

奇L
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図Ⅲ－2 北海道出土映状耳飾集成図(番号は表と一致･各図は筆者が褐,敗文献よ')再I､レースしたものである）

292－



Ⅲ成果と問題点

の一点を除いて半欠品である。おそらくは、円形のものが、類三角形のものより小さく 、 しか

も厚いという点で、破損しにくかったものと思われる。破損品の上部、中央孔付近にある小孔

は、寿都3遺跡や緑町1遺跡の完形品の例(図m 2-4b･9b)にもあるように補修孔の意味があるこ

とは確かである。 しかし、破損品をあえて補修せずに、半欠のまま小孔を穿ち装飾品等として

再利用した場合もあったのだろう。出土状態が伴然としないものの、同一遺跡において垂飾等

の装身具、祭祀品類が発見されることは、再利用や、祭祀、信仰という面での問題として考え

る必要もあるだろう。ちなみに寿都3遺跡や森越遺跡などで発見されている垂飾とされるものに、

瑛状耳飾と形態が近似するものがしばしばみられ、再利用、加工技術、形状等の点についても比

較検討が必要である。完形品の特異な例としては、緑町l遺跡の一対のものが上げられる。 2

個とも円形で左脚端に小孔をもち、大きさもほぼ同じである。報告では墓曠からの出土のよう

で、耳飾として一対をなすような出土例は北海道では唯一である。 これに匹適する例として美

々5遺跡と美沢4遺跡のものがある。両者は、美沢川をはさみ直線距離にして約lkmはなれた

場所で出土している。形状や左脚端にある小孔など、 きわめて相似した点が多く 、一対の耳飾

であった可能性がある。対のものであると考えると、美々5遺跡のものが1個のみで墓曠から

出土したことは、緑町1遺跡のものと並んで、映状耳飾が祭祀、信仰に関連する意義を予想さ

せるものである。特にこの3遺跡4個は形状が酷似しており、左脚端の小孔の意味等注目すべ

きものがある。 また、ポンナイ遺跡出土の1個(')は中期の墓曠からの出土とされているが、形

状等詳細は不明である。北斗遺跡のものも墓曠出土で、形はちがうが、長脚下部のえく、りが小

孔を思わせる。逆に、勝山館、寿都3、森越の3遺跡では、それぞれ複数の耳飾が出土してい

るが、見た目に一対になるようなものはない。 これらの事実から、一対、一個のいずれでも装

着された可能性や、分有関係を考えるのは短絡であろうか。材質については、一応滑石が多い

ようである。美しく 、加工が容易な材質を選択したことによるのだろう。

4） 映状耳飾の編年

形状からの北海道の瑛状耳飾の編年を伴出土器を基準にしていえば、円形に近い平面形をも

つものが繩文時代前期前半の土器(IIa－2類） と伴出し、類三角形のものが前期後半(II-

b類）のものと伴出する。 また、吉井の沢1遺跡にみられる長方形状のものや、北斗遺跡の細

長い棒状の映状耳飾類似品がIIa-1類土器(棡文式土器等)と伴出していることが注目される。

川上B遺跡における早期の土器との伴出は、今のところ道内で最も古い。 これらの編年を総合

してみれば、芹沢長介氏の早期末から前期にかけての所産とみる考え(2)に合致する。例外とし

て、入江貝塚の卵形のもの力爵、中期（ⅡI群円筒上層～北筒式）の土器と伴出している。総合的

にみて映状耳飾の形状を、土器を基準とした編年で分類することができそうである。裏を返せ

㎡

ノ

ナ

い

ば、映状耳飾の伴出を土器編年のための一要素とすることができる。

5） おわりに

以上みてきた通り、今調査で発見された映状耳飾は､その形状や時期において、従来の北海道

内出土の映状耳飾と比較しても特殊なものである。特に時期については、周辺部や発見位置で
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Ⅲ成果と問題点

表m－1 北海道出土瑛状耳飾一覧表

図
番
号

文
献
番
号

大きさ高cml厚cm
(復元)噂i蘆g-

伴出土器

時期分類

伴出した装身具

祭祀品等
遺跡名 形 伏 材質･色調

0

登別市

川上B

肩の張る円形。断面レンズ形でうすい

中央孔は縦長の角形である。半欠。

薄榿色

滑 石

６

５

Ｏ

３
ｊ

２

６
３

３

く

Ib-l類土器片製有孔円盤

〃 〃 〃未製品
］ TI 旬

』、 ，

江別市

吉井の沢1

平面長方形状｡中央孔は瓢形の可能性あり‘

順品なし。半欠。

頭部、頚部に溝をもち、又部に孔がある。
長短の極端な§平たい二脚をもち、長脚の，
端に快りが入っている。

又部に孔がある。
|をもち、長脚の

メノウ質

貞 岩

《

ｂ

向

乙

０

４

３

５

４
坐
．
？
】

棒状黒lIlI1石・線刻黒IliI1

洞･土玉･玉･垂飾
2 ①Ⅱa l

外
ﾗを床面にひいた墓塘

木炭があ!) ､つまみ付
7，石斧が伴出

釧路市

北斗

ベンガラ

に人骨う
きナイフ

３ 全

②
ク
イ

スヒ

高（9.5） IIa l

両者
孔を
込み

bは

と切

完形

~

ｊ

、

ゴ

－

Ｊ
Ｅ
〆
・
‐
私

~

孝

~

と

穿

券

も平面形は円形で．ある。左脚端に'j、
つ。 aは中央ｲLは円形で幅広の切れ
もつ。完形。
つ折で補修孔で直している。中央孔
込みの境がほとんどみられない。

皐塘の可能牲大

ベンガラ・石錐・つま

み付きナイフ

a ・ 1〕で一対のものと

思われる。

５

５

３

３

周辺に

シつ舎ノ
ー~ノ′

､ソ＋イ
′~′~I

式あり

a

1 ．0旭川市

緑町1

乳白色

玉 質
4 ⑤

冬
れ ９０４

５

乱

１
h

平面はほぼ円H
込みをもつ． |＄
完形。

形で､丸い中央孔と'隔広の切れ
断面台形｡左脚部に小ｲLあり

墓墳P~49より石斧石
槍･スクレイパー,つま

み付きナイフ出土

石環・円盤形石製品

千歳市

美々5

一
対
の
可
能
性
あ
り

９

２

０

４
１

４

１

３

３
５ ④メ ノウ IIa 2

苫小牧市

美沢4

０

８

１

８
１

９

９

３

３
6 ⑤5と酷似。やや大きい。完形。

平面は長円形を呈す。ほぼ均等の厚みがあ

る。完形。

滑 石 IIb 2

⑥
の

栗山町

北学田

８０６

８

３

４
７ 安山岩茅

鯨 骨
または

白色石

⑧
⑨

ポンナイ遺跡のものと
同一とすれば中期墓
からの出土｡人骨と伴出

室蘭市

熊の谷貝塚

平面は円形、断面は台形で厚みがある。完

形。

やや厚め。中央孔らしきものの脇に小孔が
ある。洪状耳飾の頂部と思われるが、他の
製品の可能性もある。破片｡

５１９

９

３

３
8

ａ

‐

，

ｃ

９

７

７

ｉ

ｌ

ｌ

ｔ
ｌ

滑 石 土器片･製有孔円盤･玉・

垂飾･ペンダント様石器

石棒・石枕

玉・垂飾には映状耳飾

に近似するものが2個

ある”

平面は台形で、 うすい断面
れ込みをもち､中央孔周辺I
修孔？ ）がある。掲載品中

｢面 す。深い切
の小孔(補
完形。

一一一 一券皇胃

旦に3個

!中敢大。

寿都町

寿都3

４

７

０

３
？

］

４

５

５

６滑 石 ⑩IIa～llla

頭部の丸い三角形状を呈し、中央孔直上に

小孔をもつ。半欠。

４

９

０

８

１
１

ｎ
ノ
ゴ
、
ノ
ゾ

ｆ
Ｊ
排
、
）

Ｉ

く

滑 石~

薄緑色に

紺の斑点

《
ｄ

Ｏ

７

（

５

７

劃

６

３

１

玉・垂飾． ,尚~環・耳飾

線刻品・土製品

玉・垂飾には映状耳飾

に近似するものが2個
ある、

横長で頭部の丸い五角形状である。半欠。a

lO

b

知内町

森越 ⑪IIb～IIla
平面は全辺丸味をもつ台形である。中央孔
は菱形を呈しその脇に'1,孔が穿たれている。
半欠。

平面は半円形の三角形を呈す~。厚みがない。
半欠。

薄緑色に

紺の斑,点

｝

附

し
Ｏ

５
ｊ

７

１

３

１

４０３

０

４
が
巾

丁王哩
風“

１

１

脂

Ｕ

１
上ノ国町

勝山館 ⑫I11 1
ほぼ三角形の平面をもつ。断面はうすい。
切れ込みは深く中央孔は'｣､さい。上部に'1、
孔あり。半欠。

(4 ~2） 0~2

(5.8）
賢 石

函館市 鯛鰹藤#?畠職訂鐙噌撤
サイベ沢に小孔あり。半欠。

緑 色

蛇文岩

３００

８

Ｌ

Ｌ
12 垂飾IIb (13

岩内町 平面は斜辺に丸味をもつ台形を呈す。厚み

がない。半欠。

緑 色

蛇文岩

４０
１

ハ

Ⅷ

》

内

的

Ｍ

・

脾

沁

ｕ

Ｆ
Ｈ
Ｊ
ｒ
Ｉ
ｑ

10
10 ⑭Ⅱb東山

エ

平面は頭部の丸い三角形を呈すようで、厚み
はきわめてうすい｡中央孔脇に小孔をもつ。
半欠。

４々

市
美

幾千 ２

４

０

９

１
１

０
．
１
計

↑
恥
Ｊ
Ｕ
ハ
リ

く

Ｉ

玉・錐飾・石枠・土製

垂飾その他

Ib-4~Vc

[I群多L
14 ④滑 石

平面形は台形を呈す。切れ込みは深い。中
央孔上2ケ所に小孔がある。寿都3の12に
形態上近似する。半欠。 ⑮15 出土地不明

｡

角をおとした台形を呈すようで、中央孔は角
出土地不明孔になる。その脇に小孔がある。片側と残

りの上辺を欠く㈱
16 ⑮

現在北海道で唯一の卵形。薄形である。中

央孔は円形で長い切れ込みをもつ。半欠。

環状弧状の破片で、報文では一端のみの破

損で･一端はオリジナルな面だというハ

虻田町

入江貝塚

３０ｊ
ｊ

ｊ

Ｊ

Ｉ

３

く
く

1句

上／ 玉 髄 黒111,1石製唾飾llla~111 1 49ノ

I陥（4.4）
浦|晩町

共栄B
18 垂飾

へ
ｒ
）

I浦

|可上 '陥（5.0）

~

※右覧の文献番号は別掲（表註文献）で示してある
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、成果と問題点

ある落ち込み内の土器が繩文時代早期（特に中茶路式を指標とするIb-3類が多い）である

ことや、同時出土した有孔円盤2点が、やはり繩文時代早期でも東釧路III式を指標とするIb

－1類土器片の加工であることから、 この映状耳飾が、繩文時代早期の終わりごろのものと考

えざるを得ないのである。

a

(1)文献⑧に図があり、熊の谷貝塚出土とされている。⑨にあるポンナイ遺跡とは、地

いが、図は掲載されていない。 とりあえず今回は同一のものとして考えた。

(2) 芹沢長介昭和40年「周辺文化との関連」 「日本の考古学II繩文時代』河出書房

地理的に近
ノ

参考文献
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XI 成果と問題点

3． 土器片の移動について

本年度の調査では、できる限り遺物の出土位置を記録し、それをもとにして土器の接合関係、

同一個体の土器片の分布状態を把握することを目標とした。この作業により、遺跡の性格を考

えるための資料が見出されると考えたからである。

D地区では、繩文早期の住居跡9、 ピッ|、 7、焼土2が検出されており、Ⅵ章の小括で述べ

られているような、集落の再構成がなされている。そのためには1つ1つの遺構の時期を決定

することが、重要ポイントであった、 ところが、ほとんどの遺構において確実に時期を決定で

きるだけの資料は少なく 、多くの場合床面または覆土の下位から出土するわずかの土器片にた

よらざるを得なかった、そのためこれらの遺物の出土状態を検討し、遺構の時期を推定したわ

けであるが、 この作業にあたって、土器の接合関係と同一個体の破片の分布を知ることが決め

手となった。 ここでは、遺物取り扱いの概要について簡単に述べてみたい。

1) DH-7出土土器の分析

DH-7は、沢の北側における住居跡群のうち最も高い位置にあり、降下軽石層下の覆土や

床面近くから数多くの遺物が出土している。 この住居跡の土器について出土状況を点検したと

ころ、 (1)数量が多いにもかかわらず、住居使用時の土器がそのままの形で残されていない、

(2) 住居跡内出土と同一個体の土器片が沢の北側一帯に広く分布している、 という2つの特徴

を知ることができた。

(1)については、 Ib 1類土器が住居跡より高い位置にある破片と接合関係があること、出

土状態が個体ごとにまとまっておらず（図Ⅵ-19) 、流れ込みの礫の間から出土するものがあ

ることから、床面がほとんど埋まらないうちに、高い位置から土器が流れ込んだと推定される。

また、唯一まとまって出土したI b-2類土器（図Ⅵ－18-12)についても、 Ib-1類土器

片よりやや高位にあることから、住居跡の廃絶時と直接関係するものではなく 、住居跡の埋没

過程で、 まとまって投棄されたものと考えるのが妥当であろう。

(2)については、図lに示したとおりである。たとえば、図Ⅵ－18-1の土器は、底部がほぼ

床面から、 また胴部片が床面直上から出土しているのに、その間をつなぐ、胴下半部の破片は、

40m近く離れたY－88-aからみつかっている。この他同一個体の破片は、W-88 b、 DP

4とDH-3覆土、住居跡より高い位置にあるU-86-aなどから出土している。 また、 3

や9と同じ個体の破片も、 DH 3、 DH 5の覆土等にみられる。このように広い分布がみ

られるのは、 Ib 1類土器がDH-7に流れ込んだ際に、住居跡の周辺にも散乱し、それが

傾斜に沿って移動したためであろう。 Y-88 aから出土した土器片は、磨耗がはげしく 、水

による長距離移動の痕跡がみとめられる。

2） 地形と土器片の移動との関係

図1は、 D地区における同一個体の土器の分布を示したものである。 これによると、沢の北

側では、傾斜に沿って西から東へという土器片の動きを認めることができる。

a
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Ⅲ成果と問題点

Ib-1類の土器は、その大半力ざDH-7にまとまっており、東側の遺構密集地区ではほと

んと’まとまった分布を示さず、復原可能なものも見当たらない。現在では包含層の残存状態が

よくないのではっきりしないが、 Ib 1類土器は本来DH-7周辺の高い位置にあり、それ

が時間とともに全域に拡散していったものと推察される。

この移動がおきた時期については、 DH-7の例からみて、 Ib-1期であると考えられる

が、 これを補う証拠がDP 3とDP-4にみることができる。 DP-4では、覆土下部にI

b 1類、覆土上部にIb 3類とはっきりわかれて土器片力罫出土している。このIb-1類

中には、 DH-7の1と接合した破片が含まれている。一方、 DP-3には周囲にI b-2、

Ib-3類土器片が多いのに、覆土中からはIb-1類土器のみが出土している。低い位置に

あるため早い時期に埋没したのであろう。わずかな例ではあるが、 Ib-1類土器の頃の埋没

が一気に行なわれ、次の堆積まで時間差があったことを示すものといえよう。 これに対して、

遺構の覆土、床面から出土するIb-1類は、 Ib 2、 3類と混在して出土している。住居

が構築された時に掘り上げられ、廃絶後埋没した土に含まれたのであろう。

Ib 2、 3類土器は、遺構の集中地区にまとまって分布している。 この時期の土器片も西

から東へ傾斜に沿った動きが認められ、 DH-5周辺の低い部分には、磨耗した各時期の土器

片がまとまって出土している。主として水の営力により移動したものであろう。ただ、 Ib－
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図1 :D地区における同一個体土器片の分布
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X1 ．成果と問題点

1類の動きほど大きくないことと、遺構内から大型の破片にまとまる資料が出土することがこ

の時期の特色である。

3） 遺構内における遺物の出土状態

今まで述べてきた、遺跡全域における遺物の大きな動きは、個々の遺構における遺物出土状

態とどのように関連するのだろうか。遺構の時期決定と関連させて考えていきたい。

遺構内から出土する土器の状態は、大きく次の3つに区分することができる。

少

（1） 完形に近い土器が、 そのままつぶれたような状態で出土するもの

（2） 大形の破片にまとまる状態で出土するもの

（3） 小片となって出土するもの

住居跡の時期決定には、 (1)が一番比重が重くつづいて(2)(3)となっていく。

(1)の状態で床面から土器が出土するDH 8は、時期決定の上でまず問題はない。一方、 (3)

の場合は、先に述べたDP-3、 DP-4のように特殊な場合を除き、はっきりと時期決定を

するのが困難である。 DH-4の例では、覆土上部にI b 2 ･ 3類の小片がみられるが、床

面に近い所に土器片はみられない。覆土中における小片の接合関係をみると、両類は混在して

おり時期の新らしいIb 3類の時期に流れ込んだものといえよう。その時この住居跡は、あ

る程度埋没していたわけである。 ところでこの住居跡の上限は、 この住居跡がDH-7の近く

にあるのに、 Ib-1類土器が全く出土していないことから、 DH-7にIb-1類が流れ込

血
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XI 成果と問題点

み移動が完了した時以後のものと考えられる。 DH 9については、床面近くにまでIb 2

～3類の土器片が入っており、最も新らしいIb 3類の時期直前と考えられる。 Ib-3類

は、ほとんど埋まっていない状態の凹み中に入り込んだわけで、少なくともDH-4より新ら

しいものであろう。

最も多いのは、 (2)の場合である。 DH-2の床面には、 Ib-2， 3類があり（図2)、 とも

に接合すると大型の破片になる。 ところが、同一個体の分布を追うと、 Ib-2類は住居跡の

内部に点々とみられるだけでなく 、包含層中にも見出すことができる。これに対し、 Ib-3

類は、住居跡の南壁際だけに分布がまとまっている。 Ib~2類は北側からの流れ込み、 Ib

－3類は住居跡に伴うものか、廃絶時直後に投棄されたものと考えられる。

DH-3 (図3)の床面には、 Ib-1～3類の土器がみられる。 Ib 1類はDH-7と

同一個体の破片も含め(2)または(3)の状態で、 Ib-2は(3)、 Ib-3は(2)の状態で出土してい

る。同一個体の分布をみるとIb-1、 2はともに住居跡内に点々とみられるだけでなく住居

跡の外にも分布が広がり、流れ込みであることがはっきりする。 これに対し、 Ib-3類は、

さほど大破片ではないが分布が狭いことからみて投棄されたもの、 または流れ込みであっても

最もこの住居跡の廃絶期に近い頃のものと考える。

同様の方法で、各遺構の時期を推定したのが次表である。

￥

ｊ
一

表m-2 遺構内における遺物の出土状態

､IW蝋ﾙ|"｡"!:刷蛎”
'b-$ ' |･ |- | 卜可 ｜ 胃’ ず

ウ

Ib-2 i トーヤ ’ 目 トヨ トーイ

'b-, | HI , '-~ ~ ←､

DH-6 1DH-7 1DH 8 DH-9 1DP-3 DP-4

(1)(2)(3)|(1)(2)(3)I(1)(2)(3)I(1)(2)(31(1)(2)(3)I(1)(2X3)

-昌一|_‘ ~~~ 目 ｰ
で ﾄｰｰｰ'’ ＋--1’ 卜弓1 で

●推定時期 一床面出土状態 ﾄｰｰｰ司覆土中出土状態

4． ま と め

丹念に同一個体の土器片の分布を追うことにより、 D地区における土器の動きをとらえ、住

居跡の時期決定における一つの資料とすることができた。 もし、包含層が耕作による攪乱をう

けない遺跡に応用すれば、 もっと複雑な分布関係を描くことができるかもしれない。そして、

(2)のような分布状態を示す土器が、人為的に投げ込まれたものが、 自然の営力によるものかを

見分け、人々の活動の跡を復原していくことができるものと考える。
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Xl 成果と問題点

4． 底部内面に突起のある土器

今年度調査された川上B遺跡のD･E地区から、底部内面に突起のある土器片が1片ずつ出

土した。底部内面のほほ､中心部に、高さ6mm前後の円錐形の突起を持つものである。

D地区の土器片は－，同地区北部の黄褐色シルト質降下軽石層直下より出土し、平底で側面に

繩文が施されているI b-3類の土器である。 E地区の土器片は黒褐色土の包含層より出土し、

突起部分だけの平底の破片で､ある。 この土器も、周囲の出土遺物からみてIb 3類に相当す

るものと思われる。これらの突起は、つまみ出しによって成形された可能性もあるが、ひび割

れの状態からみると貼付して成形した可能性のほうが大きいように思われる。
えもと かいせい

類例は少ないが、今までに知りえたものを以下に紹介する。室蘭市絵鞆遺跡(1)北見市開成遺
さるくつ

跡¥)幕別町猿別C遺跡?)登別市千歳5遺跡(4)に1点ずつ、江別市吉井の沢の遺跡(5)に2点出土

しているだけで､ある。 また、網走市モコト貝塚出土の「乳房状尖底」土器片も底部内面の突起

の可能性がある。 この点については、石橋次雄氏がすでに指摘しているｻ）

絵鞆遺跡の土器片は、エンルム･チャシ13号ピットより出土。 13号ピットは｢アイヌ文化期｣(7)

の墳墓であるが、 この土器片は覆土から出土したものと思われ、続繩文時代恵山式とみられる。

突起は高さlcm以上あり、上げ底で底部側面に縞繩文が施されている。

開成遺跡と猿別c遺跡の土器片は繩文時代中期モコト式とみられる。モコト貝塚の土器片も

モコト式土器で、 これらの突起は大きく 、いずれも底に繩文が施されている。

千歳5遺跡の土器片は、周囲の出土遺物からみて北筒式とみられる。吉井の沢遺跡の土器は

2点とも早期コッタロ式とみられ、突起の形は川上B遺跡の土器に近い。

これらの資料は、繩文時代早期、中期、続繩文時代の各期にばらついており、一時期だけに

特徴的にみられる現象ではない。強いていえば、中期モコト式に類例が多い。出土地点は、胆

振、石狩、十勝、網走と広い地域にわたっている。

これらの土器片の突起が単なる整形痕ではないとするならば、その目的や機能についても検

討が必要である。 しかし現段階ではそれに十分こたえるだけの資料はない。今後の資料の増加

を待ちたい。

(1) 室蘭市民俗資料館保管。発掘報告には、本資料は掲載されていない。大場利夫、溝口稠昭

和46年『室蘭絵鞆遺跡発掘調査概要報告耆」室蘭市教育委員会。

(2) 宮宏明氏の御教示による。開成l遺跡か開成3遺跡で採集されたらしい。北見市立郷土博

物館保管。開成1.3遺跡の発掘調査では類似資料は出土していない。北見市教育委員会(昭

和55年） 『北見市開成遺跡発掘調査報告書」

(3) 昭和57年度発掘出土品、幕別町教育委員会保管。昭和58年3月報告書出版予定。

(4) 昭和57年度発掘出土品、昭和58年3月報告書出版予定。

(5) 発掘報告には、本資料は掲載されていない。北海道埋蔵文化財センター（昭和57年） 「吉

井の沢の遺跡」
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Ⅲ成果と問題点

(6) 石橋次雄（昭和57年） 「北海道考古学会だよ|)」第15号、藤本強氏も再検討の余地ありと

語っている。藤本強（昭和55年） 「モコト貝塚表面採集の土器」 『ライトコロ川口遺跡』東

京大学文学部。豐原照司（昭和57年） 「北海道東部の土器」 『繩文文化の研究』 4，雄山閣

(7) (1)の文献による。
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5． 大形住居跡

C地区において、長径12mをこえる大形住居跡(CH-2)が発見された。 これは、他の住

居跡と比較すると、立地、構造、出土遺物などに特異性がみられる。以下に、 それらの点につ

いて詳細に述べ、 C地区の住居跡群のなかでの位置づけを考えてみたい。
1） 立 地

CH-2は、緩やかな斜面の南東側先端部に独立して存在する。ここはC地区の中では、最

廿

も礫の少ない場所で、発掘期間中の降雨被害もほとんど無かった。その周囲には、礫の少ない

空間が広がるにもかかわらず、他の住居跡は、斜面上部の礫の多い部分に集中している。 CH

－2の周辺は、構造物を設置してはならない特殊な場であったのだろうか。

2） 建て替え

CH-2からは、 石組み炉3と柱穴52が確認されている。炉の石組みの残存状態からS－3

→S－2→S－lの変遷が想定され、柱穴の上に焼土が堆積している例があることから、 これ

らは、すべてが同時に存在していたものではない。千歳6遺跡における竪穴住居跡の分析(1)を

参考にしながらCH-2の構造の変遷をたどると以下のようになる。

南側の壁ぎわにある2カ所の傾斜した柱穴を規準にして、住居跡の長軸に対して対称の位置

にある柱穴を探すと破線で結ばれる柱穴列がうかんでくる。 これは住居跡の輪郭とよく一致し

かつその長軸線上にs－lが位置することから、最終段階のものとみてよいだろう。

次に、 S 2の長軸の延長線に対して同様の手順で関連する柱穴を探すと一点鎖線で結ば

れる柱穴列となる。 この住穴列から想定される住居跡の平面規模は、長径9～10m程度とみら

れる。

3） ベンガラとフレイクの出土

他の住居跡には見られないベンガラ塊が3点とフレイクの集中地点が3カ所発見された。ベ

ンガラは、覆土と床面直上から小塊が、 S－2に隣接するP-10の床面から拳大のものが出土

している。一般にベンガラは、墓に散布されることが多く 、特殊な土器に塗彩されたりするこ

とから、葬送・祭祀に深いかかわりをもつものと考えられている。このことから、 CH 2の

機能については、祭祀的な様相も考盧すべきものだろう。フレイクは、 S－1とF 2の周辺

及び住居跡の北側から集中して出土している。石器製作の場とみてよいだろう。 また、 3カ所

のうち2カ所までが炉跡や焼土と接近していることから、火との結びつきが考えられる。

4） ま とめ

いわゆる大形住居跡の機能について、渡辺誠・中村良幸氏らによって｢雪国の共同作業所説」

「集会所・公民館説｣｢祭祀遺構説｣等(2)の諸説が発表されている。CH 2の調査結果は、以上

の説のいずれについても否定するもので､はない。大形住居跡にはしばしば増築の形跡のみられ

るものがあるが、 CH-2の柱穴分析からもその可能性を指摘することができた。複数の炉を

もつ点についても同様である。 さらに、ベンガラが出土していることから、祭祀遺構の可能性
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XI 成果と問題点

についても十分吟味する必要があるだろう。

道内では、苫小牧市の美沢2遺跡に円筒土器を出土した大形住居跡の調査例(3)があるが、今

のところ類例は少ない｡登別市の千歳6遺跡")では住居跡19のうち最大のものは、長径が1im

あり、平面的な規模はCH-2に近い。北海道の大形住居については、今後類例の増加をまっ
て検討したい。~

瀬川拓郎昭和57年「千歳6遺跡における竪穴の構造と集落の変遷」 『札内台地の繩文時代
集落趾』登別市教育委員会

渡辺誠昭和55年「雪国の繩文家屋」 『小田原考古学研究会会報』第9号

北海道教育委員会昭和53年『美沢川流域の遺跡群 II』
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図Ⅲ－6- CH-2の建て替え想定図
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